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例 Fコ

1・本書は，香川県綾歌郡綾南町陶において香川県教育委員会が実施した西村遺跡第

3次発掘調査の調査概報である。

2・この調査は，国道32号綾南バイパス建設工事にともなって，香川県教育委員会が

建設省四国地方建設局より調査委託をうけて実施したものであり，調査費用は建設

省が負担した。

3・調査は，香川県教育委員会文化行政課職員　鹿瀬常雄，林　正弘，大砂古直生，

玉城一枝が担当した。

4．本書で遺構に使用した略号は下記のとおりである。

SA（柵列状遺構）・SB（掘立柱建物遺構）・SD（溝・溝状遺構）・SK（土坑）・

ST（土墳墓）・P（ピット）・FP（焼土坑）・SX（その他の遺構）

5・本書の遺構実測図中に記入したレベルの単位はメートルである。

6・図版の一部に国土地理院発行の25，000分の1地形図「滝宮」・「白峰山」を使用

した。

7・西村遺跡出土の人骨は，京都大学理学部人類学教室　池田次郎教授に鑑定を委託

した。

8・昭和55年度に実施した川北地区の調査抄報を第3章に掲載した。

9・西村遺跡の発掘調査中に綾南町葦原で塚の伝承地を調査した。抄報を第5章に掲

載した。調査は大砂古直生が担当した。

10・遺物整理・概報作成には下記の諸氏の献身的な協力をうけた。記して謝意を表し

たい。

和泉美香子，小田邦博，鍛治　隆，木村千鶴子，十川昌平，田村雅彦，星野佳美

11．本書の執筆分担は下記のとおりである。編集は虞瀬が担当した。
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第1章　は　じ　め　に

第1節　調査の経過

香川県高松市と仲多度郡琴平町とを結ぶ一般国道32号線のうち，綾南町陶宮薮から同町小野

白梅までのバイパス工事が計画されていた。

香川県教育委員会は，昭和53年10月に国道バイパスに接続する県道府中・琴南線バイパス工

事にともなう調査を二基の塚に対して実施した。その結果，塚だけではなく周辺に平安時代後

期以後の遺跡が存在することが明確になった（1）。この地域には標高216mの十瓶山が位置し，そ

の山麓を中心とし須恵器窯・瓦窯の分布することが古くより知られており（2），同時期の遺跡が周

辺に広がることは充分に予想された。そこで，香川県教育委員会は，建設省四国地方建設局と

の間に3年間にわたる西村遺跡調査計画を立て，随時実施してきた。

昭和54年度は，工事予定地区のうち，前述した県道府中・琴南線以西の工事予定地内で調査

を行った。西村遺跡西村北地区と呼称したが，その調査は総延長320m，総面積11，870Iがにおよ

んだ。調査の結果，建物遺構5棟，窯業遺構2基などを検出し，それまでにはほとんど知られ

ていなかった香川県における古代未より中世にいたる生活遺構の一端を明らかにし出した（3）。

ついで昭和55年度の調査は，前年度に発掘を実施した西村北地区のうち，県道府中・琴南線

以東の部分と，谷をへだててその東側にあたる山原地区の一部，さらに東の川北地区の3地区

第1図　綾南町陶周辺地形図

－1一



の調査を実施した。総延長360m，総面積9，800m2であった○この調査の結果は，前年度の成果

をひきついだかたちで，建物遺構12棟，窯業遺構1基，土墳墓，土坑群などを検出し，当遺跡

が十瓶山南麓を含めて広範囲に分布していることを明らかにした（4）。

昭和56年度の調査は，山原地区のうち，東西総延長210m，総面積6，400Iがについて実施し

た。調査契約は，昭和56年4月23日付で香川県教育委員会と建設省四国地方建設局との間で結

び，翌日より昭和57年3月25日までの期間とした。経費は4，255万円である。

調査の実施にともなう調査区の設定には，建設省の作製した「綾南バイパス実施計画工事平

面図其の1」を使用した。今年度の調査地区は大きく攣曲しているため，前記した「平面図」

のセンター杭，P－50とP－51を結ぶ線を調査の中軸線とし，東西を20m毎に区画した。前年

度よりの通し番号で15～25区までの区画を設定し，また南北を中軸線で区画してN・Sのアル

ファベットで表示し，N15・S15のように呼称した○つまり，調査の－区画は東西20mである

が，前記したように調査地が大きく攣曲するため，南北は一定でなく，最大17m，最小10mと

なった。

なお，山原地区の東西主軸はNlO3025′Eである。

第2節　昭和54年度，55年度の調査

1　昭和54年度の調査

現在せきとめられて，北条池となっている谷筋に近接する微高地上を調査対象地としており，

西村北地区と呼称し，地山面よ

り多くの遺構を検出した。二基

の窯業遺構を検出し，それぞれ

西村遺跡1号窯，同2号窯と仮

称した。いずれも窯本体の大部

分を失ってはいるが，灰原を遺

芸響覧．－

隋÷ヽ・、－■

」1－　日　　　　」。m

第2図　西村遺跡1号窯出土遺物

存しており，須恵器と瓦を出土している1号窯より検出した複弁八葉蓮華文軒丸瓦と均正唐草

‾　．．▼－1‾．　t‾°‾‾‾’＋’‾　．drt．

文軒平瓦（第2図）は，京都鳥羽離宮南殿跡出土のものと類似しており，おおむね11世紀末頃

の年代観が与えられる可能性がある。2号窯は，大型の須恵器壷・聾などを中心に出土している

が，土層観察によって1号窯より先出するものと思われる。

地山面で掘立柱建物遺構を検出した。1間×2間と考えられるもの3棟，1間×4間と考え

られるもの2棟の計5棟である。良好な遺物は認め難く，時期は不明とせざるを得ないが，遺

構面からは中世後半までの遺物．を出土する。

最大幅27m，深さ1・5mの落ち込みを検出している。用途は不明であり，調査者は池状遺構を

考えている。出土遺物は，鎌倉時代前半のものを含むが，室町時代のものも含んでおり，幅が

－2－
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第3図　昭和54年度調査出土弥生土器実測図
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広いようである。

西村北地区は，平安時代末頃より室町時代にいたる時期を中心とした遺跡であり，それ以後

の遺構はほとんど検出できなかった。しかし，平安時代以前の遺構として弥生時代の土坑を一

基検出した。出土した土器は；凹線文を施した土器を中心としており，壷・聾・高杯などがあ

る（第3図）。また，調査中に遺構より遊離した状態ではあるが，石族を中心とする石器を検出

しており，かつて弥生時代を含めた平安時代以前の西村遺跡が存在したことは充分に想像でき

る。

2．昭和55年度の調査

（1）西村北地区の調査

昭和54年度調査地の東方を調査の対象地とする○県道府中・琴南線以東で実施したが，標高

49m台の洪積台地に存在し，北方500mに位置する十瓶山とは，現在北条地に流れ込む御寺川に

よって分断されている。現状では，水田に開墾されていたが，地表下30～80cmで第6層の地山

面に穿たれている遺構を検出した。建物遺構・焼土坑・土坑・土墳墓・溝・ピットなどである。

第4層より上層は，開墾や耕作によって大きく撹乱されており，また第5層は明黄色粘質土層

であり旧水田の床土層と考えられる。この土層は西村北地区のうち，55年調査地区を大きく覆

っている。

建物遺構は12棟を確認した。1間×2間棟6棟，1間×3間棟4棟，1間×4間棟・1間×

1間棟各1棟である。いずれも掘立柱建物遺構であり，おおむね東西か南北を指向している。

上面がすでに削平されていると思われ，建物遺構に付属する施設は確認できなかった。

人骨を直葬した土墳墓を一基検出したが，副葬品はない。また，成人を埋葬していたが土坑

の長さが1mであり，伸展葬とは考え難い（5）。周辺には，人骨は遺存しなかったが，やはり土墳

墓と考えられる土坑を検出している。それらも長さ1m前後の小規模なものであった。

西村北地区の東部で土坑群を検出した。各土坑は直径100cm前後，深さ50cm前後の規模をもっ

ている。発掘調査した400Iが程の範囲に約250基が認められる。56年度の調査においても，S19

E，N・S20で同様の土坑を検出しているが，粘土採掘坑の可能性がある。

（2）山原地区の調査

西村北地区より谷をへだてた東側の台地上で調査を実施した。約250Iがの発掘であったが，西

に向う崖面で窯跡を1基検出した○西村遺跡3号窯と呼称した。燃焼部と焼成部が残っていた

が，その天井部はすでに削平されてなくなり，また灰原があったと考えられる部分も崖の崩壊

で遺存しない。検出していた状態より，半地下式平窯と考えられる。粘土で作製した3条のロ

ストルが認められる。残存した燃焼部の最大幅は1・5m，焼成部の最大幅1．2mであり，比較的

小規模な窯である。遺物はほとんどないが，10片の平瓦片を窯内より検出し，また焚口と考え

られる部分より黒色土器椀と，土師器鉢を各1点検出した。良好な遺物は認められないが，11

世紀末頃を中心とした時期の窯跡と考えられる。
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（3）川北地区の調査

川北地区は全調査対象地域の東端にあたる。北に位置する十瓶山より，南に向うゆるやかな

舌状地形を，標高45m前後の高さで分断して調査したことになる。全長160m，総面積4，402Iがで

ある。

傾斜地であるため，現在は階段状の水田に開墾されている。地山面および，客土面より建物

遺構，土坑，土墳墓，溝，ピットなどの遺構を多数検出した。遺構の時期は，出土している遺

物より考えて，11世紀より12世紀末頃までを中心とする時期と，近世のものとがあり，同一遺

構面で検出した。

建物遺構は1間×1間（175×350cm）の規模でしか確認できなかった。良好な遺物をともな

わないため，時期は不明であるが，′12世紀前半頃までの土坑群を破壊して建てられている。

土墳墓を1基検出したが，人骨が遺存しており，副葬品として土師器杯，黒色土器椀・輸入

白磁椀・鉄製紡錘車，鉄鈴・刀子をおさめていた。12世紀前半頃の土墳墓と考えられるが，古
●

代末以後の土器は現在，讃岐では不明な点が多い。この土墳墓出土の一括遺物の，共伴関係はそ

の点では良好な資料と考えられる。

（注）

（1）秋山　忠「西村遺跡」『香川県埋蔵文化財調査年報』香川県教育委員会1979年
3月

（2）寺田貞次「陶村附近窯跡」『史蹟名勝天然記念物調査報告第12』香川県史蹟名勝

声然記念物調査会1941年3月

（3）沢井静芳・六車　功　『西村遺跡』　香川県教育委員会1980年3月

（4）鹿瀬常雄・竹下和男・田村雅彦『西村遺跡II』香川県教育委員会1981年3月

（5）第5章　池田次郎「香川県西村遺跡出土の中世人骨とその埋葬について」参照
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調査　日　誌抄

1981年

4月3日　第3次調査開始○まだ肌寒い野外にて，

調査区設定の杭打ち作業を始める。

6日　ユンボ，押しブルを使いS25～S23まで

の表土除去。

14日　作業終了直前，現場で指揮にあたってい

た調査員A，右足首捻挫。入院加療の必

要あり，との診断。

15日　N25第5層遺構面を出し終える。第4層

までは染付けを含んでいた。午後，降雨の

ため遺物水洗い作業。

24日　N25，S25遺構の発掘開始。S24排水後

客土（第3層）除去。

5月1日　N24，客土除去。S24ではS25で完結し

なかったSDOlを追いかける。川北地区

遺構出土の遺物については，注記復原を

終了する。

7日　連休明けから雨にたたられ，野外作業進

まず。本日も土器洗浄。

9日　N24精査終了後遺構発掘を始めたが2，

3石臼が出るだけで，ほとんど無遺物。

S24の溝はS25から伸びるSDOlと確認。

暑い一日．′

15日　N23で根石を伴うピット多数検出。N・

S22～20の杭打ちを行う。

19日　N・S23の精査再開。N23－SKOlのみ

瓦質土器を出土する。他の土坑，ピット

は比較的新しいものと考えられる。

23日　S24で径1m前後の土坑が数基認められ，

中に木質を残すものがある。

25日　S24土坑内の木質は，桶であることが判

明（SXOl・03・04）。いずれも深さ50cm

で底に到る。SX04では側板に拝が回る。

遺物は少ない。

26日　S16から東側へユンボによる表土剥ぎ開

始。
′

6月1日　23・24・25区の全景写真撮影，S24－S

X04の内部写真終了。

3日　23・24区の実測開始。

8日　S19・20掘り下げ。主に第6層暗褐灰色

粘質土層中より，計10数片の青白磁片を

検出。

10日　S24－SXO4内の桶取り上げ。側板を発

泡ウレタンで固めて取り上げようとした

が困難を窮める。

15日　発掘現場の移動に伴い，プレハブ事務所

の引越し。2階は土足厳禁となる。

23日　S23の柱列SAOlを精査。柵列を考える

が東への伸びが不明。

25日　柱列の再精査をほぼ終了。

7月1日　N23，S22・21壁面写真終了後実測には

いる。

9日　S17第4層中より輸入青白磁出土。本日

をもって21～25区の調査を終了する。

13日15～20区が前日の雨で冠水状態。いつも

ながら排水作業に手間取り，予定作業の

消化に苦しむ。

22日　S18を精査。SDO2発掘開始。

27日　S17，16では多数の溝が認められるが，

切り合い関係に鮮明さを欠く。

8月4日　高松市教育委員会主催「母と子の文化財

教室」で，小学生達70名が見学に来る。

無邪気な質問に調査員の顔が思わずほこ

ろぶ。

S21～25の埋め戻し開始。

7日　N21，22の表土を除去。S区同様遺構は

少ない。S16遺構発掘開始。

」去月作業員盆休みのため，野外作業中止。

17日　S18土坑発掘。ほとんどが無遺物。

18日　S17－SD02の土器出土状態実測開始。

S16全景写真撮影。

20日　N20調査開始。第4層を削平する。S16

平面実測，レベル測定終了。

27日　N21，22土層写真，実測終了。S18全域

の精査終了。

9月2日　以前に取り上げたS24－SXO4出土の木
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製桶の保存状態が良くないため，解体し

て水槽内で保存することに決定，本日よ

り少数で作業にかかる。

14日　S16，17間の畦除去作業終了。S17精査。

17日　S15全景写真，平面実測終了。

29日　S17土坑発掘開始。室内では，水洗い終

了分の遺物仕訳，整理作業を継続する。

10月2日　S17土坑発掘完了。2間×1間の建物遺

構確認（S17－SBOl）。写真終了後，平

面実測に取りかかる。

5日　S15，16，21，22埋め戻し開始。

7日　N17表土除去開始。N16，20表土除去終

了。

16日　N20第6層の除去を継続。輸入青白磁を

伴う包含層である。

19日　N20素掘溝の発掘開始。N16－SBOlを

確認。

20日　N20東側に焼土坑を三基検出。上面は削

平されている。

27日　N17第5層除去後精査。中央を南北に貫

く溝1条が明確にみえる。（N17－SD

19）

11月4日　N18遺構発掘完了。

12日　N17－STOlの鉄剣を抱いた人骨の発掘，

写真終了。

14日　N17－STOlを取りはずす作業。周囲に

溝を掘り，発泡ウレタンを流し込む。土

が固く，切り離し作業は難航する。

17日　N20で囲模する溝の両辺内側にピット列

を確認。周溝に囲まれた2間×1間の建

物と考えられる。（N20－SBOl）

12月1日　N20地山（暗紫色粘土層）まで下げる。

土坑内より十瓶山式賓片を検出。

5日　N20遺構完掘清掃後，全景写真撮影。

9日　N20平面実測継続。最後まで残しておい

た焼土坑の取りはずし作業にかかる。

本日より，調査員B，32号線バイパス建

設に伴う農道整備工事脇の小さな塚（後

ー7－

に「下所塚」と呼称）の調査に出向く。

12日　快晴，風強し。本日をもって，現場作業

全て終了。「下所塚」は，ほとんど破壊さ

れており，遺物は土師器細片と打製石鉄

1点のみ。

17日　「下所塚」完掘後，寒風のなかで平面実

測，地形測量完了。事務所内では大量に

出土した遺物の山を前に，土器洗浄に励

む。併行して遺構トレース（縮尺1／40）

開始。

26日　土器洗浄，全体図トレース，写真整理等

報告書作成前段階の仕事に明け暮れて，

1981年の作業時間を完全消化。

1982年

1月5日　現場事務所にて整理作業再開。

9日　土器洗浄，大部分終了。

11日　本日より本格的な復原作業開始。併行し

て主な遺物の注記も行う。狭い事務所内

は足の踏み場もない。S17，S16にまた

がるSD02は遺物が多い割には復原可能

な個体が少なく四苦八苦。

25日　N2－STOl，N17－STOl，S31－S

TOlの人骨鑑定を京都大学理学部人類学

教室に依頼。保存が悪いため調査員Bが

付き添う。

29日　2月を目前にして，調査員全員に焦りの

表情。接合復原作業をきりあげ，彪大な

遺物の図化作業にとりかかる。N23－S

KOlの遺物については，昨年の整理で終

了。

2月6日　資料の図化作業継続。瓦，要等の拓本，

遺物の石膏復原も併行して進める。

22日　遺物のトレース，レイアウト，土器観察

表作成等各々の作業を継続。

27日　石膏復原を継続しながら遺物写真の撮影

にとりかかる。



3月2日　昨日来，夜を徹して行われた写真撮影，

やっと終了。

4日　〆切を目前に連日の徹夜作業で報告書用

図版のレイアウトを行う。原稿完成に全

力をあげる。

15日　調査事務所の撤収の準備を継続。

18日　調査事務所の撤収を開始。

25日　調査事務所の撤収を完了。3年度にわた

る現地調査を終了。
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第2章　山原地区の調査

第1節　調査の概要

標高216mの十瓶山より，南に向ってゆるやかに下ってくる緩傾斜地を調査対象地としてい

る。傾斜地を標高45m前後の高さで横断して調査したことになる。調査前の状況は，水田化さ

れており，北から南に向って各水田は，いくらかの高低差をもっている。昭和55年度に，山原

地区の一部（14区と15区の一部）の調査を実施したが，今年度は15区の残りの部分より25区ま

でを調査した。

検出した遺構は，建物跡，柵列状遺構，溝状遺構，土坑・土墳墓，ピットなどである。

遺構は，現在の表土下約30～80cmで認められ，地山面に穿っている。土層観察で確認したが，

調査地は数回の削平をうけているにもかかわらず，遺構・遺物の遺存状況は比較的良好であっ

た。検出した各遺構の時期は，23～25区では近世のものも見られるが，そのほかの地区では平

安時代後期より鎌倉時代の中で考えられるものである。

建物遺構は5棟を検出したが，いずれも掘立柱建物遺構である。1間×2間のもの4棟，1

間×5間のもの1棟である。そのうち，1間×2間の建物遺構は各2棟づつが近接して建てら

れており，さらに幅約50cmの素掘り溝がその周囲をとりかこむ。今後の類例の増加を待ちたい

が，雨落ち溝のようなものと思われる。東西棟は4棟，南北棟は1棟であり，昨年度までに検

出している建物遺構が，やはり東西あるいは南北をほぼ指向するのと同じ傾向を示している。

人骨を遺存する土墳墓を検出した。頭を北に向けて埋葬されており，左腕で鉄刀を抱きかか

えている。土師器杯を副葬していた。そのほか，鉄刀や漆器と思われる破片を出土した土坑も

あり，土墳墓と考えられる遺構は数基が分散して位置し，集中する傾向はみられない。

19・20区を中心として，複雑に切り合う土坑群を検出した。それぞれの土坑は，直径50～200

cm程で，深さは100cm以内である。穿たれているのは暗紫色の粘土の地山土であり，土坑の中に

はその壁をえぐるように掘り込んでいるものも認められる。このような状態で土坑の集中する

部分は，西村遺跡の発掘調査中に数ヶ所で認められた。そして，そのほとんどが，この19・20

区の土坑群と同じように地山土である暗紫色の粘土層に掘り込まれたものであり，良好な遺物

を出土するものは少ない。それらの状況と，西村遺跡が窯業活動を行っていた地域であること

を考え合わせれば，土坑群は土器製作にともなう粘土採掘坑の可能性もある。

今年度の調査で出土した遺物は，その大半が土師器・瓦質土器であり，須恵器や瓦は極めて

微量である。掘立柱建物遺構の周辺から，輸入青磁・白磁片が出土している。また，遺構より

遊離した遺物であるが，旧石器時代より弥生時代にいたる石器を検出している（第4・5図）。
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1　N24　　　　　　6　S17－第4層
2　表採　　　　　　7　N20－第6層

3　N24－第4層　　8　S17－遺構面
4　S25－第3層　　9　S19－第7層
5　S17－SDO4

第4図　山原地区出土石器実測図（1）
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第5図　山原地区出土石器実測図（2）
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第2節　土　　層　　序

山原地区は，十瓶山より南に向って下ってくる洪積台地である。その東西幅は約200mであ

る。今回の調査は，北より南に向って下る緩やかな傾斜地を，東西に横断して発掘するように

なるが，標高は西端で約44m，東端で約45mをはかり，なだらかに東に上っている。調査地の

南と東西は綾川に注ぎ込む小河川の御寺川が流れているが，この周辺には幾本もの旧河道があ

ると思われる。調査によって検出した地山面にも大きく弧を描いて砂層が認められることもあ

る。調査前のこの周辺は多少の高低差をもつ階段状の水田に開墾されていた。

土層序は，第1層一暗灰色粘質土層，第2層一茶褐色粘質土層，第3層一灰茶褐色粘質土層，

第4層一茶灰褐色粘質土層，第5層一淡明茶褐色粘質土層，第6層一黄茶褐色粘質土層，第7

層一暗紫色粘土層となっている。第1・2層は現在の水田にともなう耕作土，床土層である。

第6層，および第7層は，地山である。第5層は，昨年度までの調査でも各所で認められた，

厚さ5・Ocm程度の非常にしまった粘質土層であり，旧水田の床土層と考えられる。これらの堆積

状況は，土層名の呼称は異なるが，昨年度の西村北地区の調査で確認した堆積状態と，類似す

るものであり，西村北地区より山原地区の東西約500mの範囲の同一性が認められる。前述した

ように，第5層の淡明茶褐色粘質土層は旧水田にともなう床土層と考えられ，それを除去した

段階で，遺構面である地山を検出した。

第5層より上層は重機によって除去した。そのため，第5層までの状況を充分に把握したと

は言い難いが，表土より人力で精査した範囲の調査結果では，ほとんど遺構は認められず，第

4層までは近世の遺物を含んでいる。

24・25区で比較的大規模な客土層が認められた。24区より25区に向って地山面がなだらかな

傾斜を呈しているが，その上面に黄色土を中心とした不安定な土層が認められる。包含してい

た遺物は近世のものがみられ，やはり，ある時期における耕地化にともなう客土層と考えるべ

きであろう。

昨年度の調査で黄褐色粘質土層にともなう遺構を第1遺構面，白灰褐色土層にともなう遺構

を第2遺構面と呼称し，2枚の遺構面があると報告した。今回の調査の結果，遺構はいずれも

上層の黄褐色粘質土層に相当する黄茶褐色粘質土層より穿たれたものと考えるべきであると判

断するにいたった。訂正する。しかしながら，遺構はその埋土や遺物などから，大きく2時期

に分かれると考えられる。第5層で認められる水田化にともなう開墾事業の結果，遺構面の上

部が削平され，2時期の遺構が同一遺構面で検出できる状態になったのであろう。

なお，15ふ18区，19・20区，21・22区，23～25区はそれぞれ段差をもって位置しており，細

部において土層は大きく異なる。例えば，15～18区は黄茶褐色粘質土層を遺構面とするが，19・

20区ではこの土層が見られず，暗紫色粘土層を遺構面とする。21・22区は大きく撹乱されてお

り，少数の遺構，少量の遺物を除いては全く検出できなかった。前記の土層がかわると思われ

る部分は，用水路や生活道路となっているために調査を行えなかった。
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第3節　遺 構

1　掘立柱建物遺構と柵列状遺構

掘立柱建物遺構として確認したものは，5棟である。西からS16－SBOl，S17－SBOl，

N20－SBOl，N20－SBO2，N23－SBOlと呼称した。16区より20区で検出した建物遺構は，

いずれも1間×2間の規模で，N20－SB02を除く3棟は主軸がほぼ東西をさしている。N20－

SB02のみ南北棟である。

これら4棟を特徴づけるのは，いずれの建物遺構にも周溝と思われる溝がまわりをとり囲ん

でいることである。

N23－SBOlは，1間×5間の規模をもつ比較的大きな東西棟である。この建物遺構の周辺

には，一列に並ぶピット列があるが，いずれも調査対象地の南北両端で検出し，今回調査でき

なかったためピット列に建物遺構の可能性は残るが，棟列状の遺構と考えておく。

以下，各建物遺構について述べていくことにする。

（1）S16－SBOl　（第10図）

S16・S17にまたがって柱穴をもつ建物遺

構である。1間×2間で主軸がN－780－Wを

さす。各柱穴の埋土は黒褐色粘質土で同一で

ある。遺構上面は削平されていると思われ，

柱穴の深さは約18cm～20cmである。柱間距離

は梁部約330cm，桁部約240cmと270cmで比較的

安定している。S16－SDO2・04・05がまわ

りをとり囲む状態になっている。

（2）S17－S BOl（図版第14－1，第11図）

三滝土思べ±ゞ通式忘∑土ここ畏ヾ遥這注

『
i

44

S16－SBOlの東，約2mのところに位置　　第10図　S16－SBOl実測図」⊥」1l一」m

L，1間×2間の規模で主軸がN－850－Wをさす東西棟。梁部の柱間距離は約420cm，桁部は約

250cmと約270cmである。いずれの柱穴にも根石および柱根はなかったが，遺物は出土している。

柱穴1（S17－P68）から比較的良好な状態で土師器小皿2点，瓦質土器椀3点が，柱穴6（S

17－Plll）からは完形の瓦質土器皿が，柱穴2・3・4・5からは土師器，瓦質土器の破片が

出土している。

また，大量の遺物が出土しているS17－SD06が北に，SD04が南に，SDll・12が東に位

置している。柱穴5はS17－SK20を，柱穴6はS17－SK18を破壊して掘られている。

なお，この建物遺構との関係は不明であるが，北東へ約10．5m離れた場所に焼土坑がある。

－17－



直径約80cm，深さ約32cmの円形の土坑（S

17－SKO3）が，長径約140cm・短径約42cm，

深さ約10cmの長円形の土坑（S17－SKO4）

を破壊した状況で検出した。円形土坑の埋

土は2層に分けられ，上層は焼土，下層は

炭層となっている。長円形の土坑の埋土は

1層であり，炭層であった。2基の土坑が

切り合っている状態を呈するが，本来1基

のかまど状の遺構であったと思われる。上

部は削平されている。このような状態の焼

土坑は，54年度調査で3基，55年度調査で

3基を確認している。

（3）N20－SBOl（図版第14，第12図）

1間×2間の東西棟。主軸はN－830－E

をさす。梁部の柱間距離は約340cm，桁部は

約250cmと約280cmである。柱穴1（N20－

PO7）には根石が認められる。遺物は柱穴

1・3（N20－P41）・5（N20－PO2）・

6（N20－PO6）から出土しているが，柱

穴5の須恵器婆の破片以外はいずれも土師

器，瓦質土器の破片・細片である。まわり

には，周溝と思われる溝N20－SD06が北

に，SDOlが東に，南にはSDO2，西には

SD07がとり囲んでいる。

（4）N20－SBO2（図版第14，第13図）

N20－SDOl如まさむようにSBOlよ

り東へ4mの位置にあり，1間×2間の

南北棟で主軸はN－40－Wをさす。今年

度調査で検出した南北棟はこの1棟のみ

である。梁部の柱間距離は約390cm，桁部

は約300cmと330cmである。柱穴4には根

石が認められ，柱穴5（N20－P47）・6

（N20－PlO）からは遺物が出土してい

る。柱穴5からは土師器小皿が2点出土

しているものの，柱穴6は土師器と瓦質

笥

笥
」」⊥」＿＿　　l　⊥m

第12図　N20－SBOl

＼　＼　　　　＼
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土器の破片のみである。

この建物遺構も溝に囲まれており，東にSDO4，南にSDO3，西にSDOlが位置している。

また，焼土坑のN20－FPOl・02・03・04がこの建物遺構の東辺部に位置する。

（5）N23－SBOl（図版第15－1，第14図）

1間×5間の東西棟である0表土下20cmで検出した。削平をうけたと思われ，12本の柱穴は

いずれも浅い。柱穴2は，砂質土に掘り込まれていたために，雨によって崩壊した。柱穴5（N

23－P26）は，若干北側によっている。柱間は，梁部5m・桁部2．2mをはかる。柱穴7・8に

は，根石が認められ，柱穴10・12には詰め石と考えられる石がある。遺物は，柱穴1（N23－

P37）・3（N23－P20）・4（N23－P25）・5・6（N23－PO5）・9（N23－P27）・11（N

23－P32）より検出したが，いずれも土師器細片で少量であったため，時期決定は困難と思わ

れる。この建物遺構にともなうと思われる施設は認められない。

。、田　　　　　　　田田口　　予田、Jd言H団田油田田　S

㊤一一一一一、－1◎

l8　　　9

◎－1－㊤…　　◎－
10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　1り

◎一一1－‥一・一－くつ

＼ヽ、　　　　　　＼、ヽ

第14図　N23－SBOl実測図　　　L－11：」m

（6）N23－SAOl　（図版第15－1，第15図）

N23－SBOlの北側に位置し，7．5　⑳

mの東西棟を検出した。柱穴は5本－

あり，いずれも浅く柱間は2～2．3m

をはかる。柱穴1は，N23－SBOl 」」⊥⊥⊥＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」n

第15回　N23－SAOl実測図

柱穴1によって切られている。柱穴1よりN23－SBOlに対して約5度の角度をもち，北西方

向に広がっている。柱穴1には詰め石，柱穴3（N23－P33）からは根石が検出された。遺物

は，柱穴2（N23－P36）・3・4（N23－P29）・5（N23qP28）より検出したが，いずれ

も土師器細片であり少量であった。

N23－SAOlは，調査区北辺に位置しているために，調査区外に遺構の広がりも考えられ，

棟列の延長とともに，建物遺構となる可能性が残る。

－19－



（7）S23－SAOl（図版第15，第16図）　◎
4

S23区南辺に位置し，6．5m東西柵を検出し＿

た。柱穴は4本あり，柱間は2～2．2mをはか

る。深さ40～50cmあり，N23．－SAOl・SB

Olよりいくらか大きい柱穴である。柱穴2・

3より詰め石が検出された。遺物は，柱穴1

が，いずれも土師器細片であり少量であった。

（8）S23－SAO2（図版第1年，第17図）

S23－SAOlに対して，ほぼ直線的に並ぶ

6．2mの東西棟を検出した。柱穴は4本あり柱

間は1．9～2．2mをはかる。柱穴1は，S24区

に延びている。根石・遺物等の検出はなかっ

た。

」⊥⊥」＿」⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」．T．

第16図　S23－SAOl実測図

（S23－P21）・4（S23－P14）より検出された

111－111　　】m

第17図　S23－SAO2実測図

S23－SAOl・02はともに，調査区南端に位置しており，N23－SAOlと同じように建物遺

構であった可能性を残している。

S23－SAOl・02は，ほぼ直線的な棟列であり，同一柵列と考えることもできる。同一柵と

すれば柱間1～2・8mとなり，いくらか線上より外れる柱穴もあるが，柵列が西に延び，新たに

柵列の柱穴と考えられるピットもあり，その場合全長13．6mの棟列となるが，柱間距離の不均

衡，柱穴のずれから，二つの棟列と分けて考えた。

2　古代・中世の溝

今回の調査で明確に把握でき，検出した溝は20溝近くになる。いずれも遺物を多量に含んで

おり，方向はほぼ東西か南北をさしている。

特に，S16－SBOlを囲むような形でS16－SDO2・04・05，S17－SD04が，S17－SB

Olについては，S17－SDO4・06・11がとり囲んでおり，周溝としての意味合いが考えられる。

さらに明確な形を示すのは，N20の溝である。N20－SBOlはN20－SDOl・02・06・07が

とり囲み，N20－SB02はN20－SDOl・03・04がとり囲む。いずれの溝からも大量の遣物が

出土している。（本来，囲模する溝であるから溝番号を統一するべきであるが，出土遺物を細別

するため，各辺の溝に番号をつけた。）

（1）S16－S DO2・04・05

S16－SBOlをとり囲むように検出した。SD02は，東西に長く伸びた溝であり，その西端

は昨年度のN14区の調査で検出している。幅は約120cm，深さは約20cmをはかる。SD04は，S

D02より南に曲った分流であり，SD02とほぼ同規模を呈す。SD05は，ほかの2溝に比較す

れば，規模は極端に小さく，幅約30cm，深さ約10cmである。これらが，S16－SBOlをとり囲

む周溝であるならば，南北約470cm，東西約700cmの周溝となる。

－20－



（2）S17－SDO2・04・06・11（図版第17－3，第18図）

S17－SBOlをとり囲むように検出した。SD02は，S16－SD02の延長の溝であり，四角

形に囲模する西辺である。SD04は，その流れの中で東に屈曲した溝であり南辺にあたる。S

D06は，SD04と同じくSD02の分流であり北辺にあたる。SD06と呼称したこの部分には，

多量に土器が含まれている（第18図）。これらは，幅約100cm，深さ約20cmをはかる。東辺にあ

たるSDllは，ほかの溝と比較すれば小規模なものであり，幅約40cm，深さ約20cmである。S

17－SBOlをとり囲む周溝であるならば，南北約550cm，東西約660cmの周溝となる。

第18図　S17－SDO6遺物出土状態実測図

（3）N20－S DOl・02・06

N20－SBOlをとり囲むように検出した。SD02は四角形に囲擁する溝の両辺にあたる。二

段に落ち込む。幅約100cm，深さ約25cmをはかる。SD06は北辺にあたる。北岸がやや不定形で

あるが，幅約80cm，深さ約20cmである。東端を検出した状態ではSDOlと合流しない。SDOl

は東辺にあたる。幅約80cm，深さ約25cmをはかる。N20－SBOlをとり囲む周溝であるならば，

南北約520cm，東西約790cmの周溝となる。

（4）N20－SDOl・03・04・05

N20－SB02をとり囲むように検出した。SDOlはN20－SBOlをとり囲む溝と同じもので

ある。SD03は幅約70cm，深さ約25cmをはかる。SDO4・05は，本来同一の溝であり，05から

04に向って二段になる。上端幅約150cm，深さ約30cmをはかる。これらは，二段になる溝を除け

ば，いずれもゆるやかに落ち込む

U字形を呈する溝である。N20－

SB02をとり囲む周溝であるなら

ば，東西約670cmをはかる。北辺に

相当する溝は調査区外になるため，

検出できなかった。

（5）N20素掘り溝（第19図）

N20において，遺物包含層であ

∴
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第19図　N20素掘り溝実測図



る暗褐色粘質土層（第6層）を除去した段階で地山面に検出した遺構である。東西方向に穿た

れているのもあるが，ほとんどは南北に走っている。長さは一定していない。深さは約1～3

cmぐらいで非常に浅く，ほぼ一定である。

3　土　　　　　坑

（1）15～19W区の土坑

15～19W区で検出した土坑は約650基を数える。これらの土坑は，いずれも地山面より検出し

ているが，その深さは10～20cm程度のものである。遺構面の上面が削平されていると考えられ

る。これらの土坑は，その出土遺物によって大きく二時期に分けられる。

‾つは，S16－1SK18，S17－SK17，S17－SK40，S18－SK03などのように，比較的

古い土師器，黒色土器を出土する土坑であり，おおむね土坑埋土は黄灰色粘質土である。

もう一つは，土師器，瓦質土器を中心に出土する土坑である。暗茶褐色粘質土を埋土とする

ことが多い。　　　　　　　　　　　　　　誓96

たとえば，S16－S K

15・16・18は，S16の南東

部に位置する土坑で，4基

の遺構が切り合った状態で

検出できた。各土坑とも深

さが10～15cmと浅いが，第

5層までの水田耕作にとも

なう客土・削平を考えると，

遺構面上部が削平された可

能性がある。各土坑の切り

合いと，少量ではあるが出

土した遺物によって時期差

が認められる。

SK18は，南側をSK16，

東側をSK15に破壊されて

いる。切り合い関係から，最も古く考えられる○出土遺物としては，土師器，須恵器がある。

SK16は，SK18を破壊し，SK15に破壊されている。短径約100cm，長径がおそらく180cm

前後となる長円形の土坑で，深さは約10cmである○土師器，瓦質土器，須恵器が出土している。

SK15は，SK16，18の両方を破壊しており，3基の中では最も新しい。80cmX190cm，深さ

12cmの方形の土坑で，焼土と窯壁と考えられるものが土坑全体に散在しており，瓦質土器，須

恵器，瓦などが出土している。しかし，土坑壁面は焼けた痕跡はなく，混在する土器も熱によ

る変化は受けていない。これらの焼土と窯壁と考えられるものは土器の破片ともども投げこま
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れたものであろう（第20図）。

（2）19E・20区土坑群

S19E・S20・N20区にまたがって検出された土坑群である。土坑規模は，直径約60～200

cm，深さ約30～100cmで，相互が複雑に切り合っている。ちなみにS19E・S20区での平面図，

S20

第21図　S19E・20土坑群実測図

東西断面図をつくると第21図のようになる。かなりの深さをもつ土坑がそれぞれ切り合うよう

な形で連なっているのがわかる。いずれも垂直に近い角度で落ち込み，底にいたる形を呈して

おり，なかには，土坑壁をえぐるように掘り窪めているものもある。全体的に出土遺物は少な

く，遺物を全く含まない土坑が数多くある。

（3）N20－SKOl・02・03　（図版第16－1，第22図）

暗褐色粘質土の遺物包含層を除去した段階で大量の土器

をともなって検出した土坑である。切り合い関係から，S

KO3・02・01の順で古い。いずれも長円形を示し，深さは

約10～15cmである。SKOlは，長径約45cm，短径35cm，S

K02は，長径約80cm，短径約50cm，SK03は長径約90cm，

短径約75cmである。

3つの土坑からは大量の小皿が出土しているが，瓦質土

器小皿の数点を除いては土師器小皿である。そのほか，瓦

質土器椀，土師器杯が出土している。

（4）S19EqS K20

171－－－－－　　1。

第22図　N20－SKOl・02・03

遺物出土状態実測図

S19E区西壁際で検出した。完掘できなかったが，土師器杯を約50点，集中して検出した。

ほかに土師器小皿が数点，瓦質土器椀を1点検出している。
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（5）S20－SK37

長径約138cm，短径約100cm，

深さ約30cmの長円形の土坑で，

土師器小皿・杯・片口鉢，瓦賢

土器椀などが出土している。

（6）N20－SK23（第23図）

直径約180cmの三角形状の円

形を呈し，深さは約35cmである。

N20区北壁際で検出した。土坑

の北半分より，瓦質土器大要の

破片20数個が外面を上向きにし

て出土した（破片2個が内面上

向き）。埋土は灰褐色粘質土であ

った。

なお，N20－SK127がSK23

に切られているが，そこから土

師器椀1点が出土している。

（7）N23－SKOl　（図版

第16－2，第24図）

ー1
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第23図　N20－SK23実測図

N23区の西端で，N23－SBOlに隣接して検出した○直径約120cm，深さ約50cmのほぼ円形を

呈している。掘り方と同じレベルから遺物が見え始め，30cm余の厚さでぎっしり埋まっている

（第24図－1）。瓦質土器，土師器の椀・杯を・主体とした遺物包含層中には，10cm内外の河原

はノ暗茶褐色砂質土層の一層に限られ，上層から出

第24図　N23－SKOl実測図
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土したものと下層から出土したものが同一個体であったりする状況等から，短期間のうちにま

とめて遺棄されたものと考えられる。なお，多量の遺物中には完形品は1点もみられず，大半

が小破片であった。遺物包含層の下には，土坑中央から南に片寄った地点で，東西約26cm，南

北約40cmの狭い範囲に灰層が認められた。この灰層は深いところで6cmを計り，炭化していな

い木質小片を含んでいる。

最下層は良質の粘質土層で，上層には多数の植物遺体を含有していた。’これらの植物遺体は，

ほとんどが本来の姿で出土したが，炭化米をはじめ，一部の種子が炭化している。また，土坑

底部よりへラ状に加工された竹製品を一点のみ検出した。

土坑の北側に片寄った部分には，大きな河原石（3個の花尚岩を含むが，他は安山岩）が10

数個あった（第24図－2）。また，破損した石臼が土坑底部に接して1点出土した。これらは火

を受けた痕跡もなく，単に廃棄されたものと考えられる。なお，南側の楕円形ピットは，当土

坑より後世のものであり，関連性はないものと思われる。

4　土　　墳　　墓

明確な形で人骨が遺存したものを1基，土壌墓の可能性があるものを2基検出した。順次述

べていくことにする。

（1）N17－STOl　（図版第18，第25図）

N17区の西よりの中央部で検出した。南北約173cm，東西約61cmで主軸はほぼ南北をさし，深

さは約25cmで垂直に近い掘り方をもつ。人骨は頭骨・大腿骨・下腿骨が遺存しており，頭部を

北に置いて顔を西に向けている。伸展葬と考えられる。

土師器杯と瓦質土器椀が各1点出土している。土師器杯は土壌の南部，大腿骨と土壌両辺の

間で検出した。床面より約5cmうき上った状態で上を向けてあった。瓦質土器椀は上層から出

土しており，混入の可能性もある。埋土は5層に区分できる。
＞
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞

「≡

第25図　N17－STOl土墳墓実測図　I．ll］Il lm．
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（2）SlトSK201（図版第19図－1・2）

N17－STOlより南東約10mのところで検出した。南北約147cm，東西約70cm，深さ約30cmの

土坑である。最下部に，拳大以上の大きさの河原石を敷きつめて床面をつくっている。昭和54

年度に全域に実施した試掘調査で南半分が発掘されていたが，今回残りの北半分を発掘した。

埋土は3層に区分できるが，基本的には茶灰色粘質土である○床面に敷かれた石の上面に接

して厚さ約5cmの炭層が認められた。

土師器小皿，瓦質土器椀・鉢が出土している。

土墳墓と確定できないが，

一応その可能性の強いものと

しておく。

（3）S15－SK201（図

版第19－3，第26図）

S15とS16間の畦部にあた

り，畦を人力で除去する時に

検出した。地山面に掘り込ま

れており，112cmX88cmの方形

に近い土坑である。深さは現

状で約10cmであった。上部は

削平されたものと思われる。

床面より鉄刀と漆の細片（ア

ミ部）が出土したが，土器類

は出土しなかった。この土坑

もS17－SK201と同じく土

0　　　　　　　　　　　　　　1
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第26図　S15－SK201実測図

墳墓と確定しえないが，その可能性が強いものであろう。

5　その他の遺構

15区～20区で古代より中世にいたる多数の遺構を検軋。＿

した。しかし，21・22区は削平をうけており，少数の溝・

ピットを除いては，ほとんど遺構を検出できなかった。

23区～25区は，東の谷部に向う傾斜地であり数回の削平

と客土を受けている。N・S24－SDOl西側にみられた
0　－

］

客土が古い客土層であり，客土後N・S24，S25－SD E棚

01が掘られ，続いてSX土坑群が形成された。その後，L」Hl　＿＿A

N24南東部・S24東半分が削平を受けたと考えられる。　　第27図　N24客土範囲実測図
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この削平後，客土が行なわれ現在の水田が造られた。これらの削平・客土は，近世後半の比較

的短期間で行なわれた。この削平・客土はN・S23においてはみることができない。
（1）N24－SXOl土坑

N24区北西隅に位置し，上部は削平を受けたのか，直径約70cm，深さ4～12cmの土坑である。

土坑底部には，木製の桶底が残っていた。遺物は出土しなかった。

（2）S24－SXOl土坑（図版第20図－3）

S24区西中央部に位置し，直径約100cm，深さ約40cmの土坑である。土坑底部より木製の桶の

破片が検出された。遺物は，土師器と須恵器の細片が少量と，古銭が一枚出土した。なお，古

銭は非常に腐食が激しいため銭種は判別できない。

（3）S24－SXO2土坑

S24－SXOlの東1・4mに位置する。直径約100cm，深さ約50cmで，SXOlと同規模の土坑で

ある。遺物は検出できなかった。

（4）S24－SXO3土坑

S24－SX02の東側に近接して位置する。直径約130cm，深さ50cmの土坑であり，S24－SX

Ol・02より若干規模が大きい。土坑底部より木片数点が出土した。S2仁SXOlや後述するS

X04にみられるような桶が存在していた可能性が考えられる。遺物は，土師器，須恵器，瓦細
片を検出した。

（5）S24－SXO4（図版第20－2，第28図）

S24－SXOl・02の南3mに位置し，直径約130

cm，深さ約60cmの土坑であり，内部に底部直径73

cm，側板残高45cmの木製の桶が据え置かれていた。

遺物は，土師器細片少量と磁器皿1点を検出した。

（6）S24－SXO5土坑

S24中央部を南北に貫くSDOlの東側に位置し，

直径約110cm，深さ約20cmの土坑である。遺物は，

土師器・須恵器細片を少量検出した。

（7）S24－SXO6土坑

S24－SXO5南西に近接して位置する。直径約

120cm，深さ約30cmの土坑である。底部には，直径

60cm，幅10cmの浅い溝状の窪みが検出できたが，

木片は出土しなかった。この窪みは桶状の容器の

側板がつくり出したものと考えられる。遺物は，

土師器・須恵器細片とともに磁器椀1点を検出し

た。
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第28図　S24－SXO4土坑実測図



（8）S24－SXO7土坑

S24－SX06の東2mに位置し，直径80～110cm，深さ約10cmの楕円形の土坑である。遺物の

検出はなかった。

SXO5～07が，非常に浅い‾土坑であることから考えて，この地区は，上部に大きい削平を受

けたと思われる。

（9）S24－SXO8土坑

S24を南北に貫くSDOlが，S25に向ってほぼ直角

に曲がる地点の南に位置する。土坑の一部が調査区外

にかかるため，全体の検出はできなかった。直径約140

cm，深さ約50cmの土坑であり，ほかの土坑よりいくら

か大きい。内部に石の散乱がみられ，底部には，S24－

SX06と同様の溝状の窪みを検出した（第29図）。遺物

は，土師器細片・須恵器細片・円盤状土製晶・石臼な

どである。なお微量の骨片があったが，とり上げるこ 第29回　S24－SXO8土坑

とはできなかった。

（10）S24－SXO9土坑

S24区中央部北側に位置し，SDOlを切ってつくられた直径約125cm，深さ約40cmの土坑であ

る。遺物の検出はなかった。

以上の10基の土坑は，その上面が削平されているために深さは不明であるが，直径は110cm前

後を中心としている。S24－SK04は，明確に桶を遺存していた。また，木片を遺存した土坑

もあった。出土する遺物のほとんどが細片であったために土坑の時期を限定することはできな

いが，近世のものと考えるべきであろう。また，桶は座棺の可能性がある。

（11）N・S24，S25－SDOI

N・S24を南北に，S25を東西に流れる溝である。N24北端において南東方向に曲って始ま

り，S24に向って縦走する。S24では若干東に振れながら南走し，南端部で直角に近い角度で

東に折れS25に向う。さらに，S25を東に向って横断し，東端にある谷部に向う落ち込みと交

わって終了する。

溝は，全長44m以上あり，幅は80～200cmをはかる。深さは削平を受けたのか，わずか数cmの

所もあるが，全体としては30cm内外のU字溝である。

N・S24の溝西側において，不定形な厚さ20～40cmの客土層がみられ，滞西岸は，客土層に

掘り込まれていた。客土を取り除くとピット（遺物なし）が検出された。

S25東端には落ち込みが認められ，このSDOlは，落ち込みに流れ込む。また落ち込み内に

は，河原石や石臼・砥石が混じり散乱しており，水田の拡張事業が行なわれたと思われる。

遺物は，土師器羽釜・鍋・すり鉢，磁器椀，砥石，石臼，五輪石（水輪）等が検出された。
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第4節　遺 物

出土遺物の大部分は土器である。土師器，それに今回，瓦質土器として報告するが椀を中心

とした硬質の土器がその大半であり，十瓶山周辺の窯で生産されたと思われる賓を中心とした

大型品の須恵器，それに軟質で大型のいわゆる瓦質土器などが少量出土している。

また量的には少ないが，輸入磁器，瓦，土製品，鉄製品，銭貨なども出土している。

1．土　　　器

（1）土坑・ピット出土の土器

15～19W区までの調査地区は，おおむね標高44mでそゐ遺構面が検出できる。また，遺構が

穿たれている地山土は，黄褐色粘土層である○しかし，19E・20区の遺構は，暗紫色粘土層に掘

り込んで設けられており，遺構面のレベルは，約43・70cmであった。調査地に高低差があり，遺

構の設けられているベース土も異なる○また，同一遺構面で検出した土器も，一括遺物として

検討すれば，その共伴する土器の種類で大きく二時期に分かれると思われ，とくに，土坑出土

遺物に顕著にそれがうかがえる。

15～19W区出土土器　（1）（図版第28・29，第30図1～15，第32図8～13）

土師器，黒色土器はあるが，瓦質土器をともなわないで検出した一括の土器群および，それ

らの土器と形態的に類似するものを抽出した。

S18－SK03は，土師器と黒色土器を出土している。

土師器は皿と杯がある（第30図8～11）。皿は，二形態に分けられる。8は全体的に器壁が薄

く，平底より一気に立ち上り口緑端部にいたる09・10は平底より攣曲しながら立ち上る。器

壁は分厚である。ナデによって調整しているo S17－SK44出土の皿（第30図3）は，9・10

のタイプである。杯は1点を図化した（第30図11）○底径は，約9cmで平底である。明確な稜線

をもって斜めに鋭く立ち上る。口緑部を欠失しており，体郡上半は不明であるが，形態として

はS17‾SK17出土の黒色土器杯（第30図4）に類似するようである。底部と体部は比較的薄

く仕上げているが，底部より体軌こいたる部分はかなり肥厚している。磨耗しているので，細

部の調整は不明であるがナデによって調整されていると思われる。

黒色土器椀は3点を図化した（第30図12～14）○いずれも体郡上半を欠失している。断面三角

形，あるいはそれに近いかたちの貼り付け高台をもつ。体部内面に炭素の吸着が認められ，黒

色土器椀A類の範晴で考えられるものである。体部下半は，強く外に張り出した形態を呈して

いる。西村遺跡出土の黒色土器椀のうち，この12～14のように断面三角形の貼り付け高台をも

つものは，体部下半が比較的外方に強く張り出す傾向がある。
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19E・20区出土土器　（1）（図版第28，第30図16～22）

土師器，黒色土器を出土する。

土師器は，小皿・皿・椀を図化した（第30図18～22）。N20－PlOl出土の小皿は平底より，

やや外反気味に立ち上り，丸くおさめた口緑端部にいたる。立ち上る角度は急傾斜であり，内

底部と体部内面の境には明確に稜線をともなう。磨耗しているが，ナデによって調整している

と思われる。土師器椀は3点を図化したが，同一の形態であり，規模もほぼ同じである。口径

14cm，器高5・4～5．8cmである。やや丸味をおびるが，断面が台形状を呈する貼り付け高台をも

つ。ロクロを使用していると思われるが，体部下半の調整は粗雑であり，特に高台直上周辺は

高台を貼り付けた時に，はみ出たと思われる粘土を指頭で押しつけている。18の休部外面に回

転へラ磨きが認められる。幅0．2～0．4cmのへラ磨きが1cm間隔ほどで施されている。土師器皿

は，やや丸味をもった平底を呈する（第30図19）。形態は，S17－SK44出土の土師器皿に類似

する。磨耗しているため，細部は不明である。

黒色土器椀を1点，図化した（第30図17）。高台は，丸味をもった断面台形状の貼り付け高台

である。体部は内攣しながら立ち上り，口緑部直下でやや窪む。内外面とも磨耗しているが，

体部外面には部分的に回転へラ磨きが認められる。第30図12～14と同じように体部下半の調整

は粗雑である。内面と口緑外周にのみ炭素が吸着しており，黒色土器椀A類の範噂で考えられ

るものであろう。

N20－SKlOl出土の土器は，極めて硬質の瓦質を呈している。器高は，比較的低い。休部

は，内攣しながら立ち上り，口緑部直下で幅0．2cmの凹線状の窪みをもつ。休部外面はナデのの

ち回転へラ磨きで仕上げている。今回の調査で多量に出土している硬質の瓦質土器の範噂で考

えられるものかどうか，判断できない。

15～19W区出土土器　（2）（図版第29，第31図，第32図1～7，第33図）

土師器，黒色土器，瓦質土器を出土する。

土師器は，小皿・杯・椀，それに粗雑なつくりの土鍋などの大型品がある。小皿はS16－S

K16で検出したものに代表される（第31図1～4）。口径7．5cm～8．5cm程で，器高は1．2cm～1．5

cm程度である。平底よりゆるやかに攣曲して体部につづき，外反気味に立ち上って丸くおさめ

た口緑部にいたる。内外面ともヨコナデの調整を施している。図化した小皿のうち，S17－P

lO出土の小皿（第33図23）は，比較的急角度で立ち上り，前述した範噂に入らない可能性もあ

る。土師器杯もS16－SK16出土のものに代表される。口径12cm～14cm，器高3cm～4cm程度

のものである。形態によって分けることができると思われる。底径7cm前後の平底より一気に

斜め方向に立ち上って丸くおさめた口緑端部にいたるもの（第31図5）と，やや丸味をもった

底部より，攣曲して休部にいたり内攣気味に丸くおさめた口緑部にいたるもの（第31図7）と

である。どちらも回転ヨコナデの調整を施している。器高は，5の形態の杯がやや高い。土師

器椀の出土数は少ない。S17－P112出土の椀を図化した。砂粒を混入した粗い胎土を使用し，

淡橙色を呈する傾向がある。器高は一般的に低く，5cm前後である。回転のヨコナデを施した
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のち，回転へラ磨きを施すものと，ヨコナデ調整のみを行うものとがある。高台は貼り付けて

おり，断面三角形を呈するものと，内側がやや肥厚するものとがある。

黒色土器は，皿と杯と椀がある。皿の出土点数は少ない○図化したS17－SK20出土の皿（第

33図4）は，口径9・6cm，器高2・3cmをはかる。丸味をおびた底部より，ゆるやかに攣曲して休

部につづき，一度屈曲するが外反気味に鋭く尖った口緑端部にいたる。休部の内外面が黒灰色

を呈している。磨耗しており，細部の観察は充分にできないが，ロクロを使用していると思わ

れる。体部外面に回転へラ磨きの痕跡が認められる。黒色土器杯もS17－SK20より出土して

いる（第33図5・6）。形態としては，6が一般的であり，出土量は多い。平底より，何本かの

稜線をもって立ち上り，やや尖った口緑部にいたる○器壁は，比較的薄い。口径14cm前後，器

高3・5cm～4・0cmである。磨耗が著しく細部は不明である○胎土は淡黄色を呈するものと，赤褐

色を呈するものがある。黒色土器椀は，S18－PO9出土のものを図化した（第33図11）。15．5～16

cm，器高5・5cm程度のものが多い。比較的小さな高台を貼り付けてつくっている。体部外面には

数本の稜線が認められ，内攣して立ち上り，丸くおさめた口緑部にいたる。胎土は赤褐色を呈

するものが多い。体部外面には，回転へラ磨きが施されているが，内面には不朋リなへラ磨き

を施すものと，ヨコナデで調整するものがある。

瓦質土器は，小皿・皿・椀がある○小皿は極めて焼成がよく須恵質を呈するものS18－P15

出土（第33図16）・S17－SK24出土（第33図21）・S18－SKO4出土（第33図22）と，軟質で

形態もほかの小皿と異なるものS17－P89出土（第33図1）・S17－PO7出土（第33図2）・S

16－P36出土（第33図12・13），それに硬質で後述する瓦質土器椀に類似するものS17－SK20

出土（第33図3）がある。ここではS17－SK20出土の小皿に言及する。器形・法量は，土師

器小皿と類似している。平底より外反しながら立ち上って丸くおさめた口緑部にいたる。外面

はヨコナデ，内面休部にへラ磨きが認められる○焼成・調整とも硬質の瓦質土器椀に類似して

おり，同じ土器の範噂で考えるべきであろう。しかし，出土量は少ない。瓦質土器椀は多数出

土したが，S17qSK19出土のもの（第33図10），S18qP15出土のもの（第33図17）を図化し

た。口径15・0～16・0cm，器高5・0cm程度のものが多い。17は，外に踏み出す断面形を呈する貼り

付け高台をもち，内攣気味に立ち上って口緑部にいたる。′休部外面には，ヨコナデののち，幅

0・5cm以内の回転へラ磨きを，0・5cmほどの間隔で施している○内面は未調整のものもあるが，

一般にその上半部に回転へラ磨きを施すものが多い010は，小さな貼り付け高台をもつ。体部

内面は口緑直下にのみ幅1cm程度のヨコナデを施す。体部外面は粗いナデが認められる。この

形態・調整方法の違いは，時期差によるものであろうと思われるが，類例の増加を待って考え

たい。瓦質土器の杯を1点図化している（第33図26）。しかし，これは，前述した瓦質土器小皿・

椀とは，やや異なった土器と思われ，焼成から見るならば，軟質な小皿としたSl仁P89出土

の小皿などと類似しているように思える。

19E・20区出土土器　（2）（図版第29・30・31，第34・35・36図）

土師器，黒色土器，瓦質土器を中心に出土している。
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土師器は，小皿・杯・椀がある。土師器小皿はN20－SKOl・02・03出土のもの（第34図9

～15，18～20）に代表される。同一遺構面出土の小皿であるが，この三基の土坑は相互に破壊

し合っており，SKOlが最も新しく，ついでSKO2・SK03の順序であった。土坑の切り合い

によって前後関係は認められるが，SKOlの小皿とSK02の小皿は，形態にほとんど変化がな

いようである。しかし，SKO3出土の小皿は平底より急傾斜で立ち上る傾向や，また立ち上る

角度がゆるやかでも，やや丸味をもった底を呈するなどSKOl・02の小皿と異った形態を呈し

ている。さらに，伴出した瓦質土器が比較的古い要素をもっていることも指摘できる。SKOl・

02の土器はSK03より後出するものと思われる○口径は，8．0～8．8cm程度，器高は1．5cm以内を

中心としている。ナデによって調整している。土師器杯は多量に出土しているが，最も一般的

な形態はS19E－SK20出土の杯であろう。そのうち，第35図15は，直径約7cmの平底をもち，

ゆるやかに攣曲しながら体部につづくが，そのまま一気に口緑端部にいたる。口緑部は丸くお

さめている。口径は14～15cmでおさまる。器高は，3・7～4．3cmの範囲が一般的である。ナデに

より調整する。椀の出土は少ないが，N20－SK14出土のものを図化した（第36図3）。口径15．6

cm，器高5・2cmである。口緑部内周の1cm程度と外周の1cm程度を，つまむようにしてナデを施

している。外周は，その幅だけ窪む状態を呈している○体部下半は，明確な調整をしていない。

しかしながら，これは一般的な傾向とは思われず，後述する周辺の溝内出土遺物には回転へラ

磨きを施したもの，ヨコナデを施したものなどがある。

黒色土器は杯が出土している（第34図23，第36図4）○口径は14．0～14．5cm程度であり，器高
°

は3・3～3・6cm程度である。いずれも磨耗しており，細部の観察は不能であるが，体部外面には

回転へラ磨きを施しているようである。N20－SK25出土の杯（第36図4）は，土師器杯にも

ある形態をとっている。

瓦質土器は椀が出土している。今回の調査で最も多量に出土しているのがこの器種の土器で
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ある。時期差によるのであろうか，検出した土器の法量・調整技法が異なる。S20－SK37出

土の椀（第35図7～10）は，口径14・6～15・6cm，器高5．4～5．7cmをはかり，高くてしっかりし

た高台を貼りつけている。胎土の色調はそれぞれ異なるが，これは焼成時における相違と思わ

れる。体部外面はヨコナデののち，回転へラ磨きを施し，内面上半は回転へラ磨き，下半は不

規則なへラ磨きを行なっている。N20－SK17出土の椀（第35図18～21）は，口径14．4～15．0

cm，器高4・5～4・9cmをはかる。貼り付けられた高台は，断面が丸くなっている。この土器群も

胎土の色調が各々異なり，前出のS20－SK37出土椀と同じように焼成時における差異と考え

られる。体部外面には粗い回転ヨコナデは認められるが，へラ磨きは観察できない。内面は，

ほとんど調整を施さない。2基の土坑より一括して出土した土器を代表させて瓦質土器椀の形

態・調整を略述したが，これ以外にもN20－SKO3出土椀（第34図22），N20－SK15出土椀（第

36図2）などがあり，これらは形態的には古いと思われる要素をもっている。

N23‾SKOl出土土器　（図版第31，第38・39・40図）

遺物は，3層に分かれる埋土のうち，第1層に集中していた。

器種構成は，瓦質土器，土師器の椀・杯・小皿を主体とし，土師器すり鉢・鉢・土鍋・壷，

瓦質土器すり鉢・鉢・壷，須恵器賓等の大型器種も少量ながら含まれている。また，竜泉窯系

と考えられる青磁椀の高台部分（第48図4）を1点検出している。

個体数を底部の出土点数でみていくと，瓦質土器では椀が300個体以上を数え，小皿が10数個

体であった。一方，土師器は，杯が250個体以上，小皿が150個体余である。土師器椀として報

告した少量の土器については，後述のように若干問題を残している。遺物は細片が多く，ほと

んどが本来の半分にも復原できなかったり，口緑部の小破片も多量にあることから，実際の個

体数は上にあげた数値を大幅に上回るものと想像される。

土師器小皿は，「く」字形に浅く立ちあがるものが一般的であり，器壁が厚いもの（第38図1

～3），薄いもの（第38図4）の二種類に分けられる。しかし，3のように底部が特に肥厚する

ものもみられるなど，画一化されたものではない。これらの多くは，口径8cm弱～9cm弱のあ

いだに集中する。少数例としては，器壁が厚く，口径の大きい浅いもの（第38図5）が認めら

れる。また，5と同じタイプの皿部に脚が付いていたであろうと思われるもの（第38図6）が，

土坑最上面より，伏せたかたちで出土した。中央が穿孔された特異なものである。土師器杯（第

38図7・8）は，形態の変化に乏しく，内外面とも回転ナデ調整を施している。土師器椀（第

38図9～12・16）は，内面回転ナデ調整後に凹凸を消すように回転へラ磨きを施し，さらに不

定方向のナデによって仕上げているものがみられる。これらは瓦質土器椀と手法，形態が酷似

し，一般的な土師器よりやや硬質のものを含むなど，むしろ瓦質土器椀の範疇で考えるべき要

素が多い。高台は粗雑な貼り付け高台がほとんどであるが，1点だけ断面四角形の丁寧なっく

りのもの（第38図16）がみられる。内外面あるいは片面が黒灰色を呈し，黒色土器の可能性も

考えられる土器（第38図13～15・17～20）が，土師器全体の2％程度含まれている。これらの

土器は，形態・技法ともに変化に富んでおり，直線状の条痕が，底部内面中央を中心に放射状
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に施されたまま残っているもの（第38図20）もある。これは，刷毛目の起点となった工具の端

部が刻まれたものと考えられる。緩い稜をもって外方に張り出した特異な高台を持っている。

瓦質土器小皿の出土は少量である。形態的には，土師器小皿と傾向を異にし，器壁が厚く，

丸味を帯びたもの（第39図4’～7）が多い〇日緑周囲に認められる黒っぼい部分は，内外面に

はっきりみられるもの（第39図2・3・5），外面のみに薄くみられるもの（6・7），全くみ

られないもの（1・4）がある。瓦質土器椀（第39図8～30）は，外面回転ナデ調整，内面回

転ナデ調整後に回転へラ磨き調整，さらに一定方向あるいは不定方向のナデを施すものが多数

を占める。相対的に少数ながら，最終的な仕上げは刷毛目調整によるものもある。高台は，断

面三角形で端部がシャープなもの（10～12），端部が外反ぎみに終わっているもの（18・19），

断面三角形で端部は丸く内攣ぎみのもの（20～24），断面が四角形に近いもの（8・9・25～30）

等に分けられるが，全般的に粗雑なつくりであり，特に形態を意識したものとは考えられない。

口緑をまわる帯状の黒っぼい部分は，大半の土器に観察できるが，内面のみに薄くみられるも

の（15），全くみられないもの（26・28・29）もある。

須恵器椀（第40図7）は，この土坑においては少量であったが出土した。技法・形態ともに

一般的な瓦質土器椀とかわるところがない○これは，さきにあげた土師器椀同様，焼成時にお

ける火回り状態に起因するものと考えられ，偶然須恵器の焼きあがりを呈した可能性がある。

当土坑における椀の器高指数平均値は，土師器29・6（1点のみ），黒色土器の可能性のある土

器29・8（4点の平均値），瓦質土器29・9（12点の平均値），須恵器31．3（1点のみ）と一応安定

した数値を示すが，瓦質土器は25・2～34・7，黒色土器の可能性のある土器は，1点が24．7，他

は30を越すなどの多少のバラつきが認められる。器高指数については昨年度調査の資料検討に

よっても，新しいものほど低くなるという顕著な傾向が示されている。ここでもほぼ安定した

数値をとることや，高台のつくりが不統一ながら，低く極めて雑であるという共通の要素が認

められることから，当遺跡における一連の同器種のなかでも比較的新しいグループに属するも

のと考えられる。

※

土器以外の遺物としては，灰層下の良質な粘質土層（第3層）より，植物遺体各種とへラ状

竹製品（第52図）が出土している。

※　植物遺体は，10種類，計400個余りを検出した。ウリ科に属するものが大半を占め，これ

らはマクワウリ，キュウリの2種類に分類できる。いずれも，現在栽培されているものよ

りは，ひとまわり小さい祖先型とみなされる。野菜類としては他にナスの種子が少量含ま

れていた。また，小梅3個，ユウガオの種子数個と，末同定ではあるが5種類におよぶ雑

草の種子が混入していた。穀物では唯一，ヤポニカ型の稲一粒が出土した。これらの植物

遺体については，香川大学農学部　木暮　秩教授に御教示いただいた。ご多忙のなかを快

くおひきうけくださったことに感謝したい。
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（2）溝状遺構出土土器

S16－SDO2出土土器　（第41図1～5）

土師器，瓦質土器を検出した。

土師器は小皿と杯があり，小皿2点，杯1点を図化した。小皿は二形態あり，器壁が薄く浅

いもの（第41図1）と器壁が厚く深いもの（第41図2）に分けられる。いずれもナデによって

調整している0皿は全体的に丸味をもっており，赤褐色を呈している。底部より休部にいたる

部分には明確な稜線は認められない○器種の内外面に数本の稜線を見る。底部外面には明瞭な

板目状圧痕を残す。（第41図4）

瓦質土器は小皿と椀を図化した。小皿は，軟質のいわゆる瓦質土器の状態を呈している。口

線上端部は，直線状に内傾させておわっている（第41図3）。椀は，硬質の瓦質土器である。休

部外面をナデによって仕上げている。内面は内底部より，休部の上半までを粗い刷毛状の工具

によって調整している。通例の瓦質土器椀には，回転へラ磨きが内外面にみられるが，この土

器にはない。口緑部の内外周は黒色を帯びている（第41図5）。　　　　　　一

′S17－SDO2出土土器　（図版第24，第41図6～12）

土師器と瓦質土器を検出した。

土師器は小皿と杯がある。小皿は，やや攣曲した平底状を呈し，なだらかな曲線を描いて立

ち上り，休部途中より外反し，やや肥厚させた口緑部にいたる。ナデにより調整しているのだ

ろう（第41図6）。杯は，全体的に丸味をおびている。直径8．0cmの丸底より，内攣して立ち上

り，休部上半で外反して口緑にいたる（第41図9）。

瓦質土器は，小皿と椀がある。椀10は焼成が良好な土器であるが，土師器のような赤黄色を

呈している。鈍い断面三角形の貼り付け高台をもち，内攣気味に口緑部にいたっている。本来，

瓦質土器を意図したものが，焼成の段階で，灰色の土器にならなかったものと考えられる。11

は器壁に回転へラ磨きを行なわない。

S17－SDO6出土土器　（図版第24，第41図13～21）

土師器と瓦質土器を検出した。多量の土器を出土している。土師器は，5点を図化した。13・

14は小型晶である。14は小型羽釜に類似した形態を示し，底部外面に煤が付着している。小皿

は比較的深いもの15と，浅いもの16に如ナられる○量的には16の形態をとるものが多い。17は

杯に脚を貼りつけた有脚杯である。類例は少ない。高さ2・5cmの脚は下端に向うに従って外に踏

み出す。形態より見て，底部と休部の間に明確な稜線をもつ杯であろう。

瓦質土器は杯・椀と軟質の瓦質土器鉢・小皿がある。瓦質土器杯19は，現在のところ出土例

が少なく，判断する材料を欠くが椀と同様の調整をしている○休部外面はナデののち，回転へ

ラ磨きを施している。器形は直径約8cmの平底より，明確な稜線をもって鋭く立ち上って口緑

部にいたる。18は椀である。粗雑な貼り付け高台をもっている○器壁内外面には明瞭な調整痕

が認められないが，ナデによって仕上げているようである。内面全体と口緑外周が黒色をおび

ている。軟質の瓦質土器小皿20は胎土が橙黄色を呈している○ナデ痕が認められる。やや深い

ものであり，また15・16の土師器小皿とも形態的に異なる。21は片口を有するこね鉢である。
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N20－SDO6出土土器　（図版第24，第42図1～11）

土師器，黒色土器，瓦質土器を出土している。

土師器には小皿・杯・椀がある。小皿は，二形態に分かれる。1・2は比較的浅く，器壁は

薄い。明確な平底をつくり，やや外反気味に立ち上る。3・4は深く，器壁は分厚である。た

だし，3は淡茶褐色を呈しており，やや焼成がほかの小皿とは違うようである。また，内底中

心が隆起している。底部外面には，ほかの小皿にみられないへラ切り状の条痕をとどめている。

杯は2点を図化した。二形態に分かれる。底部は分厚であるが，体部が薄い5と，全体的に同

じ厚さで口緑端部を丸くおさめる6がある。いずれもナデで調整している。椀は1点図化した。

体部外面はナデののち，回転へラ磨きを行なっている。内面はナデのみの調整である。

黒色土器と考えられるものを1点図化した。8は，口緑部の内外周縁に煤が認められる。色

調は黄橙色を呈している。体部外面には，回転へラ磨きが施されている。内面には，一部へラ

磨きが見られるが明確ではない。現在，この種の土器は少量しかなく比較する対象を欠くが，一

応黒色土器の範晴で考えておきたい。

瓦質土器と考えたものを3点図化した。9は，白灰色を呈している。端部の鋭利な貼り付け

高台をもち，器壁外面をナデののち回転へラ磨きで調整している。内面は，部分的に不規則な

へラ磨きを行なう。乾燥時のひずみであると思われるが，土器の平面観は楕円形を呈している。

10は高台の内側を含めて，器壁全体が黒灰色を呈している。しかし，胎土は白灰色である。器

壁の調整は9と同じく外面をナデののち回転へラ磨きによって調整し，内面に不規則なへラ磨

きを施している。この土器も平面形がひずんでおり，楕円形を呈している。11は，断面が直角

三角形に近いかたちの貼り付け高台をもつ。休部は，ゆるやかに内攣しながら立ち上り，口緑

部にいたり丸くおさめている。体部の全面にナデののち，幅0．4cm程の回転へラ磨きを1cm以内

の間隔でめぐらしている。内面には明瞭な調整痕はないようである。

9～11の3点の土器を瓦質土器として報告したが，通例の硬質な瓦質土器は11のみであり，

9は須恵器に，10はいわゆる瓦器に近い状態を呈している。類例の増加を待って判断したい。

N20－SDO2出土土器　（図版第25，第42図12～19）

土師器，瓦質土器を出土した。

土師器は，小皿と杯がある。小皿は二形態に分かれる。比較的分厚で，深さのあるもの12と

薄手で浅いもの13・14がある。いずれも平底であるが，12は強く外反して口緑部にいたる。14

にくらべて13は，やや口径が小さい。3点ともナデ調整している。なお，13の底部外面には細

かい板目状圧痕が残っている。杯は二形態ある。全体的に分厚く，丸味をおびる16と，平底よ

り鋭く斜め方向に立ち上るもの17がある。両者ともナデによる調整がみられる。

瓦質土器は2点を図化した。器壁外面を回転へラ磨きによって調整している。18の内面には

顕著な調整は認められないが，19の内面には上半部に回転へラ磨きが，下半部には見込み部分

より上半部にいたる縦方向のへラ磨きがある。15は小壷である。胎土は，粗雑であるが堅微に

焼成されており，須恵器のような状態である。

－47－



N20－SDOl出土土器　（図版第25，第42図20～34）

土師器，瓦質土器を出土している。

土師器には，小皿・杯・椀がある。小皿は，その形態が多様である。20は平底に近く，体部

の立ち上りも急角度である。21は，やや丸底気味で直線的に立ち上る。22は平底で，やや丸味

をもって休部にいたり，そのまま直線状に口緑部にいたる023は平底であり，明確に体部との

境をつくり，やや外反するように口緑部にいたる。24・25は浅い。各形態の中で，22・23が多

い。杯は3点を図化した。28は，器壁が分厚である。直径8cmほどの平底より，ゆるやかに休部

にいたり体部下半は，やや内攣気味，上半は外反気味である。内外面ともナデにより調整して

いる。29は直径7cm前後の平底より，明確な稜線をともなって立ち上る。やや外反気味に肥厚

させた口緑端部にいたる。30は，直径8cm程度の平底を呈し，休部の途中まで内攣気味に立ち

上り，口緑部の近くで一度屈接して分厚な口緑部にいたる。29と基本的には同じような形態で

ある。28・29が出土した杯の中で多数を占める○椀31は，比較的器高の低いものである。ナデ

によって調整されていると思われるが明確でない。

瓦質土器椀を3点図化した。32・34は，ほぼ同一の形態をとる。調整は，器壁外面にはナデ

ののち回転へラ磨きを施している。内面は上半部に回転へラ磨きを，また内底部より上半部に

かけては不規則なへラ磨きを行なっている。32は，やや青灰色を呈しており，高台内部は灰白

色である。33の形態・技法は，32・34とほとんどかわらないが，器壁の色が灰白色を呈する。

27の瓦質土器小皿としたものは，器壁内外面の色が黒灰色に混じって黄橙色を呈している。土

師器の中で考える余地があるならば，黒色土器とするべきかもしれない。出土例が少ないため，

今回は瓦質土器として報告しておく。

N20－SDO3出土土器　（図版第26，第43図1～23）

土師器，瓦質土器を中心に検出した。

土師器は，小皿・杯・椀がある。小皿は多数出土したが，おおむね5形態に分けられる。4

は，平底より比較的，鋭角に立ち上る。6・7は，やや丸味をもった平底より外反気味に立ち

上る。5・9は平底より，やや外反気味に立ち上る08は，器壁がやや分厚で，浅い。出土量

では，5の形態が多い。杯は2形態に分かれる。13・14は，口径14cm程であり，一直線に斜め

方向に立ち上り，丸くおさめた口緑部にいたる。15は，平底より丸味をもって体部にいたり，

外反して口緑部にいたる。量は13・14の形態のものが多数を占める。16の椀は器壁外面に，わ

ずかに回転へラ磨きを残す。

17●21の2点を黒色土器の範噂で考えている。いずれも体部外画をナデののち，回転へラ磨

きで調整している。21の内面には，内底部まで不朋Uなへラ磨きがある。21の内外両面および

高台内部には黒色の煤が付着しており，黒色土器B類と呼ぶべきものであろう。17の外面も一

部，高台付近まで煤が付着しているが，大部分は上半部でおわっている。

瓦質土器19は，固く焼きしまった椀である。器壁外面には，幅0・5cmほどの回転へラ磨きを，

1cm間隔程度で逆時計まわりに巡らしている。内面は，その上半部を回転へラ磨き，下半部を
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縦方向の不規則なへラ磨きで調整している020は瓦質土器の色調を呈するが，外面の一部分に，

黒色土器のような状況を示す箇所が認められる。今回は，瓦質土器と考えておきたい。18は内

外両面とも，灰黒色を呈する皿である。胎土に微砂粒を多く含んでいる。全面をナデ調整して

いる。黒色土器の可能性もあるが類例が少ないため不明であり，今回は瓦質土器の範晴で報告

しておく。

N20－SDO5出土土器　　（図版第27，第43図24～27）　　　　　　一

土師器と瓦質土器を中心としている。

土師器小皿は，2形態に分けられる。24は，薄く仕上げられており鋭く見える。

瓦質土器椀27は，焼成が良好で堅微である。杯26は，胎土に微砂粒を含み，N20－SD03の

杯（第43図18）に類似する。硬質の瓦質土器とは，胎土・焼成とも異なるが，良好な類例が少

ないため，今回は瓦質土器として報告しておく。

N20－SDO4出土土器　　（図版第27，第44図1～25）

土師器，瓦質土器，須恵器を検出した。

土師器には，小皿・杯・椀がある。小皿は多数出土しており，そのうち7点を図化したが，

4形態に分かれる。1・2の平底より鋭く立ち上り，体郡上半部で大きく外方に屈折するもの，

3・4のやや丸味をもった平底より，外反しながら立ち上るもの，5・6の休部の外傾が強い

ため，底部が小さく見えるもの，7の扁平なものの4形態である。量的には5・6の形態が多

い。7の形態は少量である。杯は4点を図化した。11・13は，やや上げ底気味の底部をもち，

内攣気味に肥厚した口緑端部にいたる。ナデ調整を行なっている。12は，直径6cm程度の平坦

で明確な底部をもつ。休部は，内攣しながら伸びている。14の形態は類例が少ない。いわゆる

切り高台のような底部をもち，非常に粗雑なつくりをしている。圧倒的に11・13と12の形態が

多数を占めている。土師器椀と考えられるもの1点を図化した（第44図15）。通例の土師器に比

較して，胎土が粗雑で器壁があれている。土師器を意図した土器ではあろうがほかの土師器と

は異なると思える。類似した土器はS20－SDOl出土のもの（第45図12）がある。

瓦質土器は椀を中心に出土している。8点を図化した。そのうち17・18は硬質で灰色を呈し

た土器である。器壁外面には，幅0．3cmほどの逆時計まわりの回転へラ磨き，内面の下半部と見

込みの部分には不規則なへラ磨きを施している。19・20・21は，17・18と同じように器壁外面

に回転へラ磨き，内面の上半部に回転へラ磨き，下半部に不規則なへラ磨きを行なっている。

調整技法上は異ならないと思われるが，部分的に煤の付着が認められる。その範噂では黒色土

器の可能性もあるが，判断する材料に欠ける。22は，一部にへラ磨きのあとを残しているが，

ほとんど調整されていない土器である。胎土は灰白色を呈する。しかし，高台の内側を除いて

は，全て黒灰色を呈している。類例は，N20－SD06にある（第42図10）。23・24は，非常に固

く焼かれた土器である。須恵器のような状態を呈している。貼り付けただけのような粗雑で低

い高台に，分厚な器壁をもち，平面形が楕円形にひずんでいる。いずれにも，へラ磨きは認め

られない。
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第42図　N20－SDO6・02・01出土遺物実測図
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第43図　N20－SDO3・05出土遺物実測図
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通例の瓦質土器と判断できるものは17・18の椀であり，そのほかは黒色土器，須恵器の可能

性があるが，類似が乏しいため即断するのは困難である○瓦質土器小皿を2点図化した。瓦質

土器椀と同じ焼成の土器ゼあり，へラ磨きが認められる。

須恵器小皿は粗いナデによ一って仕上げている。

S20－SDOl出土土器　（図版第28，第45図1～20）

土師器，黒色土器，瓦質土器，須恵器を検出している。

土師器小皿は，3形態に分かれる。1・2・3・4は，平底あるいは，それに近い底部より

明確な稜線をつくってやや外反する休部をもつ05は同形態であるが，器高がやや高い。6は，

直径10cmをこえる大きめのものである。1～4の形態の小皿が大多数である。杯は5点を図化

した。3形態に分かれる。7・8・9は，直径6cm程の平底より少し内攣しながら立ち上って

いる。口緑端部は，やや厚めで丸くおさめている010は，底径が大きい。11は，大きめの平底

をもち，鋭く立ち上って口緑部にいたる○出土量は圧倒的に7～9の形態が多い。椀は1点を

図化した。器高，口径ともに小さな土器である○高台は高く，粗雑な貼り付け高台である。

黒色土器は，13・14・15であるが，13は内面のみ黒色を呈している。体部下半の破片である

ため全体を把握できないが，休部外面の下半は灰白色を呈している。回転へラ磨きを行なって

いる。14・15は，内外両面を黒くいぶすことを意図している。体部外面は逆時計まわりに回転

へラ磨きを施し，内面にも不規則なへラ磨き状の暗文が認められる。

瓦質土器は，椀が出土している。4点を図化した。いずれも，直径の小さな高台をもつ。体

部外面は回転へラ磨き，内面は不規則なへラ磨きを施す。ただし，17の土器は淡黄色を呈して

いる。形態・技法より瓦質土器の焼成不良のものと考えたが，高台の形態や胎土が12の土師器

椀と類似する。そのため，土師器の可能性もある。

（3）土墳墓出土土器

N17－STOl出土土器　（図版第31，第46図2・3）

土墳墓の副葬品として土師器杯を1点，検出している。胎土は赤褐色を呈する。器壁表面は，

濁黄色を呈している。磨耗が著しいが，ナデが部分的にみられる。

墓場の底より20cm上で器壁表面が黒灰色を呈する土器椀を一点，検出した。胎土は白灰色を

呈している。調整痕は認められない。土器の類例としては，N20－SD06で出土したもの（第

42図10）がある。硬質の瓦質土器の範晴では考えられない。

0　　　　　　　5

3　」⊥⊥＿」＿＿⊥」cm

第46図　N17－STOl出土遺物実測図
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S17－SK201出土土器　　（図版第31，第47回）

土師器，瓦質土器を出土した。

土師器は，小皿と杯がある。小皿を3点，図化した。口径8．0cmより8．6cm，器高は1．2cmよ

り1．5cmの範囲である。ひずみのため規模が違うが，おおむね同一タイプである。杯は1点を図

化した。直径7．7cmの明瞭な平底より2本の稜線をもって外反して立ち上る。口縁端部は肥厚す

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

瓦質土器椀を1点図化した。灰色に焼きしまったもので須恵器のようにみえる。口緑外周が

黒色を帯びている。器壁外面は横ナデ，内面は縦方向のナデを残している。

黒灰色を呈する鉢を検出した。焼成が良いために黒色土器のようにみえる。胎土は，土師器

にみられる赤色を呈している。ナデによって調整している。黒色土器の大型品の類例がないた

め，軟質の瓦質土器の範噂で考えておきたい。

∈≡≡∃≡主♂

「．ナ∴

∈≡∃≡≡去ク

＿二二幸二＿l「三二＿‾
第47図　S17－SK201土坑出土遺物実測図

2　輸　入　磁　器

（1）青　　　磁　（図版第32，第48図）

17区を中心とする地区と，20区を中心とする地区で検出した。接合した破片は1片として数

えて，17区を中心とした地区で同安窯系と考えられるもの23片，竜泉窯系と考えられるもの16

片，不明1片であり，また20区を中心とした地区では，同安窯系と考えられるもの31片，竜泉

窯系と考えられるもの5片，不明2片である。皿と椀を出土している。
ヽ

皿　（第48図5～8）

4点出土した。5・6は櫛描き文を施したものであり，文様が少々読みとりにくい。淡灰色の

胎土をもっている。6の粕は光沢を失っている。底部のみ露胎となっている。20区を中心とし

た地区で出土している。同安窯系のものと思われる。7．8は17区で検出している。体部の中位

で屈曲する。7は内底部に削り出しの文様があるが，読みとれない。底部のみ露胎となってい

る。8は休部中位の屈曲する部分までの破片である。下半と底部は露胎となっている。白磁皿

の可能性もあるが，緑色の粕がかかっているため，青磁としておく。

椀　（第48図1～4，9～16）

14～16は，全形がほぼ推定できるものである。櫛描き文と，へラ状の工具による文様を刻し
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ている。台形状の分厚で高い高台を削り出している。器壁外面には，櫛描き文を有す。内攣気

味に立ち上り，口緑部直下で外反する。内面は，櫛描き文とへラ状工具による文様を施してお

り，体部上半と内底部にそれぞれ一条の沈線を刻している。

なお，11は小破片のため，下半部が復原できなかったが，小椀の可能性もある。また，4は，

S23－SKOlより出土した。

（2）白　　磁（図版第32，第49図）

17区と20区の遺構，およびその上層にある包含層を中心として多数，出土している。接合し

たものは1片として数えたが，17区を中心とし18片，20区を中心としで56片の計74片を出土し

ている。皿・椀・合子がある。

皿　（第49図35・36）

2点出土した。同じような皿である。35は底径4・7cm，器高2・4cm，36は底径4．2cm，器高2．7

cm，直径はいずれも10cmである。胎土は，黄色味をおびた濁乳色を呈し，粕は透明に近い白色

である。底部外面は削りとって露胎となっている。体部上半部で屈接し，鋭い口緑部にいたる。

屈接した部分の内面に沈線状の条痕をもつ。底部内面の見込み部に草花文様がある。大事府で

の分類で皿VIII類に相当するものであろう。

なお，35はその出土時に第34図15の土師器小皿を内部にともなっていた。

椀　（第49図1～34）

口緑部と底部の破片を図化した0口緑部は，玉線状になるもの，折り曲げて平担になるもの，

鋭く尖るものの3タイプがある。底部は，高く削り出すもの，低いものがある。全ての内底部

には，粕が遺存する。

口緑部が玉線状を呈する破片は，おおむね白灰色の胎土をもち，透明のガラス質の粕をかけ

ている。口径14．8～17．1cmである。

大宰府の分類で椀IV，VIH類を中心とするものであろう。

合子　（第49図37・38）

2片を検出した。37は小片である。乳白色の胎土をもつ○粕は認められない。底部の破片と

思われる。38は合子の‡程度の破片である。胎土は灰白色を呈して。る。器壁外面には，体部

にのみ青灰色の粕が認められ，受け部より上部，底部外面にはない。内部には，全面に同色の

粕が認められる。

なお，体部下端に一本の沈線がある。

3　小　型　羽　釜（図版第33，第50図1～10）

黒くいぶされた瓦質と，土師質の2種類があり，瓦質32片，土師質46片となっている‾。大き

さを脚部で比較すれば，全体的に瓦質の方が土師質のものよりも2倍ほど大きくなっているの

が特徴といえる。

胴部，脚部，蓋の各小片が出土し，胴部と脚部の接合可能なものはなかった。出土地点とし

－58－



ては遺構面からが多く，遺構出土のものは12片であり，全体の15％である。S17区の遺構面か

ら出土したものは，35片あり，最も多い0次いで，N20の遺構面14片となっている。遺構では，

S17－SBOlにともなう周溝SDO2・04，N20－SBOlにともなう周溝SDO3，N20－SB02

にともなう周溝SD04から出土しているのが特徴である。

1は，脚部を欠失しているが，取付部分は丁寧にへラで調整がほどこされている。土師質で

焼成は良好であるが，底部全面が変色している。2・3はともに土師質であるが，遺存状態は

あまりよくない。

4～7は脚部の破片で，4・5が土師質，6・7が瓦質である。脚部はともに，へラ状工具

による調整がほどこされている。

8～10は，小型羽釜の蓋と考えられる03点とも瓦質である○ともに焼成は良好である。10

の裏面には，ナデによる調整が丁寧にはどこされている。

4　土　　　海（図版第33，

今回，土鈴と思われるものは，2点出

土している。13はS18の遺構面，14はS

17の遺構面より出土した。いずれも土師

質で，焼成は不良である。2点とも，体

部内面に指頭圧痕が残っており，それか

らみると，下半部はあとから取り付けた

ものと思われる。なお，14の体部下半に，

は，粘土で，厚く突出部分を取り付けて

いる。また遺構面に付着していた部分が

黒く変色している。2点とも表面が磨耗

していて，調整は観察できないが，全体

につくりは雑である。

5　硯（図版第33，第50図11・12）

第50図13・14）

白′一駅電

釦細
∠＝無

些

7

∠二二彗至も
10

硯は，48点出土しているが個体数とし

ては，それほど多くはないと考えられる00

瓦質と須恵質の2種類があり，瓦質が

30片，須恵質が18片である。いずれも，

14　　　　　　　　13

10

cm．

∈≡昌葬

凧
第50図　山原地区出土小型羽釜，土鈴，硯実測図

胎土は密であり，焼成は良好である。

遺構面より38片，遺構より10片出土している。出土するグリッドで最も多いものは，N20区

が18片，ついでS19E区，S20区，S17区となっている。遺構からの出土のうち8片は，N20

区の土坑，溝である。
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11は，N20－SB02の周溝であるSD04から出土した。中心部しかなく，しかも背面が剥離

している破片なので，形態に関する観察はできないが，表面はへラ状工具で調整がほどこされ

ており，仕上げはていねいである。瓦質で，表面は黒く，断面は灰色の二面硯である。12は，

須恵質で，N20－SK19から出土した。右側面しか残存していないが，二面硯と思われる。

6　瓦　（第51図）

遺構からは，平瓦の小片7点，丸瓦7点が出土した。このうち軒先瓦は，S16－SK18の偏
一l

行唐草文平瓦（第51図1）と，S16－SDO2（第51図2），S17－SDO6（第51図3），N20－

SDO3（第51図4）の三巴文丸瓦3点である。

1は，赤褐色でやや磨耗した偏行唐草文軒平瓦であり，幅24・8cm，厚さ4cmである。中心部

上線がひずんでいる。周縁は細く底い。外区・内区を画する線は，井桁状に交叉する。外区に

は，左右3個，上下5個の大きな珠文を配している。内区には，左から右へ波状線が流れ，上

1個，下2個の頭部が旋回する唐草を配している。

2，3，4はいずれも右巻の陽刻巴文軒丸瓦である02は丸瓦が接続部分で剥離している。

瓦当部の周縁は幅0・6cm，高さ0・3cm，巴文は薄く，表面が幾分偏平になっている。尾は長く，円

周の‡を占める。仕上げは，丁寧ではない。3は瓦当部の下半分を欠失している。丸瓦は周縁

と同じ高さで接合されており，表面はへラ磨きがほどこされている。4の瓦当部周縁は，幅0．8

cm，高さ0・5cmで，巴文は厚く，先端部分は多少とがっている。尾は円周のl程度である。丸瓦
は，周縁と同じ高さで接合されている。瓦当部，丸瓦ともに仕上げは，丁寧にはどこされてい

る。

攣筆密霹輿
Fか子音　＼

御領的騨ノ′　佃■カ

g磯
1　N16－SK18

2　S16－SDO2

3　S17－SDO6
0

2
言。

5　N25区東側斜面部最下層

第51図　山原地区出土瓦拓影

－60－



5は，複弁八葉蓮華文であると思われる。内区中房には，1×6の蓬子を配していると考え

られる。花弁と間弁を配した内区は，盛り上っており，立体感がある。花弁は外に向かって大

きくふくらんだ形をしており，中には2個の子葉を配している。外区には，唐草文の一部が残

存している。周縁部がほとんど欠失しているので丸瓦の取付は明確ではない。

なお，5は遺構より遊離し，N25区の東端にみられる傾斜面の最下層で検出した。

7　竹　　製　　品　（第52図）

良好な木製品の出土はないが，わずかに

N23－SKOlからへラ状製品を1点検出し

た。基部を欠失しており，現存長14cm，最

大幅1．7cmを計る。竹を素材とし，加工は，

O

L」」」」。。．第52図竹製品

尖らせるようにした先端のみに観察される。良質の湿った粘質土層中にあったため保存は良好

である。。

8　鉄　　　　器　（図版第33，第46図1・第53回）

鉄刀，刀子，鉄鉄，錠鎌を検出している。

鉄刀は2本出土している（第46図1，第53図4）〇第46図1はN17－STOlより出土した。刀

身先端部を鋸のために欠失しているが，全長34・6cmを残している。茎部の長さは10．0cmである。

第53図4はSlトSK201より出土した。鋸化は，それほど進んでおらず比較的，遺存状態は

好い0全長32・4cmをはかる。茎部の長さは，10・0cmである。刀子は，S17遺構面で検出した。

鋸のために両端を欠くが現存長13・6cmを残す○鋭利な刃部が認められる（第53図3）。鉄鉢はS

17の遺構面で検出した。雁又鉄である。一方の先端部と茎基部を失っている。現存長11．0cm。

刃部は内面を向いている。茎の断面形は隅丸の長方形を呈している。錠鎌と考えられるものを

第53図　鉄器実測図
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S16qP09で検出した。比較的鋳化が進んでいない。刃部先端を欠失するが，現存長23．7cmを

残している。刃部の長さは，約17cmをはかる○秘穴の内径は，1．4×3．3cmである。形態・鋸化の

度合よりみて新しい時代のものの可能性もあるが，同一遺構面で検出したため報告する。

9　銭　　　　貨　（第54図）

2点出土した。第54図はN20区の第5層で検出した。腐食が著しく銭

種は明確ではないが「□口元賛」が判読できる。

もう一点は，S24－SXOl土坑より出土している。全面が鋳化してお

り，銭種は不明である。

10　その他の遺物

0　　2

」山止」。m．

第54図　銭貨拓影

（1）N・S24，S25－SDOl出土遺物（第55・56・57図）

溝内は全域において，河原石の散乱がみられ，遺物の多くは河原石と混在して検出された。

ほとんどが小片であり完形に復原された遺物は皆無であった○土師器，須恵器，陶器，磁器，

石製品が出土した。出土点数は，土師器が最も多く，磁器が最も少ない。

円盤状土製品は，総数22点出土したが代表的な9点（第55図1～9）を図化した。須恵器1

～3，土師器4～6，陶器7～9の破片を素材としており，そのうち，6は鉢の体部を，7～9

は陶器の高台部を使用している。

土師器は，12点（第56図1～12）を図化した○器種構成は，小皿・椀・羽釜・鍋・すり鉢・

鉢であるが，小皿・椀は細片のため図化できなかった。いずれの遺物も磨耗が激しく細部の観

察が困難であった。また，胎土に金雲母を含むものが数点みられた。

須恵器は，3点（第56図13～15）を図化した03点はいずれも口径30cm以上をはかる婆の口

緑部破片である○これらは，近世における混入と考えられる。

陶器は，16点（第57図1～13・16～18）を図化した。器種構成は，皿・椀・鉢・すり鉢であ

る。皿1～8は，いずれも削り出し高台をもつ○高台径は4・2～12cmとさまざまであるが，内面

一瞥一『一戸‥忠謙一（竿－
⊂＝コ2　⊂二二コ。　　　　　　⊂＝：⊃6

一e－一倍一一倍－
⊂＝コ7　仁二〇8　t＞＝マ9

0　　　　　　　　　　　　　　10

」」11－1　　　」。m．

第55図　N・S24，S25－SDOl出土遺物実測図（1）
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第56図　N・S24，S25－SDOl出土遺物実測図（2）
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底部が水平に近いもの1～3と，攣曲するもの4～8の二形態に分類できる。椀9～13は，京

焼の流れを汲むものと思われる。なお，10は，N24区第2層出土の遺物と接合できた。鉢16は，

体部が外反気味に立ち上り，口緑断面が隅丸方形を呈する。すり鉢は代表的な2点17・18を図

化した。摺目は1単位7条17と8条18で両者とも単位間は狭い。17は左回りの摺目である。

磁器は椀が大部分である。2点（第57図14・15）を図化した。ともに削り出し高台である。

15は，溝東端のS25区にみられる落ち込みから検出された。

（2）23～25区出土石製晶　（第58図）

石製晶は，砥石，石臼，五輪石が出土している。

砥石は，N・S24－SDOlとS25東端落ち込みから出土している。溝出土の砥石（第57図

19～21）は，小型の仕上げと，中仕上げの砥石と思われる。S25区東端落ち込み出土のもの（第

58図7）は，河原石を素材にした大型の砥石である。

石臼は，N23～S25区にかけて14点出土したが，完形品は1点もなく，半分以上残っている

一二／′ご－I
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6点（第58図1～6）を図化した。石臼の多くは，S2トSDOl東端の落ち込みで，河原石と

混在して出土した。1は，N23‾SKO1，4は，N24－SDOlよ。の出土である。完形の‡以

下のため図化していないが，S2仁SX08からも出土している。2～5には，溝がみられるが，

いずれも使用による摩耗か風化のため，はっきりしない。1は，上面形態，7は，側面穴・下

面芯孔・供給口より上白と確認できるが，他の臼は判断できない。

五輪石は，N24qSDOlより水輪を1点出土した。最大径約30cm・高さ約30cmであった。風

化が激しいため図化しなかった。

（3）24区土坑出土遺物

N24・S24区で直径70cm～140cmの規模で，垂直に掘り込まれた土坑を10基検出しているが，

一括して遺物を略述する。なお，S2仁SXO2・07・09から遺物の出土はない。

N24－SXOl土坑

土坑底部より，直径約55cmの木製の桶底が出土した。桶底は，幅6～8cmの柾目板8枚を使

用して作られていた。土器類の検出はなかった。

S24－SXOl土坑（60図1・2）

土坑底部より，直径約70cmの木製の桶の残骸が検出された○幅8～10cmの柾目板の側板が桶

の内側に散乱していた。土器類は，土師器鉢・椀，須恵器壷の細片を少量検出したが，図化で

きたのは，須恵器壷底部，土師器鉢の各1点である○古銭を一枚検出したが，腐食が激しいた

めに銭種は確認できなかった。

S24－SXO3土坑

底部より，S2巨SXOlにおいてみられた桶の側板と同様な木片を検出した。土器類は，土

師器椀・羽釜，須恵器監平瓦の細片であり図化できなかった。

S24－SXO4土坑（第59図，第60図3）

土坑内に，底部直径73cm，側

板残高45cmの桶が据え置かれて

いた。桶は底板8枚，側板31枚

を使用し，程は竹3本を寄り合

わせて作られる。底部近くに2

本，上部に向かって10～15cm間

隔で3ヶ所各1本づつ巻かれて

おり計5本の程が数えられた。

底板は，幅8～10cmの柾目板が

使用され，左右側面に2ヶ所づ

つ穴を開け，木釘で底板を連結

することにより強度を増してい

る。側板には，幅6～10cmの柾

一一一一　‾r　　　ヽ　　一一
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第59図　S24－SXO4出土桶羅実測図
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目板が使用されてお。，底板と比べると薄い。土器類は，土師器椀の細片と磁器皿（第60図3）

が出土した。磁器椀は，見込み部分の粕を環状に削りとっている。
S24－SXO5土坑

遺物は，土師器，須恵器でともに細片が少量出土したが，図化できるものはなかった。

S24－SXO6土坑　（60図4～7）

遺物は，土師器，須恵器，陶器，磁器，瓦が出土したが，いずれも細片であり図化できたの

は少量である0陶器すり鉢（第60図5）は，S25－SDOlの遺物と接合できた。摺目は10条1

単位で下から上に向って右回りで刻されている。

S24－SXO8土坑　（第60図8～11）

遺物は，土師器，須恵器細片，円盤状土製晶，石臼が検出された。円盤状土製晶，第60図9

は土師器片が使用され，第60図10・11は，陶器片が使用されている。石臼は，原形のl以下の

大きさで風化が激しいため図化できなかった。これらとともに微量の骨片が検出されたが，人
骨か動物の骨か確認できない。

二：≡牽

ニー「‾二

第60図　S24－SX土坑出土遺物実測図
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第5節　小 結

昨年度にひきつづき山原地区の調査を実施した。昨年度の調査では，西村遺跡3号窯と呼称

した平窯を1基検出したい。また，窯跡に近接して土坑を1基検出し，その内部より極めて硬く

焼成された土器を多量に得た。

今年度の調査地は，上記の遺構を検出した地区に隣接し，その東側にあたる15～25区であっ

た。調査の結果，15～20区の調査区で同一遺構面に2時期の遺構を検出した。まず，15～19W

区の調査で地山に設けられた多数の土坑・ピットを認めた。遺構は各々より出土した土器の検

討によってA）土師器，黒色土器のみを出土した遺構と，B）土師器，黒色土器，瓦質土器を

出土した遺構の二種類があることが指摘できるにいたった。このうち，Aの遺構は第30図に図

化したS18－SK03のように，土師器小皿・杯，黒色土器椀などの小型の土器を出土している。

これらの土器は，西村遺跡出土の土器の中では比較的古い要素をもっており，11世紀の後半ま

でで考えられるものである。この時期に，15区～19W区の黄灰色を呈する粘土である地山に遺

構が設けられている。土坑・ピットは散在して位置し，現状ではその性格は不明とせざるを得

ない。

つぎに，Bの土器の組み合せをもつ遺構を選び出すと，16・17区を中心に認めることができ

る。多数の土器を出土した溝があり，それが四角形を呈するように囲擁するものを2ヵ所で検

出した。また，その内部にピットを検出したことによって，1間×2間の掘立柱建物遺構を想

定できた（S16－SBOl・S17－SBOl）。溝は雨落ち溝状の周満と考えられる。土師器は，小

皿・杯・椀，黒色土器は杯を中心としている。これらの土器は，前述したAの土器よりもかな

り後出する要素をもっている。12世紀末より13世紀前半を中心とする時期のものと思われる。

つぎに19E・20区を見てみると，地山面に穿たれた遺構を検出した。地山土は，15～19W区

が黄灰色粘土層であったのに対し，砂粒をほとんど含まない，細かい粘土の暗紫色粘土層であ

った。土坑・ピット・清などがある。遺

構の埋土は，地山土をそのまま埋土とす

るものと，黒褐色粘質土を埋土とするも

のに分けられる。地山土の暗紫色粘土を

埋土とするものは，そのほとんどが直径

100cm以上，深さ50cm以上の土坑であり，

極めて複雑に切り合っている。また，黒

褐色粘質土を埋土とするものは溝・ピッ

ト・土坑などであり，暗紫色粘土を埋土

とする土坑群を破壊している。暗紫色粘

土を埋土とする土坑・ピットからははとん 第61図　時紫色粘土で製作した土器
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ど土器が出土しない。例えば，N20－SK127で土師器椀を1点，N20－PlOlで土師器椀・小

皿を出土した例などにとどまり，ほとんどの土坑が遺物を包含しないものであった。また，こ

れらの土坑からは瓦質土器は出土しない。少量の土器の出土しかない状態で遺構の時期を判断

するのは適確ではないかもしれないが，一応11世紀後半頃のものと考えられる。この土坑群の

性格は，土坑の状態や周辺が大窯業地帯であることなどを考え，土器製作にともなう粘土採掘

坑の可能性がある。

次に，土坑群を破壊して，黒褐色粘質土を埋土とする遺構をみてみよう。溝・土坑・ピット

を検出している。溝は，16・17区でみられた状態と同じように，四角形を呈するようにまわっ

ている。幅80cm程度のものである0溝が囲擁した内部にピットが検出でき，1間×2間の掘立

柱建物遺構が考えられる。2棟が，「L」字形で配置されており（N20－SBOl・02），いずれ

も周溝をめぐらしているが，そのうち一辺の溝を共用している（N20－SDOl）。N20－SB02

の内部より焼土坑を4基検出しており，屋内炉と考えられる。溝・ピットより出土する土器は

前述したBの土器の組み合せをもっている○土師器小皿・杯・椀，黒色土器椀・皿，瓦質土器

椀を出土している。土器の形態としては，16・17区出土のものよりも，やや先行するものとも

思われるが，細分する資料が充分でないため，12世紀末葉より13世紀初頭を中心とする時期の

ものと考えておきたい。

21～25区は，大規模な削平・客土をうけていると思われる。古代より中世にいたる時期で考

えられる遺構はN23－SKOlのみである。瓦質土器椀を中心として多量の遺物を出土している

が，遺物の出土する状態より考えて，その上面は削平されていると思われる。1間×5間の建

物遺構と考えたN23－SBOlや建物遺構の可能性は残っているが柵列と考えたN23－SAOl・

SA02は，周辺を含めて柱穴からもほとんど良好な遺物を出土していないので，現状では建設

時期を不明とせざるを得ない。23～25区は近世の遺物を出土している。昭和55年度調査におい

て確認したが現在の水田以前に最低2回の水田面があると思われる。23～25区の削平・客土は

現在の水田にともなうものと思われ，下層にある2回の水田面は近世以前の可能性がうかがえ

る。

（注）

（1）竹下和男「山原地区の調査」『西村遺跡II』香川県教育委員会1981年3月

（2）第61図に掲載した写真の壷は，綾南町に隣接する綾上町で窯業活動を行われている西尾

明生民が，S20区の地山土である暗紫色粘土を用いて製作されたものである。
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第3章　川北地区の調査

第1節　調査　の概要

川北地区は，総延長1，100mにおよぶ西村遺跡の調査範囲のうち，その東端にあたっている。

地形上は，十瓶山の東南麓に広がる緩傾斜地になる。調査地区は北より南に向って下っている

地形を東西に横断したかたちをとる。調査前は，周辺一帯が階段状を呈する水田に開墾されて

いた。調査の対象地は総延長160m，面積は4，402叫であった。東西を20m毎に，30区より38区

の区画を設定し、またそれぞれを南北に区分してN，S区に分けて調査を実施した。調査期間

一一一l一一一1．、1剛．．1‥－、一一．一．｛一．一l■．－1一．一一一l一1．一㌧一

7 く＝＞　　　　8

cm．　第62回　川北地区出土石器実測図
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1　S36－客土

2　S31－第5層
3　S31－SK18

4　S33－排土
5　S30・31間畦
6　S33－表採

7　S33－第5層
8　S31－遺構面



中の区画設定、および実測用に使用した東西主軸はN87042′Eであった。この調査は第2次調査

である昭和55年度に実施したものであるが，大部分が未報告であるため，今回その一部を報告

することによって抄報としたい。

遺構は地山面で検出した。しかし，前述したように調査地が階段状を呈する水田に開墾され

ていたため，客土，削平が各所にみられた。そのため，遺構面のレベルは一定ではなく，著し

い高低差を示す部分もある0検出した遺構は，建物遺構，溝，土坑，土墳墓，ピットなどであ

る。

遺物は，遺構より遊離して石器を数点検出したが，大部分が土師器，黒色土器，須恵器，瓦

質土器であった。

川北地区の遺構は，出土している遺物より，大きく二時期に分けられる。平安時代の後期を

中心とした時期と，大きく下って江戸時代の遺構である○ここでは，平安時代後期を中心とし

た遺構，遺物について略述する。

第2節　土　　層　　序

前述したように，調査地区は現在階段状に水田化されているが，本来は傾斜地であった。開

墾時に，かなりの削平・客土をうけたと思われ，各所にその痕跡が認められる。

遺構は31・32区とN35区に顕著に認められた〇両区画の土層について略述する。

31・32区は最も低い場所に設定した区画である0東西40m，，南北20mのこの区画内でも，北

から南へ，あるいは東から西に下る段差が認められ，かならずLも土層序は同一ではない。N

31・32両壁の土層を図化した（第63図）。第3層より上層には，明らかに最近の磁器を含んでお

り，この区画には安定して堆積している。整地層と考えられる〇第6層は，暗茶灰色粘質土層

で，地山土である暗紫色粘土層や暗黄色粘土層上の窪みに行われた客土層と考えられる。また，

その上面を覆うように広がり，窪地に認めることのできる第4層一灰茶色粘質土層，第5層一

茶灰色粘質土層も客土層と考えられる。この区画では，第6層を除去した段階で広範囲な遺構

の広がりを確認できた。

N35・36の区画は，調査地区のうちで最も高い場所に設定した。現状は水田であった。厚さ

5～20cmの薄い層が多数，堆積している（第64図）。1より8は現状の水田にともなう土層と考

えられる。13より急激に遺物を出土しはじめ，それ以下の19までに多量に遺物を包含する。こ

れらの13～19の各層は，黒味がかった粘質土層で，遺物を包含する状撃や堆積する状態などか

ら遺構面とは考え難く，何らかの理由で置かれた土層と思われる。遺構の穿たれていたのは，

地山土である暗黄褐色の粘土層であり，基本的にその上面に堆積するのは19の黒色粘質土であ

る。細く区分したが，1は耕作土，2～8はそれにともなう床土層，13～21は遺物包含層であ

り，この4層が基本層序となる。

一72－



串
l♪

t
■

l

ー73－

堅
f只

堆
哩
引
潮
腫
N
Pつ

●

▼－■

rr）

Z

図
3
粘

（

お

初
舟

蛍

石　　　靂
鞋　哩　　　哩）
長川型ヰ打圃用型十日匹
）引用畔＋上月軸粧可
哩馳韻蜘虹韻蜘
刊達郎道連朝命
固唾＝当部噌M当部
繹輝枯柚は引東塔
唖聴取展耗盤琳

「■　N　の　寸　Lr）　の　亡、．



巨



第3節　遺 構

1，建　物　遺　構

S31－SBOl（図版第21－1，第65図）

暗紫色粘土の地山土に穿たれており，S31の西辺で検　　鎚土上武

出した。1間×1間，350×175cmの規模をもつ南北棟で

ある。検出した規模が小さいため，東西両辺に対時する

柱穴を求めたが確認できなかった。一応，この状態の掘

立柱建物遺構を考えておく。柱穴はいずれも直径が小さ

く浅い。上面が削平されていると思われる。柱穴より良

好な遺物は検出できなかった。後述する土坑群を破壊し
●

ている。

8　　88　　　　ロ臨
＼　ヽ＼

『
－　L4500

第65図　S31－SBOl実測図

なお，S3卜SBOlの東方に等間隔に柱穴を検出している。建物遺構を考えたが，充分に把

握できなかったため，今回は除外して考えておく。

2，土　　坑　　群

N35区土坑群（図版第22－1）

暗黄褐色粘土の地山層に掘り込まれている○径100～200cm，深さ30～80cmの土坑が複雑に切

り合っている状態を検出した。ほとんどの土坑が硬質の瓦質土器椀を包含している。幅約3．5

m，長さ約20mの範囲で約50基を検出しており，おおむね東西2群にわかれている。性格は不

明とせざるを得ない。

土器を包含しない土坑群は，西村北地区の7・8区，山原地区19・20区，川北地区31区で，

それぞれ検出しているが，それらとは性格を異にすると思われる。

3，土　　　　　坑

S33－SKOl（図版第22－2，第66由）

地山面で検出した。205×155cm，深さ20．5cmの不定形

な土坑である。土坑内には，上面より底面いたるまで，

器壁の薄い粗雑なつくりの瓦質土器を多量に包含してい

る。
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4，土　　墳　　墓

N33－STOl（図版第22－3）

N33区の南西隅部で検出した。地山面に穿たれている。土壌は東西主軸をとり，約125×60

cm，・深さ約30cmの規模を有している。人骨の遺存状況は極めて不良であった。頭部を東に置い

て横たわっていると思われる。

第4節　遺 物

30～33区の地山面で検出した遺構出土の遺物と，N35区出土の遺物を中心に略述する。

1　土器

（1）30～33区出土土器（図版第34，第67・68図）l

土師器，黒色土器，須恵器を出土しており，椀を中心とした硬質の瓦質土器は，ほとんど出

土していない。

土師器は，小皿・皿・杯・有脚小皿・有脚皿・椀，それに粗雑なつくりの鍋がある。一括の

土器群としてN31・32－SDOl出土のものを図化した。小皿は，二形態に分けられるが，一般

的に底部の中心が，外にやや突出する傾向がある。器壁が薄く，休部が外反するもの（第67図

6）と比較的分厚な器壁をもち，急角度で立ち上るもの（第67図7・8）とがある。磨耗して

おり，観察し難いがナデによって調整していると思われる。口径は，いずれも8～9cm以内で

あるが，器高は6のタイプが1．5cm，6・7のタイプが1．8～2cmであり，やや後者のタイプが

高い傾向を示す。皿は比較的出土点数が少ない。第67図11は，口径12．5cm，器高2．8cm，底径5．5

cmをはかる。体部内面は数本の稜線をもつ。器壁は薄い。杯と考えられるものも出土点数が少

ない。第67図12は，いくぶん凹凸はあるが平底であり，明確な稜線をもって外反気味に立ち上

る。体部には，カキ目のような粗い条痕をともなう調整を施している。有脚小皿は，高さが1

～2cmの脚を貼り付けたもので，皿部の器壁は分厚である。口緑端部は丸くおさめる傾向があ

るが，S31－SK12出土（第68図12）の土器のように鋭くなるものもある。脚は外方に強く踏

み出す。回転のナデによって調整している。有脚皿は，脚部を欠失している。脚部のみが出土

している例では，外方に張り出すようである。非常に扁平な皿部をもっている（第67図13）。椀

は口径14・5～15・5cm，器高5．6～6．3cmである。休部外面の上半に回転へラ磨きを行うもの（第

67図1），↑ラ削りを行うもの（第67図2）がある。しかしながら，へラ削りを行う例は極めて

少ない。1・2とも内面に井桁状になる一方向のへラ磨きがある。

黒色土器は，椀が多数出土している。内面全体と，口緑部の外周に炭素が吸着している。体

部外面の上半部に回転へラ磨きを施すが，下半部は粗雑な調整を行う。これは，断面が方形状

を呈する高台を貼り付けた時，その周辺部も指頭によって押しつけたような状態で調整したた
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めであり，上半部の調整に比較すれば極めて雑である。椀部は深く，その底が高台端部よりも

突出する例がある（第67図3・4）。

須恵器は，賓・壷などを中心とする。第67図14は，調整が非常に粗雑な平底をもつが，体部

は丁寧に仕上げている。胴部上半の一部に格子状の叩き目を残している。

なお，第68図13～15の土師器小皿は，昨年度に一部を報告したS3卜STOl土墳墓の埋土に
l

含まれていたものである。13・14に比較すれば，15はやや新しい要素をもつ小皿とも思え，混

入の可能性もあるが今回報告しておく。

（2）S33－SKOl出土土器　（第69図）

土師器小皿・杯・羽釜，それに多量の須恵器の焼成に近い瓦質土器を検出した。

1～4は，瓦質土器椀と杯である。西村遺跡の他の遺構からは全く検出できなかった土器群

である。いずれも胎土中に微砂粒を多く含み，器壁は薄い。粘土紐の輪積みをロクロで調整し

たと思われる。4が杯であり，1～3の椀は，それに扁平な小さい高台を貼りつけた状態を示

す。内外面をナデにより調整するが，2の内底部にのみ粗い刷毛目が認められる。口径は

12・0～14・0cm，器高は椀が3．6～4．0cm，杯が3．0cm程度の小型晶である。

土師器は5・6の杯と小皿がある。杯は丸味をおびた平底より，ゆるやかに体部にいたる。

体部には，数本の稜線が認められ，外反気味に丸くおさめた口縁部にいたる。小皿とともに小

、

弧‾二諺二：
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亡＝＝＝戎
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型晶である。

7は土坑の上層より検出した。本来，この土坑にともなうものか，どうか疑問が残る。

（3）N35区出土土器　（第70・71図）

土師器，黒色土器，瓦質土器の一括遺物としてN35－SK25・26出土土器を抽出した。

土師器は小皿・杯・椀がある。小皿は口径8・1～8・6cm，器高1．3～1．6cmをはかる。丸味をも

った平底を呈す。内面の底部と休部の境は，明確に稜線をともなう。体部は外反して立ち上る。

口緑端部は肥厚する。回転のヨロナデによって調整している（第70図13～15）。杯は二形態に分

けられる（第70図17・18）。17は切り高台のような底部より内攣気味に立ち上り，体部中位で外

・反する。黄白色を呈し，内外面ともナデで調整している。18は，やはり平底より丸味をもって

体部にいたり，内攣気味に立ち上る。口緑直下でやや外反する。橙色を呈し，底をのぞいた体

部内外面を回転ナデで調整している0椀は1点を図化した（第70図19）。比較的しっかりしたっ

くりで休部外面はナデののち，幅0・5cm以下の回転へラ磨きを1cm以下の間隔で施している。内

面はへラ磨きを不規則な方向に施している。

黒色土器は椀を出土している。内面に炭素が吸着したA類と，内外両面とも黒灰色を呈する

B類がある（第70図20・21）。20は内面に炭素が吸着している。高台は貼り付けており，端部が

やや丸味をおびた方形状を呈している。体部外面の上半部に回転へラ磨きを施す。内底部には，

磨耗のため不鮮明ではあるが直線状のへラ磨きの痕跡がある。21は内外両面とも炭素が吸着し

ており，黒灰色を呈している。体部外面の上半部に回転へラ磨きが認められる。下半部には指

頭痕がある。内面は内底部に直線状のへラ磨きがある○口緑部直下でやや窪む。高台は，断面

三角形状であるが，やや外方に踏み出す。

硬質の瓦質土器は小皿と椀が出土した○小皿は土師器小皿よりも多少大きい。調整や形態は

土師器小皿と類似する（第70図16）○椀は多量に出土しているが2点を図化した（第70図22・

23）。22の休部は内攣して立ち上り，口緑部下約0・8cmで一度大きく窪み，丸くおさめた口緑部

にいたる。外面はナデののち，幅0・5cm以上の回転へラ磨きを細かく周回させている。下半部に

指頭痕がある。内底部に直線状のへラ磨きがある023の休部は内攣して立ち上る。口縁部下1．2

cmで‾度窪む。外面はヨコナデののち，上半部に幅0．3cm程度の回転へラ磨きを1。mほどの間隔

で施す。下半部は精微に仕上げている。高台直上に指頭痕を残す。

N35qSK26は，N35－Sと25を破壊して掘られた土坑である。土師器小皿・杯・椀，黒色

土器椀B類，瓦質土器椀を出土している（第70図6～12）。

土師器小皿は6をのぞいて，ほぼ同一の形態をとる。ナデによる調整も同じである。杯9は

17が切り高台のような底部を呈したのに対して，休部立ち上りの傾斜が曲線状になっている。

上半部を欠失しているが，下半部と内面全体をナデによって調整している。土師器椀は体部が

内攣気味に立ち上り，中位より外反する○高台は19に比較し’て薄く，より断面三角形に近い。

黒色土器椀は体部外面をナデののち，幅0・5cm程度の回転へラ磨きを施す。口緑部下で一度窪

む。下半部の高台直上には，指頭痕が残っている。内面は磨耗のため，不明である。
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瓦質土器は椀を1点，図化した。体部は中位まで内攣し，それより上半部は外反する。幅

0．2～0．5cmの回転へラ磨きを約1cm間隔で施す。内面は内底部にのみ，乱雑ではあるが円形を

呈するへラ磨きを行う。高台の形態は22に近い。

N35－SK24出土の土器には良好なものが少ないが，いずれの土器もN3上SK25出土のも

のに形態・調整とも類似すると思われる（第70図1～5）。

N35－SK17・18より多量の瓦質土器椀を検出している。休部内面に回転へラ磨きを施すこ

とは，ほかの遺構より出土するこの種の土器にも認められる。しかしながら，ほかの遺構より

出土する瓦質土器椀が，回転へラ磨きを施す前にナデ調整を行うのに対して，SK17・18出土

の椀は粗いタテ方向の刷毛目を遺存する調整を行っている○また，外面の回転へラ磨きも顕著

には行なっていない（第71図4～6，16～23）。

2　輸　入　磁　器

（1）青　磁l（第72図1）

35区で9片が出土している。その

うち1点を図化した。復原した直径

は，16cmである。椀の破片であり，

内攣気味に立ち上ってきた体部は，

口緑下部で外反している。淡灰色の

粗い胎土で，淡緑色の粕をかけてい l．lllIIcm．

る。同安窯系のものであろう。1N35区孟完詣憲芸土㌫孟芸孟憲
図化できなかった破片も，全て同安窯系の椀と思われる。

（2）白磁　（第72図2～4）

31・32区を中心とした範囲で3片，35区で8片を検出した。

2・3はN31－SKOlで検出した。いずれも白灰色の堅撤な胎土をもち，ガラス質の透明な

粕をかけている。大宰府での分類で椀のIV類に相当するものであろう。

4は，35区で出土した。淡白灰色の堅微な胎土をもち，内外面ともにガラス質の透明な粕が

かけられている。休部は，ゆるやかに内攣して立ち上る。内面の中位に，一条の凹線をめぐら
▼

す。口径は9．0cmに復原した。皿の破片と思われる。

3　瓦　（第73図）

軒平瓦の拓影を掲載した。1～12は，全て右巻きの陽刻巴文軒平瓦である。表は布目，裏は

ナワ目の条痕が残っている。瓦当面が完形で残存していないので，文様全体は不明である。9，

10，11は，調整不良であるが，その他は，比較的丁寧に瓦当部文様の仕上げがほどこされてい

る。
′

13は，右巻きの陰刻巴文軒平瓦である○周縁は，幅0．5cm，高さ0．2cmである。表面は布目，
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裏面はナワ目を残し，周縁端部から4cmほどは，丁寧に仕上げがほどこされている。

14は，偏行唐草文軒平瓦である。周縁は，細く浅い。文様は，左から右へ波状線が流れ，上

下1個づつ頭部が旋回する唐草を配した簡単なものである。

4　現　（図版第34，第74図）

N35区で8片が出土した。そのうち5片が黒灰色を呈する瓦質であり，3点が須恵質である。

形態及び手法の特徴が，よく観察できる2点を図化した。　　　　　　　　．

1は，須恵質の二面硯である。陸部と海部の境は，傾斜がなだらかなため，不明瞭である。

海部の深さは最も深いところで2cmである。裏面には，中心から左右に各々3．5cmほどはなれ，

陸部の先端から1cmのところに，幅1cmの脚を有する。表面には，幅0．3cm以内のへラ磨きが施

されているが，側面，裏面，および脚部には，粗いへラ削りが認められる。

2は，須恵質の方形硯である。半分を欠失しており，一方の面に海部，他方の面に陸部があ

る。海部は，前面および両側に緑を有している。傾斜はゆるやかで，深さは，最大で0．8cmであ

る。海部前面の内縁は，直線状ではなく，4ヶ所が，半径0．4cmほどの半円柱形に，0．2cm間隔

で削りとられている。

一方，陸部の先端右側緑は，一部が欠失と磨滅しているため，陸部と周縁との境界が明確で

はない。傾斜は，ゆるやかである。仕上げは，全体的に丁寧である。
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第74図　川北地区出土現実測図

第5章　小　　　　　結

1　N35－SDO3

2　N35－SK38

0　　　　　　　　　　　　　　10

LI1－　－1　　　」cm．

川北地区の遺物整理は，現在も行っており，大半が未整理の状態である。その中で，わかり

出したことを列挙し，小結にかえたい。

31・32区で硬質の瓦質土器椀を，ほとんど出土しない遺構面を検出した。出土土器の中心は，
t

土師器，黒色土器である。

S3卜STOlは地山に掘り込まれた土墳墓であり，土師器杯，黒色土器椀，輸入白磁椀を副

葬していた。香川県における，古代より中世にいたる時期の土器は不明確な点が多かったが，

一括遺物として新しい資料となった。輸入白磁椀は大宰府の分類で椀のIV類に相当するもので

ある。黒色土器椀は2点出土した○西村遺跡出土の同種の土器としては，それ程古い要素を持

つものではない。型式的には，それに先行するものとしてSK19出土の黒色土器（第68図3・

4），さらに先行するものとしてN31・32－SDOl出土のもの（第67図3・4）があげられ，現

在のところ，最も古く考えられるものはN3－SKOl出土の黒色土器椀（第75図）である。11

世紀前半の中で考えようとしているが，それらから判断すればこの31・32区の遺構は11世紀半

ばより12世紀半ばの生活面と考えられる。

N31・32－SDOlは極めて明確に検出できた溝である。深さ約40cm，幅20～25cmの規模で，

ほぼ垂直に掘り込まれている。南方部はすでに削平されていたが，一辺13mの「コ」字型を呈

して検出している。柱穴の組み合せとしては把握できなかったが，建物遺構に付属する雨落ち，

溝状の遺構とも考えられる。

N35区の土坑群で硬質の瓦質土器椀を多量に検出した。西村遺跡の出土土器として普遍的に
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見られる土器であるが，いくらかの土坑に切り合いがあり，前後関係が判断できる。そのうち，

N35－SK25出土の瓦質土器椀は器高が高く，貼り付けられた高台も高くしっかりしている。

休部外面には回転へラ磨きを，内面は底部に不規則なへラ磨き，上半部に回転のへラ磨きを施

している。瓦質土器椀の中でも古い要素をもつタイプと考えられる。この土坑出土土器に数点

の黒色土器椀がある（第70図20・21）。20は，形態・技法から前述したS31－STOl出土の黒色

土器椀より若干後出する要素をもつと思われる。このことより，古い要素をもつ瓦質土器の一

応の時期が判断でき，おおむね12世紀の後半の中で考えられる。

S33－SKOlより焼成の良好な瓦質土器椀・杯を多量に検出した。椀は，口径13．0～14．1cm

で，器高は3．6～3．9cmである。極めて小さな高台をもつ。この土器は西村遺跡のほかの遺構か

らは，全く出土していない。比較的新しい時期の土器と思われるが，類例が増加することを待

って判断したい。

S34・35，N37・38は削平されているのであろうか，古代・中世の遺物を少量検出したのに

とどまる。
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第4章　お　わ　り　に

西村遺跡の調査は3年間を要したが，発掘した部分は遺跡のうちの一部分であろう。調査地

域は，東西が1，100mにおよぶが，南北は最大幅でもわずか40mである。塊地形から推測すれ

ば，南北幅は200mをこすと思われる。

限られた範囲の調査であったが，多数の遺構と遺物を検出し，これまで不明な点が多かった

香川県の古代後期より中世にいたる時代の資料を得た。略述しておわりにかえたい。

第1節　西村遺跡出土の土器について（試稿）

出土する土器は，土師器，黒色土器（1），瓦質土器（2）の杯・椀など，小型晶を中心としており，大型

の須恵器や，壷・鉢などを中心とした軟質のいわゆる瓦質土器の出土は少ない。これらの土器

を出土する遺構を，それぞれの組み合せ関係で分類すると，土師器，黒色土器を一括して出土

する遺構Aと，土師器，黒色土器，瓦質土器を一括して出土する遺構B，さらに土師器と瓦質

土器を出土する遺構Cとに分けられる。大型の須恵器である聾・壷などを出土する遺構はA，

それにBのうちのいくらかの遺構であり，軟質のいわゆる瓦質土器である壷・鉢などを出土す

る遺構はB，Cとそれ以外の単独の出土に限られる。これによって西村遺跡は大きく3時期に

分かれると思われる。

つぎに土器の型式による変遷をみてみると，黒色土器椀が比較的良好な状態で出土しており，

形態・技法の変遷が顕著にうかがえる。また，共伴関係にある土器も多い。黒色土器椀を，そ

の形態・技法によって7型式に細区分した。それを中心にみてみると，最も古く考えられる黒

色土器椀はN3－SKOlより出土している（第75図）。体部内面に炭素を吸着させた土器で，黒

色土器A類の範噂で考えられるもののみの一括遺物である。第75図1は，休部外面にヨコナデ

を行ったのち，回転へラ磨きを施している。内面には井桁状になる一方向のへラ磨きを行って

いる。器高が極めて高く，器高指数（器高に対する口径の百分比）は，45をこす。高台は強く

外方に踏み出した断面三角形を呈する貼り付け高台である。成形段階ではロクロを使用してい

ない可能性がある。1期と仮称しておく。土師器小皿・鍋，須恵器を共伴している。

つぎに，瓦質土器をともなわない一括遺物として，N31・32－SDOl出土遺物があげられる。

細部の調整は，1期と仮称したN3－SKOl出土土器と異ならないが，高台端部が角張り，方

形状を呈している。しかし，このN31・32－SDOl出土土器と型式上は同一と思われるS30－

SK19出土の黒色土器椀の高台は断面が三角形を呈しており高台の形態による時期差は認め難

い。器高指数は減少する傾向を示しており，40．1～39．6となる。また，共伴している土師器椀

は40・6～37・8の器高指数で黒色土器椀と近似した数値を示している。土師器椀の調整は，体部
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第75図　N3－SKOl出土遺物実測図
0　　　　　　　　　　　　　　10
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内面は黒色土器椀と同じように一方向にへラ磨きを施すが，外面にへラ削りを行っているもの

がある。土師器皿をはじめ，有脚皿・有脚小皿・鍋，須恵器壷を出土するなど器種，器形は豊

富である。2期と仮称しておく。

現在までの資料では，この段階までが土師器，黒色土器を共伴する遺構Aより出土した一括

の土器群である。つぎに，昭和55年度の調査で検出したN2－SK02の一括土器がこれらにつ

づくと思われる。

N2－SK02より土師器椀・杯・皿，黒色土器椀，瓦質土器椀，須恵器大要・壷などを検出

している。黒色土器椀の内面は磨耗しており，調整は不明であるが，体部外面の上主軸こ回転へ

ラ磨きを施している。1・2期の黒色土器椀に比較して器壁は分厚である。直線状に外方に踏

み出した断面三角形の貼り付け高台をもっている。共伴している土師器椀は，黒色土器椀とほ

とんど同形態である。休部外面は粗いヨコナデを行ったのち，中位まで回転へラ磨きを施して

いる。内面には口緑部直下に回転へラ磨きが認められる。黒色土器椀，土師器椀のいずれにも

認められるが，全体的に調整が粗雑になり出している。器高指数はそれぞれ36～35．6，38．3と

さらに減少している。土師器杯は，いわゆる切り高台に近い状態を呈する底部をもつものを合
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めて二形態にわかれる。この土坑より，硬質の瓦質土器椀で考えた土器が一点出土している。

内外面ともにヨコナデののちに，外面には高台の直近にまで回転へラ磨きを施し，内面は上半

部に回転へラ磨きを，中位より内底部には一方向のへラ磨きを施している。休部中位まで内攣

して立ち上り，その後一気に口緑部にいたるため，やや角張ったかたちにみえる。高台の直上

に指頭によると思われる圧痕をかすかにのこしている。高台は高く，断面が方形状を呈するよ

うに貼り付けている。器高指数は40をこす。器壁，胎土ともにうすい灰色を呈している。3期

と仮称しておく。

つぎに共伴する土器は少ないが，S31－STOl出土の黒色土器椀をみてみよう。外面はヨコ

ナデを行ったのち，高台の直近まで回転へラ磨きを行っている。内面は磨耗のため，やや不鮮

明であるが口緑直下に回転へラ磨きを，それ以下には粗雑な縦方向のへラ磨きが認められる。

口緑部直下で外反する。高台は外方に踏み出し，断面は方形状を呈する。器高指数は35．2～33．6

である。土墳墓の副葬品であるため，土師器杯・小皿，須恵器大聾，輸入白磁椀を共伴するの

にとどまる。また，土壌埋土を洗浄したが，3期に認められた瓦質土器は混入と思われる細片

が3片あったのみである。4期と仮称しておく。

つぎにN35qSK25・SK26より出土している黒色土器椀があげられる。SK25より黒色土

器椀A類を検出している。磨耗しているため観察し難いが，内外面ともに上半部にはヨコナデ

が認められ，口縁部の内外周には回転へラ磨きが施されている。休部の上半で2度窪み，口緑

部は外反するかたちを呈する。器高に対して口径が大きくなり，器高指数は34．3である。黒色

土器B類の範晴で考えられる内外面ともに炭素が吸着した椀もSK25・26で出土している。1

～4期には見られなかった土器である○両方の土坑出土椀の外面は，口緑部より高台の直近ま

でヨコナデを施しており，さらに中位までに回転へラ磨きを行っている。下半はヨコナデを行

う前につけられた，指頭によると思われる圧痕が認められる。内面の上半部には顕著な調整痕

は認められないが，SK25出土土器の内底部に一方向のへラ磨きが，かすかに観察できる。口

緑直下で外反する。高台はA類の椀と同じく丸味をおびている。器高指数は34．8～34．2である。

なお，高台内部に炭素の吸着はみられない。土師器椀は主にヨコナデによって調整している。

SK25出土椀の内外上半部には，かすかに回転へラ磨きが観察でき，内面の中位に不規則なへ

ラ磨きがみられる。高台のかたちは異なり，SK25出土椀は押えつけたように丸味をおび，ま

たSK26出土椀は垂直に伸びた状態を呈している。土師器には椀のほかに杯が認められるが皿

はないようである。杯はSK25で切り高台のような平底を呈する土器が出土しているが一般的

でない。硬質の瓦質土器椀をこれら二基の土坑で検出している。3期と仮称したN2－SKO2

出土の1例を除けば，この段階までほとんど出土していない土器であるが大量に出土した。い

ずれも体部外面をヨコナデで調整したのち，高台の直上まで回転へラ磨きを精微に施している。

なお，ヨコナデの前にB類の黒色土器椀と同じく指頭によると思われる圧痕が体部外面下半に

ある。内面は不規則なナデののち，内底部を中心に渦巻き状のへラ磨きを施している。高台は

高く，他の器種の椀に比較して径が大きい○器高指数はSK25出土椀が35．0～33．8，SK26出
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土椀が37．3を示す。SK25はSK26を破壊していた。しかし，二基の土坑出土土器の全体的な

検討で，その型式差を認めることができなかった。そのため，一括して5期と仮称しておく。

つぎにN20－SDO6出土の遺物が挙げられる。黒色土器椀はA類のみを出土している。体部

外面には不鮮明であるがヨコナデを施しており，その上から高台の直近まで回転へラ磨きを施

している。内面には，ほとんど調整痕が認められない。高台は押し付けたように丸く低い。器

壁は分厚である。調整の粗雑さが目立つ。器高指数は32である。土師器は椀・杯・小皿がある。

椀は，これまでの土師器椀に用いられてきた胎土と異なり，粒が粗い。休部外面には粗いヨコ

ナデを施したのち，回転へラ磨きを高台の直近まで行っているが，内面にはほとんど調整を行

っていない。瓦質土器は，体部外面をヨコナデののち，回転へラ磨きを行っている。しかし，

内面はほとんど調整を行っていない。刷毛状工具による粗い条痕が認められるにすぎない。器

高指数は34．2である。N20－SDO6出土の土器を6期と仮称しておくが，5期と仮称したN35－
°

SK25・26の出土土器とは型式上，直続しないと思われる。もう一段階，未確認の土器群があ

ると考えられる（3）。

つぎに昭和55年度に調査をしたN6－SK02の一括土器があげられる。器高・口径ともに縮

少し，扁平な外観を呈している。器高指数は黒色土器椀A類が32．0～29．0，同B類が33．3であ

る。A類椀の外面は，粗いヨコナデののちに回転へラ磨きを施す。内面は磨耗しているために

もよるが，顕著な調整は全く認められない。高台は粘土紐を粗雑に押しつけており，断面が丸

くなるものと，断面が扁平になるものとがある。椀B類は，外面にヨコナデを施したのち，回

転へラ磨きを行う。内面は粗雑なヨコナデを行うのみである。高台は椀A類と同じように粘土

紐を粗雑に貼りつけており，突出するが端部は丸味をおびている。硬質の瓦質土器は当土坑か

ら出土しなかった。土師器杯を共伴している。高台付き椀は認められない。7期と仮称しておく。

現在までの一括土器では7期の段階で黒色土器椀はA類，B類ともに姿をけし，それ以後明

確なものはみられない。土器の共伴関係では，前記したBの範噂で考える遺構がなくなり，つ

いで土師器杯と瓦質土器椀を中心としたCの遺構があらわれる。瓦質土器の変遷でみてみよう。

昭和55年度に調査したN6－SKOl出土の土器があげられる。7期の段階としたN6－SK

02が瓦質土器椀を出土していないために明確に形態上の差異を追求できないが，N6－SKOl

出土瓦質土器椀は口径に対して器高が減少し，小型化している傾向が認められる。器高指数は，

35・3～32であり，平均値は33である。体部外面は部分的に粗雑なヨコナデを行ったのち，回転

へラ磨きを行う。内面には口縁部より内底部に向う斜目方向のナデを施している。調整時にお

けるヨコナデの省略化が認められ，全体的に粗雑なつくりが読みとれ．る。体部は中位で外反す

る。高台は断面が方形状を呈し，外方に踏み出している。土師器は杯のみを出土している。休

部の内外面はヨコナデによって調整しているようである。8期と仮称しておく。

形式上，つ・ぎにつづくと思われる一括土器は，N7W－SK15出土のものである。瓦質土器

椀は外面に粗いヨコナデを行ったのち，回転へラ磨きを施している。内面は，上半部にヨコナ

デ，下半部に不規則な方向のナデを行なっている○休部は中位より外反する傾向がある。高台
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は粘土紐を輪状に押しつけたままのような粗雑なものもみられるが，低い台形状になることを

意図しているようである。器高指数は36～31であるが，32前後が中心である。土師器杯を伴出

しているが，他の器形には良好なものが認められない。9期と仮称しておく。

これ以後，明確な共伴関係をもつ土器群は見当らない○西村遺跡で最も出土量の多い瓦質土

器椀も良好な状態で抽出できない。

以上が西村遺跡出土の一括資料で比較した土器の変遷であり，黒色土器椀の変遷により1期

より7期を，瓦質土器の変遷により8期・9期を考えたい（4）。しかし，土器の形態変化の中で

は，さらに細区分できそうであり，2期と3期の間にはS30－SK19出土土器や西村遺跡3号

窯出土の土器が，5期と6期の間，6期と7期の間には未確認の土器が存在する可能性がある。

1・2期は土師器，黒色土器が使用されており，特に2期における土師器の器形は富豊であ

る。杯・皿・小皿（各々に脚がつくものを含む）・椀・鍋など土師器のほとんどの器形がみられ

る。3期に硬質の瓦質土器椀が出現する0しかし，一般的ではなく，4期の遺構からの出土は

ほとんどない0後述するが，3期に相当する時期に十瓶山周辺の須恵器窯が急激に衰退し出す。

瓦質土器は，土師器の技法に類似した技法でつくられている。しかし，その焼成は平窯あるい

は，それに近い状態の窯では不可能と思われる。須恵器工人の技術が導入されている可能性が

ある。5期より急激に瓦質土器椀が使用されたと思われ，出土遺物の半数近くを占めるように

なる。器形としては椀が中心であり，少量の杯・小皿が認められる。土師器皿の出土は激減す

る0また，この時期より黒色土器椀B類が現われる07期になると土師器椀が姿を消すようで

ある。土師器椀は，すでに6期にそれまでとは違った胎土を使用するものや，粗雑なものが認

められていた。これは，瓦質土器椀の普及によるものと思われる。8期になると黒色土器はA・

B両類ともなくなっている。それ以後，一般的な傾向として，西村遺跡出土の土器は粗雑化し

ている。

土器の形態と調整技法の差異でみた1～9期の小区分を大きくまとめると，1・2期，3～5

期，6・7期，8・9期が大きな区画となる○それぞれ，I・II・III・IVと仮称しておく。

では，これらの土器の実年代は，どこに求められるのだろうか。資料は極めて乏しい。西村

1号窯灰原出土の黒色土器椀が3期の段階を考えたN2－SKO2出土の黒色土器椀に類似して

いる。西村遺跡1号窯出土の瓦（第2図）は，京都鳥羽離宮南殿跡出土の瓦と同文関係，ある

いは類似している（5）。南殿は，11世紀末頃に築造されたものである（6）。それによって1号窯は，

11世紀末頃の年代を与えられる可能性があり，3期の段階を11世紀末頃を中心とした時期に比

定しておく。4期としたS31－STOl土墳墓より輸入白磁椀が1点出土している。大事府出土遺

物の分類ではIV類に相当するものである（7）。また，S31－STOlの上部より，細かく割られ埋置

された状態で須恵器大要を検出しているが，その大要は西村遺跡1号窯出土須恵器大要より，

やや後出する要素がうかがえる。4期を12世紀前半を中心とする時期と考えておきたい。6期

としたN20－SD06のある遺構面，およびその直上に堆積する遺物包含層より，輸入青白磁を

検出した。青磁と白磁の比率は，おおむね1‥1・5を示す。青磁は同安窯系のものと，龍泉窯系
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のものとが出土しており，その比率は6：1である。明確な比較材料を欠くが，12世紀末葉よ

り13世紀初頭を中心とする時期を考えておきたい。1期の時期を考える材料は全くない。今回

は，区分した土器型式の変遷よりみて，10世紀にはさかのぼらない時期としておく。7～9期

を考える材料もない。西村遺跡出土遺物の全体的な把握から9期は，14世紀に大きくは，入り込

まないと考えておきたい（8）。

極めて稀薄な資料より実年代を想定しようとした。資料の増加を待って細区分したい。

第2節　遺構について

調査地区全域で検出した遺構は，掘立柱建物遺構が23棟，窯跡3基をはじめ，土坑，土墳墓，

溝，ピットなどである。調査地区が4地区にわたるため，それぞれの遺構を同一には扱えない

が概観してみることにする。

掘立柱建物は昭和54年度に実施した西村北地区調査で5棟を，昭和55年度西村北地区調査で

12棟を，川北地区で1棟を，昭和56年度山原地区調査で5棟をそれぞれ検出した。このうち，

建設時期が把握できるものは山原地区のS16－SBOl，S17－SBOl，N20－SBOl・02であ

る。いずれも建物遺構に接して，その外側を長方形にとりまく幅80～30cmの周溝をめぐらして

いた。雨落ち溝状の遺構と考えられるが，溝内より土器を検出した。それらより考えるならば

N20－SBOl・62は6期と仮称した時期に建てられ，使用されていた建物と考えられる。S16－

SBOl，S17－SBOlは，やや後出する可能性はあるが，それに近い時期のものと考えられる。

昭和55年度西村北地区の調査で12棟を検出した。遺構面上面がいくらか削平されており，かろ

うじて柱穴を検出した状態である。良好な遺物もほとんどなく，周辺の遺構より検出した土器

も1期～9期，あるいはそれ以後のものも認められ，時期を限定するのは困難である（9）。川北地

区の調査で検出した小規模な1棟は2期に相当する土坑群を破壊しているが，下限は不明であ

る。昭和54年度西村北地区の調査で検出した5棟も，時期差の大きい遺構面で検出しており，

建設時期は不明とせざるを得ない。現状では，S16，S17，N20各区で確認した建物について

のみ時期を限定しておきたい。これらの建物遺構の規模を列挙すると，1間×1間が2棟，1

間×2間が13棟，1間×3間が6棟，1間×4間が1棟，1間×5間が1棟である。最も広い

面積をもつ建物はN23－SBOlで約52m？である。最小の建物は，S31－SBOlで約6m2の規模で

ある。平均値は，約22mヲであり，S17－SBOlの面積に近い。建物の性格は不明であるが，1

間×2間のものが一般的である。前述したように各建物を同時期として扱えないが，傾向とし

て2棟以内が近接して検出でき，1単位として把握できそうである。N20－SBOl・02は周溝

をめぐらしているが，この2棟はその間にある溝を共用する形態をとっている。また，近接して

3棟以上を確認した建物遺構も，切り合い関係によって2棟以内の共存の可能性を示している。

建物の主軸は，ほぼ東西か，南北を指向している。
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窯跡を3基，検出している。西村遺跡1～3号窯と呼称したが，1・2号窯は須恵器，瓦な

どを出土しており，遺物の状況より1・2号窯は磐窯であったと思われる。3号窯は平窯で，

窯本体より瓦のみを出土している。1号窯は，京都鳥羽離宮南殿跡出土の瓦と同文，あるいは

それに近似する瓦を出土しており，11世紀末を中心とした時期を与えられる。2号窯は1号窯

に近接して検出しているが，土層観察によって1号窯よりも古く位置づけられる。3号窯の焚

口から出土している黒色土器椀は，2号窯から出土している黒色土器椀より若干先行する形態

をもっており，3期の先行形態の土器と考えられる。現在の資料では3基の窯は2号窯→3号

窯→1号窯の順番で配列できるであろう。西村遺跡周辺，特に十瓶山山麓を中心として，須恵

器窯，瓦窯が多く分布し，陶窯跡群と呼ばれている（10）。そのうち，須恵器窯は「12世紀になる

と急速に衰退するようである」との指摘がある（11）。年代観からみると1号窯は陶窯跡群のうち

の須恵器窯の終末期に位置している。

西村遺跡の調査で検出した遺構のうち，遺跡の性格をあらわしているものは掘立柱建物と窯

跡であろう。居住遺構と生産遺構と表現しておくが，現在の資料では粘土採掘坑と考えた土坑

群を含めて，生産遺構が時知的には先行しており，土器形式の区画で言うならば5期までが，

その範晴で考えられよう。それ以後，掘立柱建物や溝があらわれる。溝には建物を囲模するも

の以外に単独で検出される・ものも多い。そして，その穿たれている方向は建物遺構の主軸が指

向する方向と同じようにほぼ南北，あるいは東西をさす。当時，そのような地割りが施されて

いたことは充分に想像でき，明確に検出することはできなかったが，水田にともなう遺構と考

えることもできる。昭和55年度西村北地区の調査で，遺構面上を広範囲に覆う第5層，明黄色

粘質土層を確認し，旧水田にともなう床土層と考えた。さらにNl・2区では，第5層の下層，

遺構面直上に灰色粘質土層の堆積が認められ，第5層にともなう水田以前の耕作土，つまり第

1次水田面を検出している。残念ながら良好な土器を出土していないために，時期判断の材料

を欠くが，このような状況から考えてN20－SBOl・02の建設時期に近い頃には西村遺跡周辺

は耕地化されていた可能性が指摘できる。西村遺跡は本来，窯業生産遺跡であった。要因が何

であったのかは今後検討を要するが，周辺一帯の開墾とともにその性格を変える。

注

（1）黒色土器として把握しているものは，皿・高台付椀と杯である。その他の器形について

は今後検討したい。高台付椀には，内面のみが漆黒色を呈している黒色土器A類と，内外

面とも漆黒色を呈している黒色土器B類とがある。

（2）昨年度の調査概報『西村遺跡II』では，良好なカワラ質の土器であり，香川県の他の地

域ではほとんど類例がない土器とし，瓦質土器の名称を用いた。讃岐国府跡の最近の調査

などで類例が増加し出しているが，本年度の西村遺跡の調査でも，この土器が土器のどの

ような流れの中で生まれてくるものなのかが明確にできなかった。そのため，瓦質土器の

名称を踏襲する。硬質の瓦質土器などと呼称した。また，この土器は重ね焼きされたと思

われ，内底部が輪状に変色する土器や口緑部の内外周が灰色あるいは，灰黒色に変色して

いる土器が認められる。『西村遺跡II』では，口縁部の内外周の灰色，あるいは灰黒色を焼

成後のいぶしによって付着した煤と考えた。しかし，これらの土器はいぶされたとは考え

難い。そのため，今回の調査では，重ねて焼成されている状態で火があたり，灰黒色に変

色したものと考えた。
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（3）SK25・26はN35区土坑群の中の土坑である。土坑群全体の整理が充分に進行していな

いため，さらに細区分できる土器が未抽出である可能性を残している。

（4）『西村遺跡II』で使用したI～Ⅴの区分は，本年度の調査でさらに細分する資料が増加

したため撒回し，あらたJこ1期～9期の区分を使用する。

（5）細谷義治「鳥羽離宮跡出土軒瓦の整理」『京都府埋蔵文化財発掘調査概削　京都
府教育委員会1968年3月

上原真人「古代末期における瓦生産体制の変革」『古代研究』13・14合併号1978
年5月

（6）『扶桑略記』応徳3年丙寅10月20日甲辰

（7）横田賢次郎　森田　勉「大事府出土の輸入中国陶磁器について－型式分類と編年を

中心として－」『九州歴史資料館研究論集』　4　九州歴史資料館1978年3月

（8）9期に土器を区分したが，これら以後も西村遺跡は存続する。昭和55年度に調査したS

5－SKOl出土土器，S33－SKOl出土土器などは現在の資料では，9期以後にどのよう

につづいていくのか詳らかにできない。資料の増加を待って検討したい。

（9）『西村遺跡II』では，S3－SBOl，N6－SBOlは鎌倉時代前半までに建てられたもの

と考えた。今回，資料の増加を待って再検討したが，それよりも後出する可能性が出てき
た。一応，撒回し保留とする。

（10　寺田貞次「陶村附近窯跡」『史蹟名勝天然記念物調査報告第12』香川県史蹟名勝
天然記念物調査会1941年3月

「香川県陶邑古窯群調査報告」香川県教育委員会1968年3月

森　浩一・伊藤勇輔「香川県綾南町十瓶山北麓窯跡調査報告」『若狭・近江・讃岐・阿

波における古代生産遺跡の調査』同志社大学考古学研究室1971年11月

（川　渡部明夫「讃岐国の須恵器生産について」『鏡山　猛先生古稀記念古文化論致』1980

年10月
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第5・章　付 編

1香川県西村遺跡出土の中世人骨とその埋葬について
J

京都大学理学部教授　池　田　次　郎

昭和55・56年，香川県教育委員会が行なった香川県綾歌郡綾南町西村遺跡の発掘調査で，12

世紀末～13世紀初頭に築造されたと推定され，人骨が遺存している士墳墓が3基発見された。

人骨の残存状況はきわめて不良で，それから被葬者の身体特徴はむろんのこと，性，年齢さえ

判別することは不可能であるが，幸い3体とも僅かであるが歯の歯冠だけを残している。

歯の大きさから性を判定する方法としては，埴原・小泉（1）の方法が優れている。彼らは，第3

大臼歯を除く上下片側の14本の歯冠近遠心径を用いて判別関数をつくり，その結果，76％の的

中率をえている。ところが，西村遺跡出土のものでは，歯冠近遠心径が計測できた歯数はN2－

STOl人骨の5本が最高であるから，この判別関数を利用することはできない。そのため，個々

の歯の計測値を現代日本人男女の平均値（2）と比較し性判定を試みたが（表1），その判定結果の

信頼性はきわめて低いものであることを断っておきたい。また，歯の磨耗の程度から年齢を推

定したが，これもまた精度が高いとは言い難い。

西 村 遺 跡　　　　　　　　　　　　 現 代 日本人

男隼　　 女 性　 標準 偏 差

S 3 1 － S T O l

N 2 － S T O l

N 17 － S T O l

下左 第 2 小 臼歯　　 近遠 心径　　　 8 ．1　　 7 ．42　　　 7 ．29　　 0 ．47 2

下左 第 1 大 臼歯　　 厚　　 径　　 1 1 ．1　 10 ．89　 10 ．55　　 0 ．49 8

上 右 側 切 歯　　 近 遠 心径　　　 7 ．5　　　 7 ．13　　　 7 ．05　　 0 ．53 3

上左 第 1 大 臼歯　　 近 遠心 径　　 11 ．2

上右 第 1 大 臼歯　 近 遠心 径　 11 ．2　 10 ・6 8　 10 ・47　 0 ・5 41

下 左 側 切 歯　 近 遠心 径　　　 6 ．5　　　 6 ．20　　　 6 ．11　　 0 ．37 0

下左第 1 大 臼歯　　 近 遠心 径　　 11 ．9

下左 第 1 大 臼歯　 近 遠心 径 ′ （11 ．7） 11 ・72　 1 1 ・32　 0 ・5 47

厚　　 径　　 10 ．8　　 10 ．89　　 10 ．5 5　　 0 ．498

下 左第 2 大 臼歯　　 近遠 心径　　 11 ．4　 11 ．3 0　 10 ．89　　 0 ．673

下 右第 1 小 臼歯　　 近遠 心径　　　 7 ．4　　　 7 ．3 1　　 7 ．19　　 0 ．451

厚　 径　　　 8 ．2　　 8 ．0 6　　 7 ．77　　 0 ．492 ．

S3トSTOl人骨　　　　　　　　　　　　　表1歯冠の近遠心径と厚径

下顎左の第2小臼歯と第1大臼歯だけである。第2小臼歯の近遠心径，第1大臼歯の厚径は

ともに男性平均値よりかなり大きく，大臼歯の磨耗度はかなり強いので，壮年後半もしくは熟

年前半の男性と推定しておく。
J
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残存する骨は，頭蓋，下顎，左右の上腕骨，大腿骨，下腿骨および左の前腕骨であるが，埋

葬姿勢は南頭位左側臥屈葬で，左上肢の肘をまげている。

N2－S T Ol人骨

歯冠近遠心径が計測できた上顎左の第1大臼歯，右の側切歯，第1大臼歯，下顎左の側切歯，

第1大臼歯のほか，上顎左右の中切歯，下顎左右の第2大臼歯，左の犬歯が同定でき，また小

臼歯の細片も残存する。5本の歯の近遠心径は，いずれも男性の平均値をやや上まわる程度で，
l

大臼歯の磨耗はS3トSTOl人骨ほどではないがかなり強いので，壮年後半の男性であろう。

頭蓋は残っていないが，歯や残存する左右の大腿骨と下腿骨の配置から，北頭位右側臥屈葬

と見られる。左の上腕骨と前腕骨が存在するが，S3トSTOl人骨と同様，肘をまげている。

N17－S TOl人骨

頭蓋は，3体中もっとも保存良好であるが，その上顎骨には左の第1・第2小臼歯，下顎骨

には左の第1小臼歯，第1・第2大臼歯，右の第1・第2小臼歯，第1大臼歯が釘植している。

この8本のうち歯冠計測が可能であったのは，下顎左の第1・第2大臼歯と右の第1小臼歯だ

’けで，この3本の近遠心径，厚径は男性の平均値にほぼ一致する。大臼歯の磨耗の程度は，他

の2体ほど強くなく，壮年と推定される。
一

頭骨，下顎骨，左右の上腕骨と前腕骨，左の手骨の一部，上位の椎骨と肋骨など上半身の骨
●

は比較的よく残っているが，下半身の骨で確認できたのは左右の大腿骨だけである。この人骨

を埋納する土壌は，他の2基と異なり南北方向に長く，頭蓋はその北側にあるので北頭位伸展

で埋葬されたと見て間違いなかろう。肋骨の状態から，体幹部は仰臥と右側臥の中間で，顔は

西を向いていたようである。右肘は伸ばしているが，左肘は強く折りまげ，左手は右の肩関節

付近，顔の前に位置する。

最近，中世墓の発見が相次ぎ，この時代の墓制が次第に明らかにされつつある。中世の葬法

には土葬と火葬とがあるが，そのうち土葬で，しかも土壌内に人骨が遺存していた報告例につ

いて検討してみよう。

多数の中世墳墓が発掘された熊本県尾窪（鎌倉～室町）（3）および塚原（4）では，座臥，仰臥，側

臥あるいは稀に傭臥も見られたが，いずれも屈葬で，座臥の場合は西向き，それ以外の形式で

は北頭位が圧倒的多数を占める。尾窪では，座臥形式のものは円形土壌，その他のものは方形

土壌から発見されており，土壌によっては鉄釘が残っているので，円形土壌一座臥埋葬には桶

が，方形土壌一側臥埋葬（側臥29にたいし仰臥2）には木棺が使用されたと推定されているが，

塚原の土壌には棺や桶の使用を示す遺物は認められない。塚原で木棺や桶が使用されなかった

ことについて，この遺跡の埋葬が尾窪より時期的に古いためではないかと考えられている。側

臥埋葬の場合，尾窪では全例が右を，塚原では8例が右を，1例が左を下にしており，多くの

ものが北頭位をとっているので顔を西に向けるのが一般的であることも注目される。

中世墓の典型的な例として尾窪，塚原の埋葬について概観したが，この時代の葬法はこれほ

ど画一的なものでなく，かなり変異に富んでいる。まず木棺使用の例は，熊本県北牟田塚（平
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安～鎌倉）（5），福井県阿納塩浜（鎌倉前期）（？），京都市常盤東ノ町（鎌倉末～室町）（7），鳥羽離

宮跡（中世後期）（8）などで知られており，人骨が遺存しない土壌墓で鉄釘が残っていた墓も多数

報告されているが，一方，塚原をはじめとし木棺使用の痕跡が認められない場合も少なくない。

次に埋葬姿勢について見ると，伸展葬に比し屈葬が圧倒的に多い。すなわち，伸展葬は北牟

田塚，常盤東ノ町などで認められているが，屈葬は上記の尾窪，塚原，阿納塩浜，鳥羽離宮跡

のほか，熊本県杉谷（14～15世紀）（9），大分県立石貝塚（10），山口県朝田第IIl地区（室町）（11），広

島県福礼（戦国末）（12），帝釈寄倉（鎌倉）（13），草戸千軒（室町）（14），京都市同志社女子大図書

館付近（室町後期）（15），愛知県佃（中・近世）（16），柳が坪（鎌倉末～室町）（17），鎌倉市長勝寺

（室町）（18），栃木県赤塚（15～16世紀）（19），小松原（20）など枚挙にいとまが無い。

躯幹部の状態に注目すると，伸展葬の場合は一般に仰臥であるが，屈葬例では座臥，仰臥，

側臥の3種が認められる。座臥は福礼，佃に，仰臥は杉谷の7基全部，柳が坪に，側臥は福礼，

帝釈寄倉，草戸千軒，阿納塩浜，鳥羽離宮跡，同志社，長勝寺の10基全部，赤塚，小松原など

に見られる。尾窪，塚原ではこの3種類が全部存在するが，その比率は尾窪で座臥6，仰臥2，

側臥29，塚原で座臥6，仰臥6，側臥9と傭臥1で，また朝田第III地区では座臥2，仰臥1，

側臥7であった。このように最も多数を占める側臥位をとるものでは，尾窪の29例全部，塚原
′

の9例中8例，立石，帝釈寄倉，福礼，草戸千軒，同志社，柳が坪など右を下にするものが多

く，左を下にしたものは塚原の1例，阿納塩浜，鳥羽離宮跡などに見られるにすぎない。長勝

寺の場合には，右が6，左が4で相半ばするが，全体としてみると右側臥が多いといえる。

最後に頭位について検討すると，北頭位，すなわち北東から北西の範囲内に入るものが最も

多く，西頭位の帝釈寄倉，常盤東ノ町，西南を向く福礼などはむしろ例外である。多数の墓が

発見されている尾窪では，座臥は別とし，西1，南1，北29，塚原では西2，両5，北17，朝

田第III地区では西1，両2，北6，長勝寺では西2，南2，東1，北6とやはり北頭位が多く，

杉谷の場合は7例全部が北頭位である。また，静岡県平畦（21）の如く，人骨は遺存していない

が，土壌の長軸方向から北頭位であった可能性が高いという報告が数多く見られる。躯幹部の

姿勢では右側臥が多く，その大部分が北頭位であるとすれば，顔は西を向く。座臥の場合にも

顔を西に向けるのが普通であることを考えあわせると，中世埋葬の原則は西顔にあるといえよ
＞

つ。

京都における中世墓地の展開を論じた五十川（22）は，中世初頭には10世紀の木棺士墳墓の系統

をひく構造のものが多いが，室町時代に入ると，葬法が多様化するが，これは14世紀以降の葬

式仏教化の結果生じたものであり，小規模な土壌内に屈葬するという簡便な埋葬の普及は，前

代にくらべて墓の造営が庶民の間にも一般化したことを反映するものだろうと推考している。

中世の葬法には，時代的，地域的，さらには階層による違いなどが複雑に関連しているのそ，

それらを整理し系統だてて論ずることは困難であるが，土墳墓に埋納された庶民の土葬に限っ

て言えば，北頭位右側臥屈葬が鎌倉時代以降，圧倒的に多く，伸展葬は五十川の指摘のように

比較的古い時期だけに行なわれたようである。鎌倉時代初頭と推定される西村遺跡の4基の被
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葬者が，伸展葬，右側臥屈葬，左側臥屈葬とそれぞれ異なる姿勢を示しながら，2体が北頭位，

1体が両頭位，1体が東頭位（N33ニSTOl）であることは，北頭位右側臥葬がまだ一般的で

なかったことを示唆している。

人骨，実測図など本稿の基礎的データを提供して頂いた香川県教育委員会の各位に感謝の意

を表したい。
′
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2　下所塚の調査

下所塚は，香川県綾歌郡綾南町大字葦原字下所519番地に所在する。

一般国道32号線綾南バイパス工事にともなう農道整備の実施にあたり，地元において塚であ

るとの伝承があったためブ建設省四国地方建設局より調査依頼があり，昭和56年12月9日より

15日までの間で，調査を実施した。西村遺跡の関連調査として報告する。

塚は，国道32号バイパス予定地の南側に位置しており，畑地と用水路間にある幅約1mの農

道上にかすかな高まりをとどめるにすぎない。バイパス側，つまり北側は道路建設工事によっ

て花崗土に覆われていた。

表土を除去すると，東西約2m，音さ約30mの高まりを見ることがでぎた。南北は，用水路

と畑地によって破壊されており，明確ではなかった。調査の結果，二基の土坑状の遺構を検出

した。長径170cm・短径70cm，深さ2～4cmの土坑が，長径170cm，短径20cm，深さ10cmの土坑

によって破壊されている。

土坑下層の調査を行なったが，赤黄褐色および，淡青灰褐色の粘質土がつづき，遺構は認め

られなかった。

下所塚の遺構は，小規模な土坑を検出したのにとどまる。遺物は，土坑および，その下層か

らは出土していない。遺構面より上層で石鉄を1点（第76図）と土師器片を少量検出している。

凰
例
励
粗
相

第76図　下所塚出土石鎌実測図
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第77図　下所塚地形測量図

腐植土
黄灰褐色土
暗黄灰褐色土（2よりやや粘質）
明黄灰褐色土（2より砂粒を多く含む）
赤黄色粘質土（黄灰色を帯びる）
赤黄色粘質土

7　淡灰褐色土
8　淡灰褐色土（7より灰色が濃い）
9　灰褐色土（茶褐色の斑点あり）
10　茶褐色土（内側土坑）
11茶褐色土（外側土坑）
12　バイパス工事により花崗土

第78図　下所塚遺構・土層実測図
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付表　第1表　掘立柱建物および柵列状遺構柱穴計測表

遺 構 番 号 柱穴
番号

「南北）直径（東西） 深　 さ 柱間距離

（cm ．）　 ‘ （cm ．） （C軋 ） （cm ．）

S 16－ S B Ol

1 20　　　　 18 75
33 1
274

．2 19　　　　 18 71
3 20　　　　 19 79

（33 1×509） 4 25　　　　　 21 67 235

330
’　 24 1

5 30　　　　　 27 70
6 18　　　　 19 7 2

S 1 7－ S B O l

1 28　　　　　 29 7 1
418

270
2 25　　　　　 23 9 7
3 20　　　　 19 8 8

（4 18×5 32） 4
5

22　　　　　 23 9 4
253

6 24　　　　　 24 72

N 20－ S B O l

1 34　　　　　 33 9 0
3 45
2 36

2 20　　　　　 20 8 0
3 2 1　　　　 14 5 7

（345 ×5 21） 4 23　　　　　 2 4 5 5 2 85

3 44
2 79

5 26　　　　　 2 6 6 6
6 32　　　　　 2 7 78

N 20 － S B O 2

1 16　　　　 16 47
30 4

32 4
2 28　　　　　 27 93
3 22　　　　　 22　 11 69

（6 28 ×393） 4 2 6　　　　　 30 77 393

333
285

5 2 5　　　　　 32 64
6 3 0　　　　　 34 94

N 23－ S B O l

1 40　　　　　 38 82
506

204
214

202

2 38　　　　　 38 8 2
3 25　　　　　 29 8 9
4 33　　　　　 3 4 8 1

6 38　　　　　 3 7 9 5 194

2 11

5 04
197
2 01

2 08

2 00

（506 ×10 25） 7 31　　　　 3 0 86
8 22　　　　　 2 6 67
9 33　　　　　 3 5 8 1
10 28　　　　　 2 7 76
11 42　　　　　 3 8 76
12 42　　　 ・3 9 75

N 23 － S A O l

（－ ×83 8）

1 37　　　　　 43 72
20 3
20 5

19 8
23 2

2 25　　　　　 25 70
3 28　　　　　 28 75
4 35　　　　　 40 73
5 30　　　　　 24 58

S 23－ S A Ol
1 36　　　　　 47 110

22 4

22 0
21 5

2 23　　　　　 24 95

（－ ×659） 3 21　　 ．22 99
4 4 0　　　　　 40 109

S 2 3－ S A O2
1 3 2　　　　　 33 51

194

213
227

2 3 1　　　　 28 4 6

（－ ×634） 3 37　　　　　 40 5 0
4 36　　　　　 34 5 5

S 31－ S B Ol
1 25　　　　　 23 19

3 522 27　　　　　 27 16
（352 ×175） 3 27　　　　　 25 12 175

3 534 22　　　　　 22 2 1
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付表　第2表　出土遺物観察表

S17－SK53

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備．考

第30図

－1

図版第
28－9
土師器小皿A　　8．0
B　1．4
普　通 黄色がかった乳白色良　　好内外面ともナデ調整

N17－P12

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第30図

－2

土師器小皿A　　9．6
B　 l．3

粗
（微砂粒を含む）－

橙　色 不　　 良口径のわりに器高が低く，底部
は薄い。

S17－SK44

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第30図

－3

土師器皿A　lO．6
B　　2．3

普　通 淡橙色 普　　 通底部は厚く，口緑に向って尖

っていく。

S17－SK17

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第30図

－4

図版第
28－12
黒色土器杯A　14．3

B　　3．9
密 灰褐色 不　　良全体に厚い。磨耗が激しい

N17－P14

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第30図

－5

黒色土器椀A　15．2
B　　5．8

粗 淡赤褐色＋黒色不　　良高台が破損している。全体に薄
い。
内外とも粗雑なナデを施してい
る。
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S18－P21

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第30図

－6

黒色土器椀C　　7．4 やや粗 内　黒　色
外　淡橙色
やや不良高台は断面三角形に近く高い。
外方に張り出している。

S17－SK69

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第30図 土師器椀A　16．0 粗 淡灰白色 不　　 良口緑端部が肥厚している。いわ
磨耗－7 B　　5．8

C　　7．9
（砂粒を多く含む） ゆる切り高台の状態を呈する。

S18－SKO3

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第30図

－8

土師器皿A　lO．6
B　　2．1

粗 淡黄色 不　　 良底部から休部へ移行するあたり
が厚く，体部は直線的にのびて
いる。

－9 A　lO．8
B　　2．1

やや粗 淡黄色 やや不良口緑端部に近づくほど先細りに
なり，極端に薄くなる。底部中
央もかなり薄い。

－10図版第
28－10

A　lO．0
B　　2．0

やや粗 淡黄色 やや不良底部，休部が非常に厚い。磨耗
が激しく調整痕は明確でない。

－11 土師器杯 淡灰橙色 やや不良底部外面に板目状圧痕をのこす。 磨耗

－12 黒色土器椀C　　6．4 粗
（微砂粒を多く含む）

橙　色 普　　 通内面の一部に煤が付着してい
る。高台はやや高い。

－13
28－11

C　　6．2 粗
（微砂粒を多く含む）

内　黒　色
外　淡橙色

やや不良高台は端部が押えつけられた形
になっている。

－14 C　　6．0 やや粗 暗灰色 やや不良内外面とも煤がほとんどとれて
いる。
高台は高く，外に振り出してい
る。

一付3－



S17－SK40

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第30図

－15

黒色土器椀C　　7．0 やや粗．：内　淡橙色＋黒色
外　淡橙色

やや不良高台は外に張り出し，口径が大
きい。底部内面の見込み部分に
いぶされた痕跡がみられるが，
内面の他の部分は磨耗が激しい
ため観察できない。

N20－SKl Ol

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第30図

－16

瓦質土器椀A　14．2
B　　4．9
C　　5．5

手や粗 暗赤褐色 やや不良高台は外に張り出している。

N20－SK124

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第30図

－17

図版第
28－15
黒色土器椀A　15．2
B　　5．9
C　　6．2

やや粗 内　黒　　色
外　淡灰白色

やや不良全体に薄く，休部は特に薄い。
高台は粗雑な貼り付け。

N20－SK120

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第30

－18

図版第
28－13
土師器椀A　14．0
B　　5．4
C　　5．2

普　通 淡橙色 普　　通内面下部にヨコナデを施す。
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N20－SK118

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土・ 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第30図

－19

土師器皿A　lO．8
B　　2．5

普　通 淡樺色 普　　通内面回転ナデ。底部から体部へ
移行するあたりが特に肥厚して
いる。

N20－Pl Ol

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第30図

－20

土師器小皿A　　8．0
B　 1．2

やや粗 淡灰樟色 普　　 通底部が大きく，器高が低い。

－21 土師器椀C　　6．0 普　通 淡橙色 普　　 通高台は低く粗雑な貼り付けであ
る。

N20－SK127

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第30図

－22

図版第
28－14
土師器椀A　14．0
B　　5．8
C　　5．5

やや粗 灰褐色 やや不良休部から口緑にかけて，器壁は
薄い。

S16－SK16

挿図番号図版番号 器　種

法　量

．A口　径B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第31図

－1

図版第
29－1
土師器小皿A　　7．4
B　l．2

普　通 内　淡橙色
外　淡樟色

やや不良内外面ともに磨耗しているため
細部観察不能

－2 A　　8．2
B　l．0

普　通 内　暗茶褐色
外　暗紫褐色

普　　通平底から比較的鋭角に立上り，

ゆるやかに内攣しながら口緑に
至る。器壁は厚い。

－3 A　　8．0
B　1．3

普　通 内　茶褐色
外　茶褐色

やや不良内外面ともに磨耗が激しく観察
不能。
平底から1mはと直に立上がり
あとはゆるやかに内攣しながら
口緑に至る。・
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挿図番号 図版番号 器　 種

法　 量
A 口　 径
B 器　 高
C 高台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及び手法の特徴 備　 考

第31図＿

－4

土師器小皿 A ‘7．6 ．
B　 1．0

普　 通 内　 樟　 色
外　 橙　 色

やや不良 小片なので，細部観察は不能。

－ 5 土 師器杯 A　 13．0
B　　 3．4

普　 通 内 赤味を帯び
キ淡橙色
外　 淡橙色

普　　 通 外面はヨコナデによる調整をう
けていると思われるが，明確で
はない。

－6 A　 13．0
B　　 3．6

普　 通 内　 橙　 色
外　 橙　 色

普　　 通 磨耗

－7 A　 14．0
B　　 3．7

普　 通 内　 暗茶褐色
外　 茶 褐 色

やや不良 磨耗

－8 A　 13．2
B　　 3．7

・やや粗
1 mm大の砂粒
が多く含まれ
ている。

やや赤味を帯びた
淡橙色

普　　 通 内外面ともにヨコナデ調整。

－9 A　 12．4
B　　 3．0

良　 好 茶褐色 普　　 通 底部から休部にかけてゆるやか
に内攣している。

磨耗

－10 A　 12．0
B　　 3．9

普　 通 淡橙色 普　　 通 平らな底部から角度をもって立
ち上がりゆるやかに内攣する。
内外面ともにヨコナデ調整がほ
どこされていたものと思われ
る。

－11 A　 12．8
B　　 2．9

良　 好 やや赤味を帯びた
淡橙色

‘普　　 通 磨耗

－12 瓦質土器椀 A　 15．6
B　　 4．5
C　　 5．2

普　 通 内　 明乳灰白色
外　 明 灰 白色

不　　 良 外面　 回転へラ磨きの後ヨコナ
デ調整。
内面　 磨耗が激しいため観察不
能。

－13 A　 15．0
B　　 4．5
C　　 3．8

やや粗
砂粒を多く含
む。

内　 明乳灰白色
外　 灰　 白　 色

不　　 良 内外面ともにヨコナデ調整。

－14 A　 14．8 やや粗 内　 明灰白色 不　　 良 内外面ともにヨコナデによる調
B　　 4．4
C　　 4．8

砂粒を多く含
む。

外　 明灰白色 整をはどこしていると思われる
が，磨耗が激しいため細部観察
は不可能。

－15 A　 14．4
B　　 4．0
C　　 5．0

やや粗
砂粒を多く含
む。

灰　 白　 色 良　　 好 内外面ともにヨコナデによる調
整。

－16 A　 13．8
B　　 3．8
C　　 4．4

やや粗
砂粒を多く含
む。

灰　 白　 色 普　　 通 内外面ともにヨコナデによる調
整。

－17 A　 14．0 良　 好 暗灰色 良　　 好 内外面ともにヨコナデによる調
整。

－18 土師器　 鉢 良　 好 内　 橙　 色
外　 橙　 色

不　　 良 磨耗

－19 土師器　 賓 A　 30．0 粗
小砂粒を多く
含む。

内　 赤味を帯びた
橙色
外　 橙　 色

不　　 良 磨耗

－20 須恵器　 賓 A　 37．0 粗
0．5～1mmの砂
粒 を多 く　己
む。

暗灰色
（内面は若干明るい）

普　　 通 外面　 格子状の叩き目を施した
後ヨコナデによる調整。
内面　 ヨコナデ調整
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S16－SK15

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第32図

－1

土師器　杯A　12．8
B　　3．3

普　通 淡樟色 普　　通 磨耗

－2 瓦質土器椀A　12．8 やや粗 内　灰白色 やや不良外面　ヨコナデ調整の後回転へ
B　　3．3 砂粒を含む。 外　灰白色 ラ磨き調整。

内面．磨耗が激しいため細部観
察不能。

－3 A　15．4
B　　4．9
C　　3．4

普　通 内　灰白色
外　灰白色

やや不良外面　ヨコナデ調整。
内面　荒い刷毛目で縦方向に調
整がほどこされている。

－4 A　14．4
B　　4．6
C　　4．4

やや粗：
砂粒を多く含
む。

明灰白色 不　　良内外面ともにヨヨナデ調整の
後，回転へラ磨きで調整。

－5 須恵器　襲 やや粗
砂粒を多く含
む。

暗灰色 普　　通内外面ともにヨコナデ調整。

－6 瓦質土器鉢 普　通 灰白色 普　　通内外面ともにヨコナデ調整がほ
どこされている。

－7 須恵器　鉢A　30．0 普　通 黄灰色 普　　 通

S16－SK18

舞図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第32図 土師器　椀C　　5．6 粗 内　乱灰白色 普　　通全体が磨耗しており細部観察不

－8 1mm大の砂革
を含む。
外　乳灰白色 能。

－9 C　　6．0 不　良 内　灰白色
外　灰白色

やや不良内面ヨコナデと思われるが磨耗
が激しいため明確でない。

－10図版第
29－2
土師器　杯A　16．0
B　　4．0

普　通 乳白色 良　　好全体が磨耗しており細部観察不
能。

－11 瓦質土器鉢A　33．6 良
砂粒を含む。

内　灰白色
外　灰白色

普　　通外面　格子状の叩き目をほどこ
した後ヨコナデ調整。
内面　ヨコナデ調整。

－12 須恵器　肇A　23．4 良 内　暗灰色
外　暗灰色

良　　好胴部外面に格子状叩き目あり。
胴部内面は青海波文による成形
の後ヨコナデ調整がほどこされ
ている。

－13 A　28．0 良 暗灰色 良　　好胴部外面に格子状叩き目あり。
胴部内面は青海波文による成形
の後ナデ調整。

外面および
口緑部内面
に自然粕が
認め　られ
る。
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S17－P89

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cin

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第33図

－1

瓦質土器小皿A　　8．4
B　　2．2

普　通 青灰色 良　　 好内外面ともヨコナデ。
全体に丸味を帯びている。

S17－P O7

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調‘ 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第33図

－2

図版第
29－3
瓦質土器小皿A ・7．6
B　 l．9

やや粗 暗灰白色 不　　 良全体的に丸味を帯びている。
口緑周縁が黒っぽい。

S17－SK20

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第33図

－3

瓦質土器小皿A　　8．4
B　 1．6

密 溌灰白色 良．　好外面はヲコナデ。
内面の体部にへラ磨きあり。

－4 図版第 黒色土器皿A　　9．6 やや粗 淡灰褐色 やや不良内外面ともヨコナデ。口緑に向
29－4 B　　2．3 0．2～0．3mm大

の砂粒を含む
かって尖っていく。口縁外周は
黒っぽい。

－5 黒色土器杯A　13．4
B　　4．1

普　通 白灰色 普　　 通底部から体部にかけてはなだら

かに丸味を帯びている。

－6 A　14．0
B　　3．4

普　通 淡黒灰色 やや不良底部はいぶされていないためか

．明褐色を呈している。‘磨耗が激しいため明確ではないが，外面
はヨコナデのようである。

－7 瓦質土器椀A　15．0
B　　5．2

C　　6．2

やや密 暗灰色 良　　 好外面に幅の広いへラ磨き。
高台は厚く，やや張り出してい

る。

－8

29－5
A　15．6
B　　5．7
C　　5．6

やや粗 淡灰白色 やや不良長楕円形に歪んでいる。外面に

へラ磨きを施す。高台は高く，
肥厚している。

－9 瓦質土器鉢A　20．4
B　　6．5

密 淡黒灰色 良　　 好口縁直下に刺突文あり。
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S17－SK19

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第33図

－10

図版第
29－6一
瓦質土器椀A　15．0
B　　5．1
C　　5．2

密 黒灰色 良　　好高台が非常に低い。体部外面上
部に回転ナデ。

S18－P O9

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A 口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第33図

－11

図版第
29－7
黒色土器椀A　16．0

B　　5．5
C　　5．1

やや粗 淡褐色 やや不良休部外面の下部に回転ナデ。内
面はヨコナデ。タテナデの部分
もある。内外面とも黒色を呈す。

S16－P36

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第3：由

一12

図版第
29「9
瓦質土器小皿A　　9．2
B　　2．2
やや密 明灰白色 普　　通体部から口緑にかけ直線的にの

びる。内外面ともナデ。内外面
とも大半が黒っぽい。底部外面
に板目状圧痕。

－13 A　　9．2
B　　2．1
やや密 灰白色 普　 嘩底部から休部、口緑部にかけて

丸味がある。内外面とも回転ナ
デ。内面と口緑部外面が黒っぽ
い。

－14 土師器　椀A　15．0，
B　　4．4
C　　5．0

密 灰白色 やや良好外面回転ナデ。口緑周縁は黒い。

S18－P15

挿図番号図版番号器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第33図

－15

土師器小皿A　　9．2
B　l．4
普　通 淡灰褐色 普　　通底部は薄い。

－16 瓦質土器小皿A　　8．4
B　1．2
やや粗
砂粒を少量含む。－

暗青灰色 普　　通内外面ともナデ。口縁端部はや
や尖がりぎみ。

－17 瓦質土器椀A　16．0
B　　4．8
C　　5．2

やや密 灰白色 良　　好休部外面は回転‘ナデのあとへラ
磨き。高台はやや外へ張り出し
ぎみ。口緑周縁は黒っぽい。
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SJ　7－P68

挿図番号図版番号・器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第33図

－18

図版第
29－10
土師器小皿A　 8．6
B　 1．2

やや良好 淡樟色 良　　 好休部は丸味をもつ。底部外面に
板目状圧痕。

－19 A　　9．0
B　 l．5

やや粗 橙　色 普　　 通全体に厚い。休部から口緑にか
けてやや外反しながら広がって
いる。

－20
29－8
瓦質土器椀A　15．6
B　　5．2
C　 5．5、

普　通 暗灰白色 良　　 好底部内面にタテナデ。外面回転
ナデ。口緑周縁は黒っぽい。
高台は断面三角形。

S17－SK24

挿図番号

l

図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第33図

－21

瓦質土器小皿A　　8．0
B　l．2

やや密 暗緑黒色 普l 通底部中央が薄い。

S18－SKO4

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第33図

－22

瓦質土器小皿A　　8．4
B　1．3

やや密 黒　色 普　　 通内外面ともにナデ調整。器形が
不定形であるが，乾燥・焼成時
の所産と思われる。

S17－Pl O

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第33図

－23

図版第
29－11
土師器小皿A　 8．2
B　 l．3

やや粗 淡赤橙色 普　　 通全体に分厚く，浅い。休部はた
ちぎみ。休部外面回転ナデ。底
部外面に板目状圧痕。

一付10－



S17－P O5

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第33図

－24

土師器小皿A　　8．6
B　 1．5

普　通 灰褐色 普　　 通口緑部は肥厚している。

S17－P33

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第33図

－25

土師器小皿A　　8．8
B　l．3
やや粗 淡樟色 やや良好休部外面回転ナデ。

S17－Plll

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第33図

－26

瓦質土器杯A　14．0
B　　3．7
普　通 灰　色 やや良好底部から体部への移行は鋭角

的。底部外面に板目状圧痕。内
外面とも黒っぽい部分あり。

S17－P112

挿図番号図版番号器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第33図

－27

土師器　椀A　14．0
B　　4．5
C　　5．2

粗
0．5～0．8mm大
の砂粒含む。

濃橙色 呂　　通

ー付11－



N20－SK28

挿図番号図版番号 器　種

法　量

A 口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

墾4図

－1

図版第
29－12
土師器小皿A　 8．2

B　 1．3
普　通 淡橙色 やや不良休部に比べて底部が薄い。

－2 A　　8．2
B　 l．3

普　通 淡黄橙色 普　　 通内面ヨコナデ。全体に厚く，体
部に稜線が明確に認められる。

－3 土師器　杯A　13．2
B　　3．9

密 淡明赤樟色 良　　 好内外面とも回転ナデで丁寧な仕
上がり。底径が小さく口緑まで
直線的にのびる。

－4
29－14

A　14．4、
B　　4．3

やや密 赤褐色 普　　 通底部から口緑部にかけて丸味が

ある。内外面とも回転ナデ。

－5 A　14．6
B　　4．5

やや密 灰赤褐色 良　　 好内面回転ナデ。

－6 A　14．2
B　　4．6

普　通 灰赤褐色 やや良好器高は高い。休部から口緑にか
けて直線的にのびている。

－7

29－13

瓦質土器椀A　16．0
B　　5．0
C　　5．3

密 暗青灰色 良　　 好外面にへラ磨き。高台は低い。焼成は非常

に良好で，
須恵器のよ

うな状態を
呈してい
る。

－8 29－15須　恵　器
四　耳　壷
A　lO．8 密 灰黒色 良　　 好体部外面にタタキ目。休部上部

から口緑部にかけて，r内外面と－
も回転ナデを施す。頸部内面直
下に指頭痕あり。

N20－SKOl

挿図番号

′▼一

図版番号 器　種

法　量

A 口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第34図

－9

図版第
30－1
土師器小皿A　　7．8
B　 l．3

普　通 淡橙色 やや良好内面底部付近にナデ痕あり。

－10 30－2 A　　8．4
B　 l．4

普　通 淡樟色 普　　 通

－11 A　　8．2
B　 l．4

普　通 赤褐色 普　　 通底部から口緑へやや外反ぎみに
広がる。休部外面にかすかに回
転ナデ痕が残る。

－12 A　　8．4
B　 1．．6

普　通 淡橙色
（赤味がある）

やや不良比較的肥厚している。休部から

口緑部にかけてやや立ちぎみ。

一付12－



N20－SKO2

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第34図

－13

図版第
30－4
土師器小皿A　　8．0
B　l．2

普　通 淡黄樟色 普　　通器高は低く，休部は広がりなが
ら立ちあがる。

－14 30－3 A　　8．2
B　1．4

粗
微砂粒を含む

赤褐色 不　　良口緑にかけてやや外反ぎみでは
あるが，体部自体はたちぎみ。
成形・調整は雑。

－15 A　　8．2
B　l．3

普　通 淡橙色 普　　通底部から休部への移行部分に段
があり，口緑にかけて丸味を
もって広がる。

－16 瓦質土器小皿A　　9．0
B　l．9

やや密 黒　色 やや良好底部から体部にかけて丸味を帯
びている。内面と外面口緑部周
縁の一部が黒っぽい。

－17
30－5
土師器　杯A　14．0
B　　3．3

やや密 黄灰色 良　　好外面の一部に明確でないが回転
ナデの痕跡あり。

N20－SKO3

挿図番号図版番号 器．種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土

i

色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第34図

－18

図版第
30－6
土師器小皿A　　8．6
B　1．4

粗
（微砂粒を含む）

橙　色 普　　通底径が大きく，体部は直立ぎみ。
口緑端部は丸くおさめている。

－19 A　　8．2
B　1．4

普　通 淡橙色 やや良好内外面とも丁寧なナデ。休部は
やや直立ぎみ。

－20
30－7

A　　8．4
B　1．4

普　通 淡赤褐色 良　　好口緑に向かって，外反ぎみに広
がっている。全体に厚い。

－21 30－8瓦質土器小皿A　　9．4
B　1．1

やや密 灰黒色 普　　通全体に薄手で，形に歪みがある。
外に広がり，扁平な感じをうけ
る。

－22 30－9瓦質土器椀A　14．8
B　　5．9
C　　6．2

密 灰黒色 やや良好外面にへラ磨き。高台はやや外

へ張り出している。
内面と外面の一部が黒っぽい。

N20－SKO5

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

・胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第34図

－23

図版第
29－16
黒色土器杯A　14．0
B　　3．3

普　通 黒　色 やや不良底部内面にタテナデ。

ー付13－



N20－P44

挿由番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第34図

－24

図版第
30－10
土師器小皿A　　8．0
B　1．5

普　通 淡樺色 普　　通内外面とも回転ナデ。底部外面
に板目状圧痕。

－25 A　　8．6
B　1．5

普　通 淡橙色 普　　通底部から体部への移行はなだら
か。内外面ともナデ。

N20－P47

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第34図

－26

土師器小皿A　　8．2
B　 l．3

普　通 淡橙色 普　　通明確ではないが，内面回転ナデ。
器高は低い。体部から口緑部へ
は外反ぎみ。

－27図版第
30－11

A　　8．2
B　 1．1

普　通 淡橙色 普　　通内外面とも粗雑なナデ調整。器
高は低い。

N20－P40

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

苧34図

－28

図版第
30－12
土師器小皿A　　8．2
B　1．5

やや密 淡橙色 良　　好内外面とも丁寧な回転ナデ。底
部は厚い。底部外面に板目状圧
痕。

N20－P20

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第34図

－29

図版第
30－13
瓦質土器小皿A　　9．0
B　　2．0

普　通 黒灰色 普　　通内外面とも回転ナデ。
内外面とも黒っぽい部分あり。

ー付14－



N20－FP O4

挿図番号図版番号 器　種

‘法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第34図

－30

土師器小皿A　　8．0
B　 1．3

密 淡橙色 良　　 好内外面とも回転ナデ。底部から
休部に至るところに明確な段あ
り。

－31 瓦質土器椀A　15．4
B　　5．2
C　　5．4

普　通 暗灰色 不　　 良内外面とも回転ナデ。外面は回
転ナデの後にへラ磨きを施して
いる。

S20－SK37

挿図番号図版番号 器　種

‾法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第35図

－1

図版第
30－14
土師器小皿A　　8．4
B　 l．4

普　通 暗橙色 やや不良休部から口緑にかけ，やや外反
ぎみ

－2 A　　8．8
B　 1．4

普　通 淡橙色 やや不良全体的に薄い。 磨耗

－3 土師器　杯A　14．0
B　　4．2

普　通 淡橙色 普　　通休部から口緑部にかけて外反し
ている。内外面とも回転ナデ。

－4
30－15

A　14．0
B　　3．6

普　通 淡樟色 普　　通外面回転ナデ。

－5 A　14．4
B　　3．8

普　通 淡橙色 普　　 通内外面とも粗雑なナデ調整。

－6 A　14．6
B　　3．7

粗
（微砂粒を含む）

淡樟色 普　　通内外面とも回転ナデ。底部はか
なり分厚い。

－7
30－17
瓦質土器椀A　15．2
B　　5．4
C　　5．0

普　通 灰白色 良　　好内外面ともへラ磨き。
口緑周縁は黒っぽい。

－8 A　14．6
B　　5．4
C　　5．7

やや密 灰白色 良　　好内外面とも回転ナデ。特に内面
は丁寧。
内外面の一部が黒っぽい。

－9
30－16

A　15．2
B　　5．7
’C　5．5

やや密 灰白色 良　　好内面不規則なへラ磨き。外面は
回転へラ磨きが認められる。
口緑外周は黒っぽい。

－10 A　15．6
B　　5．4
C　　7．0

やや粗 暗白灰色 不　　 良一部の焼成が悪く，赤褐色の部
分が認められる。外面へラ磨き。
口緑周縁の一部がぼんやりと
黒っぽい。

－11
30－18
土師器　鉢A　24．0
B　lO．3

普　通 淡樟色 やや良好内外面とも回転ナデ。

一付15－



Sl且E－SK20

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径C血

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第35図

－12

土師器小皿A　　8．5
B　1．4
普　通 乳灰白色 やや不良口緑部にかけてやや外反ぎみに

広がっている。

－13 A　　8．4
B　1．5
普　通 乳灰白色 やや不良体部から口緑部にかけて外反ぎ

み。器形の歪みは乾燥・焼成時
のものであろう。

－14 土師器杯A　15．0
B　　4．3

粗
（粗砂粒を含む）

乳灰白色 やや不良体部の器壁は薄い。

－15 A　14．0
B　　4．0

粗
（粗砂粒を含む）

乳灰白色 やや不良底径がやや小さい。

－16図版第
30－19

A　14．4
B　　4．1
普　通 乳灰白色 良　　好口緑部はやや丸味を欠く。

－17 30－20瓦質土器椀A　14．0
B　　5．0
C　　5．5

やや密 灰白色 良　　好内面に不規則なへラ磨きあり。
外面へラ磨き。
内外面とも黒っぽい部分が認め
られる。

N20－SK17

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径

B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第35図

－18

図版第
31－1
瓦質土器椀A　15．0

B　　4．9
C　　5．6

密 青灰黒色 良　　 好外面回転ナデ。高台は低い。口
緑周縁は黒っぽい。

－19 A ．14．8
B　　4．8
C　　6．2

普　通 灰白色 やや良好底部と体部は比較的はっきりし

た稜線で画されている。口緑周
縁は黒っぽい。

－20 A　14．4
B　　4．8
C　　5．6

普’通 黄灰色． やや不良外面は回転ナデ。高台は低く，
やや外方に張り出すような形態
を呈す。

－21 A　14．4・
B　　4．5

C　　5．3

密 青灰黒色 良　　 好口緑にかけてやや外反ぎみであ

る。口緑周縁は黒っぼい。

N20－SK15

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A 口　径
B 器　高
C 高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第36図

－1

瓦質土器椀A　15．4
B　　5．1
C　　5．6

普　通 黒灰色 普　　 通内面には不規則なヘラ磨きがあ
り，外面は回転へラ磨き。

ニ2 図版第
31－2

A 15．6
B　　5．4
C　　6．0

普　通 黒灰色 普　　 通体部外面下部にへラ磨き。
内外面の大半が黒っぽい。

一付16－



N2　0－SK14

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第36図

－3

図版第
31－3
土師器椀A　15．6

B　　5．2
C　　6．4

普　通 淡橙色 良　　 好口緑直下には明確な回転ナデの
痕跡あり。

N2　0－SK2　5

挿図番号 図版番号 器　 種

法　 量
A 口　 径
B器　 高
C高台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及び手法の特徴 備　 考

第36図

－4

図版第
31－4
黒色土器杯 A　 15．4

B　　 3．6
普　 通 黒　 色 やや不良

N2　0－SK2　4

挿図番号図版番号 器　種

、法　量
A 口　径
B器　 高
C高台径cm

胎　 土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第36図

－5

瓦質土器椀 A　 15．6
B　　 5．2
C　　 6．6

普　 通 淡灰黒色 やや不良外面へラ磨き。高台は不定形で
ある。内外面は黒っぽい。

N2　0－SK26

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A 口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第36図

－6

〕瓦質土器椀A　15．6
B　　5．4
C　　6．0

普　通 白灰色 やや良好外面へラ磨き。
休部は比較的丸味をもってい
る。
口緑周縁は黒っぽい。

N17－SKll

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第37図

－1

須恵器要 普　通 黒灰色 普　　通体部の全面に叩き目あり。 自然粕が認
められる。
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N20－SK126

挿図番号

仙

図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

弟37図

－2

須恵器壷A　14．4 密 青灰色 良　　 好内面回転ナデ。頸部直下に叩き

のあと回転ナデ調整。

S18－SK29

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 ‘形態及び手法の特徴 備　考

第37図

一3

須恵器賓A　24．0 密 濃灰色 良　　好内面回転ナデ。頸部外面に叩き
目あり。

N20－SK27

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第37図

－4

土師器鍋A　31．0

－5
A　32．7

N20－SK113

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第37図

－6

瓦質土器鉢A　31．4
B　lO．2

やや密

S17－SK34

挿図番号

仙

図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

弟37図

－7

瓦質土器鉢A　27．3
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S16－P19

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第37図 瓦質土器A　26．2 普　通 淡黄灰色 普　　通外面は回転ナデ。口緑端部直下
－8 片　口　鉢B　11．1 は強く圧力が加えられたため

か，少し窪みぎみとなっている。

S16－SK33

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　●調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第37図

－9

瓦質土器鉢A　27．2
B　　8．3
、普　通 明灰白色 普　　通

l

底部内面にタテナデ。休部内面
上部にヘラ削り調整。
休部外面中央に叩き目が残り上
部に回転ナデ調整が認められ
る。

S16－SK28

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第37図

－10

瓦質土器襲A　28．0 密 灰黒色 やや良好頸部直下から休部にかけて全面
に叩き目。休部内面は回転ナデ。

N20－SK23

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第37図

－11

瓦質土器
大　　　 要

やや粗 暗黒灰色 普　　通休部全面に格子状の叩き目あ
り。

ー付19－



N23－SKOl

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A 口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第38図 土師器小皿A　　8．8 密‘ 茶色がかった乳白色良　　 好休部は「く」字形に立ちあがり
r l B　 l．4 細砂粒を若干

・含む

I端部は厚い。体部内外面とも回
転ナデ調整。

‾2－・ A　　7．8

B　 1．3

やや密．
細砂粒を含む

内　赤茶色がかっ
た乳白色。
外　乳白色をベー

スにするが部
分的に赤い。

良　　 好休部はやや外反ぎみに立ちあが

る。
体部内外面とも回転ナデ調整。
底部内面仕上げナデ。

－3 図版第 A　　7．8 やや密 褐色がかった乳白良　　 好底部は成形時に粘土円盤を付着
31－6 B　 1．5 小砂粒を含む色。内外面とも部

分的に黒っぽい。
させたため，同器種の一般例と
比べて著しく厚い。休部外面回
転ナデ調整。若干焼きひずみが

認められる。

－4 A　　8．1
B　 1．3

密 赤茶色がかった乳
白色。

良　　 好休部はやや外反ぎみで内外面と
も回転ナデ調整。薄手である。

－5 A　lO．7
B　 1．7

やや粗
小砂粒を含む

乳白色 良　　 好休部は底部からなだらかに立ち
あがり，口緑端部は丸い。体部
内面回転ナデ調整。

やや磨耗

－6 31－7 土　師　器
脚付皿
A　lO．2
（B　 1．8

以上）

やや密 乳白色 良　　 好中央に径5．5mmの穿孔。皿部分の

休部は若干内攣ぎみに浅い角度
で立ちあがる。休部内外面とも
回転ナデ調整。

－7 土師器杯A　14．6
B　　3．5

密
細砂粒を若干
含む

やや褐色がかった
乳白色

良　　 好休部内外面とも回転ナデ調整。

（外面のナデは粗い。）

－8 A　13．2
B　　3．5

密
小砂粒を含む

乳白色 良　　 好体部外面は滑らかさを欠き明瞭

に段を有す。内外面とも回転ナ
デ調整。

－9 土師器椀A　14．0 やや粗 やや黄色がかった良　　 好内外面とも回転ナデ調整。底部瓦質土器の
B　　4．3
C　　4．9
小砂粒を多く
含む。

乳白色（外面部分
的に赤い）

内面仕上げナデ。 可能性あり。

－10 A　14．0 やや密
細砂粒を若干
含む。

やや赤味を帯びた
乳白色

良　　 好内外面とも回転ナデ調整。内面
は五周以上にわたって回転へラ
磨きを施している。

瓦質土器の．

可能性あり‾こ

－11 A　14．3 やや：密 やや褐色がかった
乳白色（内面はや

や明るい）

良　　 好端部は若干面取りを意識してい

る。

瓦質土器の

可能性あ
り。

－12 C　　4．6 密 内　白っぽい茶褐色
外　灰　　　　 色

良　　 好内面は10条／cmの細かい刷毛目

と，やや粗い刷毛目が交差して

いる。

瓦質土器の

可能性あり。

－13 C　　4．7 密 内　灰　　　　 色
外　白っぽい茶褐色

良　　 好断面四角形貼り付け高台。口緑
端部は平ら。
内面は磨耗しているが7条／cm

の粗い刷毛目が認められる。

黒色土器の

可能性あり。

－14 C　　4．7 やや密
細砂粒を含む

黒灰色 普　　 通断面四角形貼り付け高台。 黒色土器の
可能性あり。
磨耗。

－15

l

C　　4．9 やや密
細砂粒を若干

含む。

内　やや黒っぽい
灰色
外　やや暗い茶褐色

普　　 通 一d．ヽト
貼り付け高台は僅く丸味を帯び

ている。内面は粗い刷毛目が認
められる。

黒色土器の

可能性あり。
磨耗。

－16 C　　5．3 やや密
小砂粒を含む。

lやや赤味がかった
乳白色

良　　 好貼り付け高台は，唯一しっかり
したつくりのものである。外方

に長く踏み出し，口緑端部はや
や平ら。
底部内面仕上げナデ。

一付20－



挿図番号 図版 番号 器　 種

法　 量

A 口　 径
B 器　 高
C 高 台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及 び手 法の特 徴 備　 考

第38図

－17

土 師 器 椀 A　 15 ．0
B　　 5 ．5
C　　 4 ．9

密 黒 っぽい茶褐 色 やや不良
軟　　 質

高台 はやや外反 ぎみで小 さい。
内面 は不定 方向ナデ調整。外面

は回転 ナデ調整 。

黒色 土器の
可能性 あ り

－18 A　 14 ．6 密 内　 黒灰色の部分 普　　 通 監部 か ら胴 部中 ほどにかけて器 黒色土器 の
B　　 4 ．5 細砂粒を含む。 とやや赤 っぽ が厚い。 口緑端部近 くで再 び 可能性 あ り
C　　 4 ．9・ い部分がある。

外　 やや暗い茶褐色
巴厚 する。内面 は12条／cm の細

かい刷 毛 目が不定方向 に施 され
る。外面 は回転ナ デ調整。

外面磨耗

－19 A　 15．2 や や密 内　 灰 白色 をベー 普　　 通 、占り付 け高台 は部分 によって断 法量 C は反
B　　 4．8
C　　 5．7

細砂粒を含む。 ス としている
が部分 的に黒

っぽい ところ
と赤味が かっ
た ところが あ
る。

外　 黒灰色。（部分
的 に 白 っ ぽ

い。）

形 が異 な る粗雑 なつ く1りであ

る。
内面 は回転 ナデの後，不定方 向

ナデ調整 。外面 は回転 ナデ調整。

転復原 によ

る誤差 を含
んで いる。
黒色土器 の
可能性 あ り

－20 A　 14 ：6 密 黒灰色 普　　 通 重めて特異 な形態 である。高台 黒色 土器の
B　　 4 ．7
C　　 7 ．3

細砂粒 を含む。 は大 き く外 方 に踏 み 出 して い

る。
民部 内面 には刷 毛 目 の起 点 と
なった板 状工具の端が直線状 に
刻 まれてい る。外面 回転 ナデ調
整。

ノ　lヽ可能性 あ り
ゃや磨耗

－21
土 師 器 鉢 やや粗

小砂粒 を比較
的多 く含 む。

茶色がかった乳白色 良　　 好 底 部 は平 らで 「く」字形 に折れ
て，休 部 に至 る。

磨　 耗

－22 土師器すり鉢 A　 29．5 粗 茶褐色 （内外面 と 普　　 通 器 壁 は ほぼ 9 mm の一 様 な 厚 さ l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l磨　 耗
B　 ll．5 小 砂粒 を多 く

含む。

も口緑部付 近 は黒

っぽい。）

で， 口緑部 はやや内攣気味 であ
る。
櫛描の摺 目は 4 条 を単位 として

い るが，一部 3 条の部分 があ る。
外面 は回転 ナデ調整が一部認 め
られ る。

－23 土師器土鍋 A　 34 ．0 やや密
細砂 粒 を多 く
含 む。

やや白っぽい茶褐色 普　　 通 口緑部 はやや 鈍 く外 反 しほ ぼ

まっす ぐのびてい る。
口緑部外面 は回転 ナデ調整，胴
部外面 に指頭痕 が認 め られ る。

－24 土 師 器 壷 A　 23 ．9 やや密

やや大粒 の砂
粒を多 く含む。

やや暗 い乳白色 良　　 好 口緑部 は鋭 く「く」字形 に折 れ，
端部の面取 りは丁寧 であ る。 口
緑部 内 外面 と もに回転 ナ デ調
整 。
胴 部内面 は不定 方向ナデ調整。 l

第39図 瓦質土器小皿 A　　 7 ．2 や や密 灰 白色 （内面 はや 普　　 通 体 部はやや外反 し， 口緑端部 は
－ 1 B　 l ．5 ．小砂粒を含払 ・や黒 っぽい。） 丸 い。内外面 とも回転ナ デ調整。

底部内面仕上 げナデ。

－ 2 A　　 8 ．3
B　 l ．5

や や密
細砂粒を含む。

白灰色 良　　 好 休部 はなだ らか に立 ちあが り器
壁 は薄 い。
内外面 とも回転ナ デ調整。底 部
内面仕上 げナデ。

口緑 端部 は 内外 面 と も黒 っぽ
い。

－ 3 A　　 7．9

B　 1．7

密

細砂粒 を若
含 むが堅緻。

青灰色 良　　 好 薄手で滑 らかな器壁 をもつ。
内外面 とも回転 ナデ調整。底部
内面仕上 げナデ。

口緑周縁 は黒 っぽい。

－ 4 図版第 A　　 7．9 やや密 灰白色 良　　 好 厚手でやや深 い
31－ 8 B　 l．9 大粒 の砂粒 も

含 んでいる。

○内外面 とも回転 ナデ調整。‘底部
内面仕上 げナデ。
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挿図番号 図版 番号 器　 種

法　 量
A 口　 径
B 器　 高
C 高台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成

l

形態及 び手 法の特徴 備　 考

第39図

－ 5

1 瓦質土器小皿 A ‘8．6 ・

B　 l．5
やや密
細砂粒を含む。

青灰色 良　　 好 内外面 とも回転ナ デ調整。底部
内面仕上 げナデ。

・口縁周縁 は黒 っぽい。

－ 6 A　 7 ．9 やや密
細砂粒を含む。

青灰色 普　　 通 体 部 はやや 内攣気 味に立ちあが

り，口緑端部 は丸 い。
内外面 とも回転 ナデ調 整。

口縁周縁 は黒 っぽい。

－ 7 A　　 8 ．5 密
細砂粒 を若
含 む。

灰 白色 普　　 通 休部 は若干内攣 気味。
内外面 とも回転ナ デ調整。 口緑
部外画 の一部が うす く黒味 を帯
びている。

－ 8 瓦質土器椀 C　　 5．2 密 ．
細 砂粒 を若
含 む。

内　 うす い茶灰色

外　 若干燈色がか

った灰色

普　　 通 貼 り付 け高 台は断面四角形。
底部内面 は不定方 向ナデ調整。

－ 9 C　　 6 ．0 やや密
小砂粒を含む。

灰 白色 普　　 通 高台が低 くす ぎるため，安定性
を欠 く。
貼 り付 け高台 は大 き く雑 なつ く
りであ る。
内面 は一定方向 ナデ調整。

口緑外 周が うす く黒味 をおびて
いる。

－10 C　　 4．5 やや密
小砂粒 を多 く
含 む。

灰 白色 普　　 通 貼 り付 け高台 は断面三 角形で，
端部 は丸味が少 ない 。

器壁 は滑 らか さを欠 く。
内面 は一定 方向ナデ調整。

－11 C　　 5 ．4 密
小砂粒 を若
含 む。

灰 白色 普　　 通 貼 り付 け高 台はやや外方 に張 り
出 し断面三 角形 を呈 す。
底 部内面 は一定 方向ナデ調整。

－12 C　　 5．3 や や密

小砂粒 を若
含む。

灰 白色 普　　 通 断面三 角形の貼 り付 け高 台は，
小 さ くシ ャープで あ＿る。
内面 は粗い回転 ナデの後 ，回転

へ ラ磨 きを施す。底部 内面 は不
定方 向ナデ調整。

－13 A　 15 ．3 やや粗

比較的大粒 の
砂粒 を含 む。

灰 白色 普　　 通 内面 は粗 い回転ナ デ調整 の後，

回転へ ラ磨 きを施 し， さらに不
定方向 ナデ調整。
休 部内面 にはへ ラ状 工具の痕跡

が認 め られ る。

口線 内外面 は黒 っぽい。

「14
A　 14．9 密

細砂粒を含む。

灰 白色 普　　 通 内面 は粗 い回転 ナデ調整 の後 ，
回転 へラ磨 きを施す。部分 的に

一 定 方向 ナ デ調 整 が認 め られ
る。外面 は回転ナ デ調整。 口緑
周縁 は黒 っぽい。

－15 A　 14 ．0 密
小砂粒を含む。

灰 白色 普　　 通 内面 は粗 い回転 ナデ調整の後，

回転へ ラ磨 きを施 し， さらに不
定方向 ナデ調整 。（へ ラ磨 きは不

明瞭）
口緑周縁 は内外面 とも黒 っぽい。

－16 A　 14 ．2 やや密
細砂粒を含む。

灰 白色 普　　 通 内面 は粗 い回転 ナデ調 整の後，
回転 へ ラ磨 きを施 し，さ らに不
定 方向ナデ調整。外面 は回転ナ
デ調 整。 口緑周縁 は内外面 とも

に黒 っぽい。

－17 A　 15．1 やや密
細砂粒 を多 く
含 む。

灰白色 普　　 通 内面 は粗 い回転ナ デ調整 の後，
回転へ ラ磨 きを施 して いる。へ

ラ磨 きの うえに は一定方向 の弱
いナ デが認 め られ る。
外面 は回転 ナデ調 整。

口緑 周 縁 は内 外面 とも黒 っぽ

い。
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挿図番号 図版 番号 器　 種

法　 量

口　 径
B 器　 高
C 高 台径cm

胎　 土 色　　 調 1 焼 成 形態及 び手法の特徴 備　 考

第39図 瓦質土器椀 A　 15 ．7 やや密 灰 白色 普　　 通 内面 は粗 い回転 ナデ調整 の後
－18 B　　 5 ．2

C　　 5 ．0
細 砂粒 を含 む。 I回転 へラ磨 きを施 し， さ らに－

｛方向ナデ調整。

面 は回転 ナ デ調整。

口緑部付近 に－部焼 きひずみが
あ り， 口緑周縁 は内外面 ともに

‥、つぽい。
－19 A　 15 ．1

B　　 4．2
C　　 5．8

密
細砂粒 を若干
含 む。

青灰色 良　　 好 内面 は不定方向 ナデ調整 。外面

は回転ナデ調整 の後， 回転 へラ
磨 き調整 。

高 台は先 端がやや外反 する。

口緑 周縁 は黒 っぽい。
▼

－20 A　 14 ．3
B　　 4 ．8
C　　 4 ．6

密
細砂粒 を若干
含 む。

青灰色 良　　 好 内面 は粗い回転 ナデ調整 が口緑
部付 近に一部観察 され るがほ と
ん どが一定方向 ナデ調整 に よっ

て消されてい る。
外面 回転 ナデ調整。

口緑周縁 は黒 っぽい。

－21 A　 15．5
B　　 4 ．4
C　　 4 ．5

やや密
小砂粒を含む。

灰 白色 （外面 は体
部下半か ら底部 に

か けて赤茶色 を帯
びてい る。）

普　　 通 内面 は粗 い回転 ナデ調整の後，

回転へ ラ磨 き調整 ， さらに一定
方向ナデ調整 が施 されてい る。
外 面 は回転 ナデ調整 。

口緑 周縁 は黒 っぽい。

－22 A　 15 ．0
B ．5．5
C　　 5．4

やや密
細砂粒′を多 く
含む。

灰 白色 普　　 通 内面 は粗 い回転ナ デ調整 の後 ，‘’
回転へ ラ磨 き調整， さ らに一 定
方向 ナデ調整 が施 され ている。
外面 回転 ナデ調整。

口緑周縁 は黒 っぽい。

－23 A　 14．4
B　　 4 ．6
C　　 5 ．0

やや密
小砂粒 を含 む。

灰白色 普　　 通 内面 は粗 い回転 ナデ調整の後，
回転へ ラ磨 きを施 してい る。体
部下半か ら底部 にかけて は滑 ら

かな壁が形成 され ，一定方向ナ
デ調整が認 められ る。長 芋約 3

cm のへ ラ痕が 4 ヶ所施 されて い
る。外面 は回転 ナデ調整 。
口緑周縁 はうす く黒味 を帯 びて
いる。

－24 A　 14 ．8
B　　 4 ．4

C　　 5 ．4

密 青灰色 良　　 好 釘状 の工 具で木の葉 を思 わせ る
線刻 が施 されて いるが，部 分的

に不明瞭 。内面 は回転 ナデ調 整
後， 回転 へラ磨 き調整， さ らに

一定方 向ナデ調整が施 され てい
る。外面 に回転 ナデ調整。 やや
黒 っぽい部分 があ るが体部 の色
調 と融合 し明瞭 でない。

－25 A　 15．0
C　　 5 ．0

やや密
小砂粒を含む。

灰白色 普　　 通 内面 は粗 い回転 ナデ調整の後，

へ ラ磨 き調整， さ らに一定方向
ナデ調整 を施す。外面 回転ナ デ
調 整。

高台が底部
中央か らず
れたた め，
椀部 に傾 き
が生 じた。

－26 A　 14 ．0 密 やや明るい灰白色 普　　 通 底部外 面に 6 条／cm の板 目圧 痕
B　　 5 ．0 砂粒 をは とん （部分 的に赤 色を 示ある。 内面 は粗 い回転 ナデ調

C　 5．2～5．7
（楕円形）

ど含 まず。 帯 びている。） 整 の後， 回転 へ ラ磨 き調整 を施
した もの と思われ るが磨耗 が進

んでお り詳細 不明。
外面 は回転 ナデ調整。

－27
A　 14 ．2
B　　 4 ．6
C　　 4 ．9

密 青灰色 良　　 好 内面 は粗い回転 ナデ調整 の後，
回転 へラ磨 き調整， さ らに底 部
中央 か ら放 射状 にナデ調 整 を施
している。底部 は仕上 げナデ。
外面 は回転 ナデ調整。

口緑周縁 は うす く黒味 を帯 びて
いる。
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挿図番号 図版番号 器　 種

法　 量

A 口　 径
B 器　 高
C 高台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態 及び手法の特徴 備　 考

第39図 瓦 質土 器椀 A ・15．0 密 内　 橙がかった灰色 普　　 通 内面休 部上半 は粗 い回転 ナデ調
－28 B　　 4．7 ． 砂粒 をは とん 外　 灰 白色 （部分 整。下 半か ら底部 に至 る器壁 は

C　　 5．6 ど含 まず。 的に赤っぽい

と　こ ろ　も あ
る。）

滑 らかで，底 蔀中央 を中心 に断

続 的 な刷 毛 目の 手法 が み られ
る。外面 に回転ナ デ調整。

－29 A　 14 ．8
B　　 4 ．7
C　　 4 ．9

やや密 灰白色 普　　 通 内面 口緑部付 近 は刷毛 目（？）の
起点 となった工 具の痕跡が直線
状 に刻 まれ ている。内面 は粗 い
回転ナ デ調整 の後 ，不定 方向に

ナデ調整 を施 す。 一部に刷毛 目
と考 え られ る痕 跡 が認 め られ
る。外面 は回転 ナデ調整 。

－30 A　 14．8
B　　 4．6
C　　 4．2

やや密

小砂粒 を比較
的多 く含 む。

青灰色 良　　 好 断面 四角形貼 り付 け高 台は他 と
比 べて口径が小 さい。
内面 は粗 い回転ナ デ調整 の後 回
転へ ラ磨 き調整。体部下半 か ら
底部 にかけて疎密多様 な刷毛 目

による調整 がみ られ る。外面 は
回転 ナデ調整 。

第40図 瓦質土器すり鉢 A　 32 ．2 やや粗 灰 白色 （内外面 と 普　　 通 器壁 は口緑部付近 で肥厚 L　 や
－ 1 （片 口） 大粒小粒 の砂

粒 を含 む。
も部分的 に黒 っぽ

い。）

や内攣気味 に終 ってい る。’

櫛 描の摺 目は 4 条 を単位 として

い る。内面 は回転 ナデ調整が認
め られ る。

－ 2 瓦質土器 鉢 A　 27 ．0 やや密
小砂粒 を若 干
含 む。

内　 黒灰色
外　 灰 白色

普　　 通 口緑端部 は面取 りし，丁寧 に仕
上 げてい る。
内外 面 とも回転 ナデ調 整。

口緑周縁 は黒 っぽい。

－ 3 A　 21．0 やや密
小砂粒 を若干
含 む。

灰 白色 （部 分的＿に

黒 くなってい る。）

良　　 好 口緑部 の成形 は 2 同様丁寧 であ
る。 内外 面 とも回転 ナデ調 整。

－ 4 やや密
小砂粒 を多 く
含 む。

灰 白色 （部分 的に
黒 っぽい。）

普　　 通 休部 は 「く」字形 に立 ちあが る。
底部 と体部 は器 厚が ほぼ 等 し

い。底部 内面 に粗いナ デ調整が
認め られ るがその他の部分の調
整 は不明 である。

－ 5 A　 21．9 粗
大粒の砂粒 を
多量 に含 む。

青灰色 普　　 通 口緑端 か ら2．5cm ほ ど下 が った

ところに不明瞭 なが ら段 を有す
る。
厚手 で丸味 を帯 びている。
内面 口緑付 近 と外面 は粗 い回転

ナデ調整。 他は回転 ナデ調整。

／．－－　U 瓦質土器壷 やや密
小砂粒 を若干
含む。

青灰 色 良　　 好 底部 は外反 して終 ってお り先端

は未調整。
内面底部付近 に回転 ナ デ調整が

み られ る。外面 は格 子状叩 き目

の うえを一部 へラ磨 きで消 して
いる。
底 部未調整。

－ 7 図版 第 須 恵 器 椀 A　 14 ．4 やや密 青灰色 良　　 好 内面 粗い回転 ナデ調整 の後　 回

31－ 5 B　　 4．7
C　　 4．3

細砂粒 を少 し
含 む。

，転 へラ磨 き調整， さ らに－定方
向に細 かいナ デを施 している。
外面 は回転ナ デ調整。

口緑外 周 は黒 っぽい。

－ 8 須 恵 器 聾 A　 24．8 やや密
大粒の砂粒 を

含 む。

青灰色 良　　 好 口緑部 は外反 し，端部 は平 ら。

内外面 とも回転ナ デ調整。
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挿図番号 図版番号 器　 種

法　 量
A 口　 径
B 器　 高
C 高台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及び手法の特徴 備　 考

第40図 土 師器鍋 A　 33．0 やや密 明るい茶褐色 （外 普　　 通 休部から口緑部にかけて緩やか
－9 小砂粒を多く

含む。
面は部分的に黒っ
ぽい。）

に攣曲し，口緑部はまっすぐに
伸び，端部は丸い。
口緑外面は格子状夕タキが消さ
れずに残っている。
外面は回転ナデ調整。．

l

S16－SD O2

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第41図

－1

土師器小皿A　　7．7
B　 l．0

普　通 橙　色 良　　 好ヨコナデ

－2 A　　7．8
B　 1．7

普　通 橙　色 葺　 通
磨耗

－3 瓦質土器小皿A　　8．4
B　 1．9

普　通 灰　色 普・　通

－4 土師器杯A　12．5
B　　3．1

普　通 橙　色 良　　 好 や丸味をもった底より外反気
に立ち上がる。ヨコナデ。

－5 瓦質土器椀A　14．0
B　　4．5
C　　4．2

良　好 灰　色 良　　 好口緑部周縁は黒っぽい。
内面を粗い刷毛で調整。

S17－SD O2

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第41図

－6

図版第
24－1
土師器小皿A　　8．3
B　 1．4

良　好 淡撃色 普 ．通休部途中で屈曲し，外反。 磨耗

－7 瓦質土器小皿A　　8．3
B　．1．4

良　好 内　灰黒色
外　灰　色

普　　 通体部外面に黒っぽい部分が認め
られる。

磨耗

－8 A　　9．0
B　　2．3

不　良 灰白色 不　　 良 磨耗

－9 24－2 土師器椀A　13．2
B　　4．0

普　通 淡黄色 普　　 通ヨコナデ調整 磨耗

－10 24－3 瓦質土器椀A 13．8
B　　5．3
C　　4．9

良　好 黄灰色 良　　 好ヨコナデ 本来，瓦質
土器であろ
うが，土師
質を呈す。

－11 A　14．7
B　　4．7
C　　5．2

良　好 灰　色 良　　 好ヨコナデ

－12 土師器鍋A　39．5
B　16．3

普　通 茶褐色 普　　 通口緑部周辺と体部下半に格子状
の叩き目あり。火をうけている。
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S17－SD O6

挿図番号図版番号．器　種

法　量

A 口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第41図

－13

図版第

24－7

土師器小壷A　　3．4
B　　3．5

普　通 淡黄色 良　　 好ヨコナデ

－14 24－8 A　 3．6
B　　2．9

普　通 淡黄色 良　　 好ヨコナデ

－15 土師器小皿A　　 7．9
B　 1．5

普　通 淡黄色 普　　 通 磨耗

－16 ・A　　 8．5
B　 l．4‾・

普　通 淡黄色 普　　 通ヨコナデ 磨耗

－17 24－5 土師器有脚杯A　14．7
B　　6．0
C　　9．1

普　通 淡黄色 普　　 通ヨコナデ。通例の杯に脚．をつけ

る。‘脚は先端部近くで外方に踏

み出す。

－18 24－9 瓦質土器椀 A　14．6
B　　4．9
C　　5．5

普　通 内　灰黒色
外　灰白色

普　　 通内面と口緑外周が黒っぼくなっ

ている。外面に回転へラ磨き。

－19 24－6 瓦質土器杯 A　15．4
B　　4．5

普　通 灰白色 普　　 通外面に回転へラ磨き。

l
－20 24－4 瓦質土器小皿A　　 9．0

B　 1．9

普　通 灰黒色 普　　 通外面の上半部に回転へラ磨き。

－21 24－10 瓦質土器鉢A　27．4
B　lO．0

口緑外周に格子状叩き目あり。

ヨコナデ

N20－SD O6

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A 口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第42図

－1

土師器小皿A　　8．1
B　 l．1

普　通 橙　色 普　　 通ヨコナデ

－2 A　　8．0
B　 l．3

普　通 内　暗橙色
外　灰橙色

普　　 通ヨコナデ。

－3 A　　8．4

B　 1．6

普　通 茶褐色 普　　 通ヨコナデ。

－4 A　　 8．0
B　 l．7

普　通 淡黄灰色 普　　 通ヨコナデ

－5 土師器杯A　13．5
B　　3．3

不　良 内　淡橙色

外　橙　色
良　　 好平担な底部より鋭角に休部にい

たる。比較的分厚い。ヨコナ号

－6 図版第

24－11
A　14．7

B　　3．4

普　通 内　淡橙色
外　黄灰色

普　　 通ヨコナデ

－7r 土師器椀A　14．7
B　　4．9
C　　6．7

普　通 淡黄色 普　　 通外面は回転へラ磨き。

－8 24－12 黒色土器椀 A　15．7
B　　5．1
C　　5．7

普　通 黄褐色 普　　 通口緑周縁に煤が付着。外面に回
転へラ磨き。

－9 24－13 瓦質土器椀A　14．8
B　　5．4
C　　5．5

普　通 灰白色 普　　 通外面はヨコナデののち回転へラ
磨き。内面は回転へラ磨き。
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挿図番号 図版番号 器　 種

法　 量
A 口　 径
B 器　 高
C 高台径cm

胎　 土 色　　 調 畢 成 形態及び手法の特徴 備　 考

第42図

－10

瓦質土器椀 A　 15．2
B　　 5．5
C　　 5．9

普　 通 黒灰色 普　　 通 器壁表面は全面が黒灰色を呈す
る。外面は回転へラ磨き。内面
も一部不規則なへラ磨き。

－11 図版第
24－14

A　 15．3
B　　 5．1
C　　 5．1

普　 通 灰　 色 普　　 通 外面回転へラ磨き。

1

N20－SD O2

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

l

第42図

－12

図版第
25－1
土師器小皿A　　8．2
B　 1．7

普　通 淡橙色 普　　 通体部途中で屈曲。ヨコナデ。平
らな底に板目状圧痕あり。

－13 25－2 A　　8．1
B　 1．3

良　好 淡橙色 良　　 好やや丸味をもって底より休部に
至る。底部外面に板目状圧痕。

－14 A　　8．6
B　 1．1

普　通 淡橙色 普　　 通ヨコナデ

－15 25－－3 瓦質土器小壷A　　3．3
B　　5．2

普　通 灰　色 普　　 通底部の仕上げは粗雑。体部に一
部へラ磨き．を施す。

－16 25－4 土師器杯A　13．8
B　　3．6

普　通 黄灰色 普　　 通平底よりやや丸味をもって口緑
部にいたる。内外両面に一部煤
が付着。ヨコナデにより調整。
底部外面に板目状圧痕。

－17 25－5 A　14．8
B　　3．5

良　好 橙　色 普　　 通平底より鋭く立ち上がる。
ヨコナデにより調整。

－18 25－6 瓦質土器椀A　14．9
B　　5．2
C　　5．2
l

良　好 灰　色 普　　 通口緑部内外周は黒っぼくなって
いる。外面はヨコナデののちへ
ラ磨き。内面不規則なへラ磨き。

－19 25－7 A　14．2
B　　5．4
C　　5．4

良　好 灰　色 普　　 通口緑部内外周は黒っぽい。内外
面に回転へラ磨き。
底部内面に不規則なへラ磨き。
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N20－SD Ol

挿図番号

JJJ′‘

図版番号 ．器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎 ．土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第42図

－20

図版第

25－8
土師器小皿A　　 7．9

B　 l．4
普　 通 淡黄色 普　　 通底部に板目状圧痕を残す。

－21 25－12 A　　8．7
B　 1．9

普　 通 橙　色 普　　 通丸味をもった底。やや深い。板
目状圧痕を残す。

－22 A　　7．7

B　 1．4

良　好

l

淡橙色 良　　 好ヨコナデ

－23 25－9 A　　8．7
B　 1．3 ‾・

良　好 淡橙色 良　　 好大きい平底。ヨコナデにより調
整。

－24 25－10 A　　 8．3
B　 l．3

普　 通 橙　色 普　　 通小さい平底。ヨコナデにより調
整。

－25 A　　8．9
B　　O．9

良　好 橙　 色 良　　 好ヨコナデ。

－26 25－1．1

4P

A　　8．1
B　 l．5

良　好 灰　色 良　　 好ヨコナデ。

－27

l

25－13 A　　 9．2

B　 1．6
良　好 灰　色 普　　 通ヨコナデ。

－28 25－14 土師器杯A　13．2
B　　3．3

良　好 淡黄色 良　　 好平底より内攣しながら立ち上が
る。比較的分厚。ヨコナデ。

－29 25－15 A　 14．0
B　　3．9

良　好 淡黄色 良　　 好平底よりやや外反気味に立ち上

がる。ヨコナデ。

－30 25－16 A　 14．7
B　　3．5

普　通 橙　 色 普　　 通小さな平底をもつ。休部途中で
外方に屈折する。

－31 25－17 土師器椀A　14．7
B　　4．5
C　　6．0

普　通 橙　色 普　　 通貼り付け高台をもつ。ナデ調整。

－32 25－18 瓦質土器椀A　15．2
B　　5．5
C　　5．9

良　好 内　灰黒色

外　灰黒色
良　　 好口緑部外周は帯状に黒い。外面

は，ヨコナデののち回転へラ磨
き。内面は回転へラ磨きと不規
則なへラ磨き。

－33 25－19 A　 16．2
B　　5．4
C　　6．1

良　好 内　灰白色
外　灰白色

良　　 好外面はヨコナデののち回転へラ
磨き。内面は不規則なへラ磨き。

－34 A　15．1

B　　5．4
C　 6．0

良　 好 内　灰　色
外　灰　色

普　　 通口緑部外周は黒っぽい。外面は
回転へラ磨き。内面は不規則な

へラ磨き。

N20－SD O3

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第4・3図

－1

土師器小鉢A　　5．5
B　　2．2

普　通 橙　色 普　　 通丸味をもった底部。体部下端に
2本，上部に1本の凸帯状の帯
がある。

－2 図版第
26－10
土　師　器
有．脚小皿

普　通 樟　色 普　　 通
l
脚部のみ
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挿図番号 図版番号

ヽ

器　 種

法　 量
A 口　 径
B 器　 高
C 高台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及び手法の特徴 備　 考

第43図

－3

図版第

26－1

土師器小皿 A　　 8．6
B　 1．6

良　 好 淡黄色 良　　 好 平底。垂直に近く立ち上がり，
体部途中で屈折し，丸くおさめ
た口緑端部にいたる。ヨコナデ。

－4 26－2 A　　 8．3
B　 1．4

普　 通 橙　 色 普　　 通 平底。鋭く立ち上る。ヨコナデ
調整。

－5 A　　 8．7
B　 1．5

普　 通 淡黄色 良　　 好 ヨコナデ調整。外反して立ち上
がる。

－6 26－3 A　　 8．5
B　 l．5

普　 通－ 淡黄色 良　　 好 ヨコナデ

－7 26－4 A　　 7．9
B　 1．4

普　 通 淡黄色 良　　 好 平底より丸味をもって立ち上
る。ヨコナデ

－8 26－5 A　　 9．0
B　 l．3

普　 通 淡黄色 良　　 好 ヨコナデ

－9

l

A　　 8．4
B　 1．0

普　 通 淡黄色 良　　 好 ナデ。底に板目状圧痕。

－10 26－6 瓦質土器小皿 A　　 9．1
B　 1．8

普　 通 灰　 色 良　　 好 口緑周縁は黒っぽい。
ヨコナデ

－11 26－7 須恵器小皿 A　　 9．2
B　 l．8

普・‾　通

l

灰　 色 良　　 好 ヨコナデ

－12 26－8 A　　 7．4
B　 1．3

不　 良
l

灰　 色 不　　 良 ヨコナデ。底に板目状圧痕。

－13 26－9 土 師器 杯
告 1三‥3 l

良　 好 内　 橙　 色
外　 淡黄色

良　　 好 比較的小さな平底よりゆるやか
に立ち上り，丸くおさめた口緑
端部にいたる。ヨコナデ。底部
外面に板目状圧痕あり。

－14 A　 13．9
B　　 3．0

良　 好 淡黄色 良　　 好 ヨコナデ

－15 A　 15．0
B　　 4．1

良　 好 淡黄色 良　　 好 外反気味に立ち上る。
板目状圧痕あり。

－16 26－11 土 師 器 椀 A　 16．0
B　　 4．9
C　　 6．4

良　 好 淡黄色 良　　 好 外面は回転へラ磨き。高台は貼
り付けており，全体的に丸味を
おびている。

－17 26－15 黒色土器椀 A　 15．9 良　 好 内　 黒 灰 色 普　　 通 外面はヨコナデののち，回転へ 16．20に形
B　　 5．3
C　　 5．7

外　 黒灰黄色 ラ磨き。内面は回転へラ磨き。
貼り付け高台は丸味をおびてい
る。

態・技法が
類似。

－18 26－12 瓦質土器杯 A　 14．4
B　　 3．6

普　 通 内　 黒灰色
外　 黒灰色

普　　 通 全面黒色をおびる。ナデにより
調整。

－19 26－13 瓦質土器椀 A　 14．7
B　 ．5．1
C　　 5．7

良　 好 灰白色 良　　 好 外面に回転へラ磨き。口縁周縁
は黒味をおびる。

－20 A　 16．0
B　　 4．9
C　　 6．2

普　 通 灰白色 、普　　 通 口緑外周は黒っぽい。外面回転

へラ磨き。

－21 26－14 黒色土器椀 A　 16．5
B　　 5．5
C　　 6．3

普　 通 黒灰色 普　　 通 外面は回転へラ磨き。

－22 26－16 瓦質土器鉢 A　 24．0
B　　 8．5

普　 通 内　 黒灰色
外　 灰黄色

普　　 通 口縁外縁に格子状叩き目を残
す。

－23 瓦質土器鍋 A　 30．0 普　 通 灰　 色 良　　 好
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N20－SD O5

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径C血l

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第43図

－24

図版第
27－1
土師器小皿A　　8．2
B　 1．4

普　通 淡黄色 普　　 通平底より外反しながら立ち上
る。口緑端部は薄く仕上げる。

－25 27－2 A　‘8．3
B　 1．2

良　好 淡黄色 普　　 通口緑端部は肥厚。ヨコナデ

－26 27－3瓦質土器杯A　14．4
B　　3．9

普　通 灰白黄色 普　　 通小さな平底をつくる。ヨコナデ

－27 27－4瓦質土器椀A　14．0
B　　5．0
C　　4．9

普　通 灰白色 普　　 通外面は回転へラ磨き。

N20－SD O4

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第44図

－1

図版第
27－5
土師器小皿A　　7．4
B　 1．2　－

普　通 淡橙色 普　　 通平底より立ち上り，体部途中で
鋭く屈折。内面ヨコナデ。

－2 A　　7．7
B　 1．4

良　好 淡樟色 良　　 好ヨコナデ

－3 A　 8．0
B　 1．5

普　通 橙　色 普　　 通やや丸底気味 磨耗

－4 27－6 A　 8．0
B　 1．5

普　通 淡橙色 普　　 通ヨコナデ

－5 27－7 A　　7．8
B　 1．3

良　好 淡橙色 良　　 好やや小さい平底。ナデ調整，底
部外面に板目状圧痕。

－6 27－8 A　 8．0
B　 l．0

普　通 樫　色 普　　 通 磨耗

－7 27－9 A　　8．・2
B　 1．3

普　通 淡橙色 普　　 通底部外面に板目状圧痕あり。 磨耗

－8 瓦質土器小皿A　lO．0
B　　2．0

良　好 内　灰白色
外　黒灰色

普　　 通口緑内周は黒っぽい。内底部に

へラ磨きが認められる。

－9 A　　9．0
B　 1．8

良　好 内　内白色
外　黒灰色

良　　 好口緑内周は黒っぽい。内底部に

へラ磨きが認められる。

－10 27－10 須恵器小皿A．8．8
B　 l．7

良　好 灰　色 良　　 好ヨコナデ

－11 27－11 土師器杯A　13．3 良　好 内　灰　色 良　　 好内面には煤付着。外面の一部に瓦質土器杯
B　　3．5 外　淡黄色 煤の痕跡。ヨコナデ 16と類似。

－12 27－12 A　14．1
B　　4．1

普　通 内　橙　色
外　淡橙色

普　　 通直径5cm程の平底をもつ。ヨコ
ナデによる調整。

－13 27．－13 A　14．2
B　　3．2

普　通 淡黄色 良　　 好ヨコナデによる調整。

－14 27－14 土師器椀A　11．8
B　　3．0

やや不良 淡橙色 良　　 好ヨコナデによる調整。

－15 27－15 A　14．7
B　　5．0
C　　5．6

良　好 淡橙色 良　　 好外面に回転へラ磨き。 瓦質土器椀
20と類似。
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挿図番号 図版番号 器　 料
法　 量
A 口　 径
B 器　 高
C 高台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及び手法の特徴 備　 考

第44図

－16

瓦質土器杯 A　 13．7
B　　 3．4

良　 好 黒灰色 良　　 好 内外面に煤付着。

－17 瓦質土器椀 A　 15．6
B　　 3．0
C　　 5．9

．良　 好 灰　 色 良　　 好 口緑外周は黒っぽい。外面はヨ
コナデののち回転へラ磨き。内
面は，ラセン状のへラ磨きと不
規則なへラ磨き。

－18 A　 15．7
B　　 4．9
C　　 6．2

良　 好 灰　 色 良　　 好 外面はヨコナデののち回転へラ
磨き。内面は上半部を回転へラ
磨き，下半部 ・内底部を不規則
なへラ磨き。

－19 A　 15．8
B　　 5．2
C　　 6．5

良　 好 灰　 色 良　　 好 休部の一部が黒っぽい。外面は
回転ベラ磨き。内．面は回転へラ
磨きと不規則なヘラ磨き。

－20 A　 15．3
B　　 5．4
C　　 5．9

良　 好 内　 灰 黒 色
外　 淡黄橙色

良　　 好 内面は煤付着。外面は回転へラ
磨き。

－21 図版第 A　 15．3 普　 通 ，　 内　 灰白色 やや不良 外面は回転へラ磨き。内面は不
27－16 B　　 5．1

C　　 7．2
外　 灰黄色 規則なへラ磨き。

－22 A　 14．7
B　　 5．3
C　　 4．9

普 ‘‘通 灰黒色 普　　 通

－23 A　 15．2
B　　 5．2
C　　 5．0

普　 通 灰白色 草　 通 口緑外周と体部内面の一部が
黒っぽい。

－24 須 恵 器椀 A　 12．9
B　　 4．1
C　　 5．1

普　 通 灰黒色 良　　 好 極めて良好な焼成。
瓦質土器か須恵器か不明。

瓦質土器23
と類似。

－25 27－17 須 恵 器壷 A　 15．1
B　 16．5

普　 通 暗茶緑色 良　　 好 底部外面ま
で煤が付着。

S20－SD Ol

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第45図

－1

土師器小皿A　7．9
B　1．5

良　好 橙　色 良　好平底。底部外面に板目状圧痕。
内外面ともヨコナデ。

－2 A　8．0

・B　1．9

良　好 淡黄色 良　好平底。内外面ともヨコナデ。
底に板目状圧痕を残すp

－3図版第
28－1

A　8．3
B　1．4

良　好 淡黄色 良　好 平底。内外面ともヨコナデ。

－4 A　8．2
B　l．5

良　好 樺　色 良　好底に板目状圧痕を残す。
内外面ともヨコナデ。

－5 A　8．3
B　l．6

良　好 橙　色 良　好底に板目状圧痕を残す。
内外面ともヨコナデ。

二6 28－2 A　9．9
B　1．6

良　好 樺　色 良　好 内外画ともにヨコナデ。
底に板目状圧痕を残す。
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挿図番号

人・　　　ヽヽ

図版番号 器　 種

法　 量
A 口　 径
B 器　 高
C 高台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及 び手法 の特 徴 備　 考

第 45 図

－ 7

土 師 器 杯 A 13．6
B　 3．9

良　 好 淡橙色 普　 通 小 さな平底 。

ヨコナデ

－ 8 A 13 ．3
B　 3 ．7

良　 好 淡橙色 普　 通 小 さな平底。器壁 はや や分 厚。

ヨコナデ。

－　9 図版第

28 －3
A 14 ．6
B　 3 ．9

良　 好 橙　 色 普　 通 小 さな平底。

ヨコナデ。

－10 2 8－4 A 14 ．8
B　 3．9

良　 好 淡黄色 普　 通 やや大 きい底 をもつ。

ヨコナデ調整 。

－11 A 14．7
B　 4．1

良　 好 淡黄色 普　 通 大 きい平底 を もち，休部 に数本

の鋭い稜線 を もつ。 ヨコナ デ

－12
28 －5

土 師 器 椀 A 13．3
B　 4．5
C　 6 ．1

良　 好 淡橙色 良　 好 高 く粗雑 な貼 り付 け高 台 を も

つ。 ヨコナデ

－13 黒色土器椀 A 13 ．6
B　 3．2
C　 5．8

良　 好 内　 灰 白色
外　 黒灰色

良　 好 内面 は煤付着。外面 は回転 へ ラ

磨 き。

－14

2 8－6
A 1 6．6
B　 5．5
C　 5．8

普　 通 内　 黒灰色 l
（剥落 ）

外　 黒灰色

不　 良 庫部 内画 まで煤が付着。 口緑端

発 音讐 霜 紅 媚 ㌍ 凱

付 け高台。

－15 A 14 ．7
B　 5 ．2
C　 5 ．2

普　 通 内　 黒 灰色

外　 黒灰 色
不　 良 内外両面 に煤付着 。外面 にへ ラ

磨 き。内面 は不規則 な暗文状へ

ラ磨 き。

－16

28－7

瓦質土器椀 A 15 ．7
B　 5．1
C　 6．5

良　 好 内　 灰　 色
外　 灰　 色

良　 好 外面 は回転 へラ磨 き。内面 は放

射 状 のへ ラ磨 き。

－17 A 1 5．5
B　 5．2

C　 6．8

良　 好 内　 灰 白色
外　 灰 白色

不　 良 外面 回転 へ ラ磨 き。 内面 一部回
転 へラ磨 き。

－18
28‘－8

A 15 ．4
B　 5 ．3
C　 6 ．6

良　 好 内　 淡黄色

外　 淡黄色
不　 良 土師質 を呈 す。 内面はナデのの

ち，へ ラ磨 き。外面 は回転へ ラ
磨 き。

土師器の可
能 性 が あ
る。

－19 A 15．3
B　 5二2
C　 6．7

良　 好 内　 灰 白色
外　 灰 白色

良　 好 内面 は ヨ コナ デの の ちへ ラ磨
き。外面 はヘ ラ磨 き。

－20

■

須 恵 器 壷 A 14．8
B lO ．3

良　 好 内　 灰 白色
外　 灰 白色

普　 通 頸部上端 まで格子状 叩 き目を残
す。

N17－STOl

挿図番号

′▼一

図版番号

紳

器　種

法　量
口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

46図

－2

図版弟
31－9
師器杯 14．6
B　3．5
普　通 濁黄色 普　通平底より緩やかに外反して休部

にいたり鋭く端部をつくる。ヨ
コナデ

－3 、質土器椀 4．0 普　通 黒灰色 普　通 磨耗
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S17－SK201

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調

l

l焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第47図

－1

図版第
31－11
土師器小皿A　8．0
B　1．2
普　通 橙色 普　通やや丸味をおびた平底より外反

気味に口緑部に至る。

－2 31－10 a　8．3
B　1．3
普　通 橙色 普　通やや丸味をおびた平底より外反

気味に口緑部に至る。

－3 31－12 A　8．6
B　1．5
普　通 橙色 普　通底の成形不良。

－4 31－13土師器杯A 13．9
B　3．4
普　通 黄灰色 良　好

l

平底をもつ。休部に数本の段が
あり，口緑端部は肥厚。

－5 31－15瓦質土器鉢A　23．0
B　7．0
普　通 灰黒色 普　通ヨコナデ調整。口緑端部は凹線

状にくぼむ。

－6 31－14瓦質土器椀A 15．6
B　5．1
C　5．3

普　通 灰色 普　通口緑周縁は黒っぽい？

山原地区出土　小型羽釜・硯・土鈴

挿図番号 図版番号 器　 種

法　 量
A 口　 径
B 器　 高
C 高 台径cm

l

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及び手法の特徴 備　 考

第50図 図版第 土　 師　 器
il 良　 好 内赤褐色 良　 好 脚付羽釜の小型である。 N 20

－1 33 －2 小 型 羽 釜 外上 部は赤褐色
下部は茶褐色 l甥 雪 誓孟霊 左畏 謂 警

いる。底部に指頭痕あり。
脚の取付部分はへラで比較的て
いねいに仕上げられている。

一 S D O4

－2 やや粗
小砂粒を含む。

内　 乳灰白色
外　 乳灰白色

普　 通 脚付羽釜の小型であろう。 S 17第5層

－3
33－3

やや粗 内　 乳白色 や不良 脚付羽釜の小壷 と思われる。脚 N 20
小砂粒を含む。 外　 乳白色 は取 り付 け部分か らとれてい

る。
－ S D O3

－4 33－1－7 土　 師　 器
小 型 羽 釜
㈲

普　 通 灰白色 や不良 付け根からほぼまっすぐに端部
にいたる。
脚先端は外側におれている。表
面はへラによって面取 り。

S 1 7

一 S D O2

－5 33－1－9 瓦 質 土 器
小 型 羽 釜
㈱

良　 好 赤褐色 ’ 良　 好 付け根からほぼまっすぐに端部
にいたる。
脚先部は外側におれている。

S 17

－ S D O3

－6 33－1－8 良　 好 I 灰 白色 や不良 取 り付け部分から先端にむけ，
ゆるやかな曲線をえがいて下向
し，脚先端は外側にまきこまれ
ている。

N 20第 6層

－7 33－1－6 良　 好 灰黒色 良　 好 取 り付け部分からゆるやかな曲
線をえがいて先端にいたる。脚
先端は外側にまきこまれている
表面はていねいに仕上げられて

いる。

N 20第 6層

一付33－



挿図番号

I

図版番号 器　 種

法　 量
A 口　 径
B 器　 高
C 高台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及 び手法 の特 徴 備　 考

第50図・

一8I

図師第

33－1 －2

瓦 質 土 器

I小 型 羽 釜
㈲

A　　 4 ．5 良　 好 表　 灰黒色
裏　 灰黒色

普　 通 羽釜 の蓋 と思われ る。天井部 は
平 らで口緑端 部にか けて なだ ら
か な丸 みを もって下降 している。
が，多少 の歪 みが生 じて いる。
裏面 はていねいに調整 され てい
る。

N 20

ーS D O 4

－9 3 3－1 －3 A　　 4．0 良　 好 ・ 表　 灰黒色
裏　 灰黒色

普　 通 羽釜の蓋で ある と思 われ る。8 よ
りも多少丸み をおびている。

S 17遺構面

－10 33 －1－1 A　 5．5： 良　 好 表　 灰黒色
裏　 灰黒色

良　 好 羽 釜の蓋 と具われ る。 口緑部 内
側 はていねい にヨコナデで調整
され ている。

20

－ S D O4

－11 3 3 － 1 －
12
瓦 質 土 器
硯

良　 好 灰黒 色 良　 好 二面硯。 中心部 しか残存 してお
らず ，背面 が剥離 してい るので

’海 部 と陸部の傾斜 は不 明であ る。
表面 はていね いなへ ラ磨 きJ っ

20

－S D O 4

－12 3 3 －1 －

13

須　 恵　 器
硯

良　 好 暗灰 白色 良　 好 二面硯で あろう。
側 面お よび前面 には緑 があ り，

背面 を含めてへ ラ磨 き。

20

ーS K 14

－13

l

3 3 － 1 －
11

土　 師　 器
土　　　 鈴

普　 通 内　 乳灰 白色
外　 乳灰 白色
半分 は茶色 く

変色している。

不　 良 最大径4 ．7cm の歪 んだ球形 を し

て いる。
内面 に指頭 痕が ある。粗雑 な仕
上 げである。

S 18第 4 層

－14 3 3 －1 －
10

・やや粗

小砂粒を含む。

内　 乳白色
外　 乳白色

半分黒 く煤
が付着 してい
る。

やや不良 直径 4．k m の歪 んだ球形 をして

いる。 内面 に指頭痕が み られる。
器壁 は厚 く，均等で ない。

S 17遺構面

山原地区出土　瓦

挿図番号 図版番号 器　 種 法　 量

cm ．
1

胎　 土 色　 調 焼 成 形態及び手法の特徴 備　 考

第51図 平　　　 瓦 幅　 24．8 やや粗 表　 赤褐色 不　 良 表　 布目
－1 厚さ　4．0 裏　　 〃

断　　 〃
裏　 ナワ目

－2 丸　　　 瓦

I

！

直径13 ．2 、 普　 通 表　 灰黒色
裏　　 〃
断　 黄土色

普　 通 右巻の陽刻巴文軒丸瓦

－3 直径13．0 やや粗
小砂粒を含む。

表　 黄土色
裏　 灰黒色
断　 黄土色

不　 良 右巻の陽刻巴文軒丸瓦
丸瓦の表面はへラ磨きがほどこ
されている。

－4
1

直径13．2 普　 通 表　 灰黒色
裏　　 〃
断　 灰　 色

普　 通 右巻の陽刻巴文軒丸瓦
丸瓦の裏面 は布 目，表面はへラ
磨 きによる調整。

－5 直径
約11．5

l

やや粗 表　 灰白色
裏　　 〃
断　　 〃

やや不良 複弁八弁蓮華文軒丸瓦。
丸瓦奉面はナワ目。

ー付34－



’N・S24，S25－SDOl　出土円盤状土製晶

挿図番号 図版番号 器　 種

l 法　 量

A 口　 径
B 器　 高
C 高台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及び手法の特徴
●

備　 考

第55図 円　 盤　 状 径　　 2．5 良 濃青灰褐色 良 須恵器片周縁を打ち欠き円形に
－1 土　 製　 晶 厚さ　 0．5 一ン．ヽした もの

－2 径　　 4．7
厚さ　 1．2

良 暗灰茶褐色 良 須恵器片周縁を打ち欠き円形に
したもの

－3 径　　 5．5
厚 さ　 1．2

良 表　 淡青灰色
裏　 灰　　 色

良 須恵器片周縁を打ち欠き円形に
したもの

－4 径　　 3．0

厚さ　 0．7
2mm までの砂
粒を含む

淡赤茶褐色 良 土師器片周縁を打ち欠き円形に

したもの

－5 径　　 4．0
厚さ　 0．8

1l

金雲母を含む 淡白灰色 良 土師器片周縁を打ち欠き円形に

近いもの

－6 長径　 6．5
短径　 5．5
厚さ　 1．0

金雲母を含む 淡茶褐色 艮 l土師器すり鉢片周縁を打ち欠き
楕円形にしたもの。

－7 径　　 4．7
厚さ　 0．8

～1．4

良 淡黄茶褐色
見込に暗紫褐色粕

良 陶器高台周縁を打ち欠き円形に

したもので高台は残る。

－8 径　　 5．0
厚さ　 1．0

～1．4

良 見込に淡白紫色粕 艮 陶器高台周縁を打ち欠き円形に
したもので高台は残る。

－9 径　　 5．5
厚さ　 0．4

～1．7

良 淡樟色
全面に透明粕

良 陶器高台周縁を打ち欠き円形に
したもので高台は残る。
％欠失

N・S24，S25－SDOl

挿図番号図版番号 器　種

法　量

A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第56図

－1

土師器羽釜A　18．4 砂粒と共に金

雲母を含む。
内　灰茶褐色

：外　濃灰茶褐色

良 体部は内鸞し，口緑端部は垂直

に立ち上がる。鍔はほぼ水平に
付く。

内外面共にヨコナデ。

－2 A　24．0 ；やや粗

I砂粒を含む0
i

内　淡橙色
外　淡茶褐色

スス付着

艮 体部はまっすぐに立ち上がり，

口緑部は内攣する。短い鍔が付
く。

内外面とも

に磨耗が激
しい。

－3 A　27．0 砂粒を多く含む。内　赤褐色

：外　暗灰茶褐色

良 体部は内攣し，口緑部は若干外

反する。鍔下部に指頭圧痕が残
る。内面不定方向刷毛目，外面

ヨコナデ。

－4 土　師　器
羽　釜　㈱

3mmまでの砂

粒を多く含む。
淡赤褐色 良 ヨコナデ

－5 3mmまでの砂
粒を多く含む。

淡茶褐色 良 ヨコナデ 磨耗が激し

い

－6 土師器鍋
一砂粒を多く含む。一内　淡橙色

外　赤黒褐色 良
・休部から口緑部長かけて内攣す

る。把手と口緑部の間は3cm。
把手は内攣する。

磨耗が激し

い

－7 土　師　器
す　り　鉢

底部径10．0砂粒を若干含む。内　淡樺色

：外　淡灰茶褐色

良 摺目は4条，上から下へ。
内面ヨコナデ調整，外面不調整。

－8 金雲母を含む。内　淡灰褐色

外　 淡灰茶褐色
良 休部より口緑部は内攣する。

摺目は6条，下から上へ。
内面　口緑部ヨコナデ。
外面　体部不調整。

ー付35－



挿図番号 図版番号 器　 種

法　 量
A 口　 径
B 器　 高
C 高台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及 び手法の特徴 備　 考

56図

－9lL

土　 師　 器

す　 り　 鉢
A　 22．0 金雲母 を含 む 淡橙色 良‾ 休部 は内攣す る。 口緑部 は垂直

に立 ち上 が る。
摺 目は6条，下 か ら上 へ
内面　 口緑部 ヨコナ デ

－10 底部 径12 ．0 良 淡橙色 良 休部 は底部 に対 して貼 り付 け，
内面不定 方向のナデ調整
底部貼 り付 け部 不調 整

－11 土 師 器 鉢 A　 29 ．2 金雲母 を含む 淡橙色 良 休 部 は内攣す る。 口緑部上端 は
水平で あ．り， 内面 にむかって丸

く内攣す る。
内面一部刷毛 目を残 す。外 面 ヨ

コナデ調整。

－12 A　 59．0 細砂粒 を多 く

含 む。
内　 淡茶褐色
外　 暗黒茶褐色

良 体部 か ら口緑 にか けか すかに外
反 する。
内外面共 に ヨコナデ調整 である
が，外面 は荒い。

－13 須 恵 器 賓 艮 淡灰褐 色 良
一頸部 は 「く」の字 に くびれ る＿。

休部 はタタキ．目，頸部は内外面

ともにヨコナデ。

「14 A　 35 ．0 良 青灰褐色 良 頸部 は，外反 し口縁部 にて大 き
く開 く。
内外面 ともに刷毛 目調 整。

－15 A　 33．0 若干 の砂粒 が

み られる

灰褐色 良 頸部か ら口緑 にかけて 「く」の
字 に屈曲。 口縁，端部 はやや丸
味を帯び る。
内部 タタキ 目，頸部外画 ヨコナ

・．・．一寸フ‾

N・S24，S25－SDOl

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A 口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第57図

－1

陶　器　皿C　4．4 良 内面淡緑灰色粕
外面淡黄茶褐色
素地淡黄茶褐色こ

艮 高台は低く削り出した三日月高
台である。外面にも内面と同じ
色粕がある。

－2 C　4．2 艮 内面淡黄灰色粕

外面淡赤茶褐色
素地淡赤茶褐色

艮 高台は低く削り出し，外面は不
定方向ナデ。
外面にも内面と同色粕がかか
る。

－3 A　12．0
B　　3．4
C　　4．5

良 内　明青灰色粕
外　％粕＋茶褐色
索埠灰褐色

艮 高台は削り出し。外面ヲコナデ。

外面粕は，休部立ち上がりまで

認められる。外面若干の凹凸あ・
り。

－4 C　8．0 艮 内　赤茶砲色軸

外　茶褐色
素地淡黄茶褐色

良 高台は削り出し。
高台内は，断面と同色。
内外面共にヨコナデ。

－5 C　7．0 艮 内　暗灰緑色粕
外　茶褐色
素地灰褐色

艮 高台は削り出し。
高台から休部にかけて，小さな
段がつく。

－6 C ll．0 良 内　灰茶褐色粕
外　茶褐色
素地黒褐色

艮 高台は削り出し。高台外面に稜
線が鋭利にはいる。
底部は厚めである。

ー付36－



挿 図番号 図版番 号 器　 種

法　 量
A 口　 径
B 器　 高
C 高台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及 び手法 の特徴 備　 考

第57図

「7

陶　 器‘皿 C 11 ．0 良 内　 淡灰茶褐色軸
外　 濃茶褐色
素地灰褐色

良 高 台は削 り出 し。高台 中央部 に

稜線 がはい り， ここまで粕 がか
かる。
外面 は ヨコナデ調整。

－8 C 12 ．0 良 内　 黄 白色軸
外　 淡茶色
素地灰褐色

良 高 台は削 り出 し。高台 内は削 り

によ る三つの稜 が 見られる。休
部 に削 りに よる稜が見 られる

－9

陶　 器　 椀 A 11 ．0
B　 7 ．8
C　 5 ．0

艮 内外面共
透明粕
素地淡樟色

良 高 台は削 り一出 し。かす かに開 き
ぎみであ る。器壁 は均等 に薄 く

なる。透 明粕 は畳付 き部 を除 き
全体 にかか る。休部 に緑色粕 に

て文様 。

－10 A 12 ．0 良 内外面共 半透 良 高台 は削 り出 し，垂直 に近 い。 N 24第 2 層
B　 7 ．9 明淡緑黄色 粕 器壁 は均 等に薄 くなる。外面 は 出土椀 と接
C　 5．0 素地 淡灰褐 色 内面 よ り色調 が落ち，高台近 く

で は緑色 が薄 くな る。
∠ゝ
口

－11 C　 5．0 良 内外面共
透明粕

素地淡樺色

良 高台 は削 り出 し。粕 は畳付 きを
除 き全体 にかかる。

－12 C　 5．0 良 内外面共
赤茶 褐色
素地 灰褐 色

良 高台 は削 り出 し。外面 ヨコナ デ
調整。

高台周辺 には一部 粕がかか る。

－13 艮 内外面共
透明粕
素地淡橙色

良 胴 中央部器壁が少 し厚 くな る。
胴 部淡緑色和で文様

－14 磁　 器　 椀 C　 4 ．0 艮 内外面共
透明粕
素地白色

良 高 台は削 り出 し。高台 は薄 い。

淡紺色の線 にて文様 。

－15 A 1 1．0

B　 6 ．8
C　 5 ．4

良 内外面共
透 明淡青色粕
素地灰褐色

良 高台 は削 り出 し。畳付 きは茶 褐

色。淡藍 色にて胴部 に文様 。

－16 陶　 器　 鉢 A 18 ．6 良 内外面共

濃茶緑色粕
素地 濃灰褐色

良 口緑端部 は水平で あ り， 断面 は
隅丸 方形 であ る。 口緑部 は，粕
が かか らず濃茶褐色。
胴部 は外 反 ぎみ に立 ち上 が る。

－17

●

陶器す り鉢 A　 25 ．4 砂粒 を多 く含
む。

内　 灰褐色

外　 灰茶 褐色

口緑部　 濃赤茶褐
色粕 l

良 内外面共 に ヨコナ デ調整。
外面凹凸が 激 しい。 内面 巾2～4

mm の沈緑 。
摺 目は7条で下 か ら上 へ，上端 で

左へ振 る。左 回 りで 口緑部三段
に作 る。

－18 A　30．6 良。砂粒 を若 内　 暗赤茶褐色 良 内外面共 にヨ コナデ調整。 S 24第 3 層
干含 む。 外　 赤茶褐色 口緑部三段 に作 る。

摺 目は8条で下か ら上 へ。

出土鉢 と接

A口

－19 砥 石 長 さ　 5 ．8

＋α
悪 さ 萱：3 1

長方形，断面 方形。4面使用痕 あ

り。 前後 共折れ ている。

－20
l長 さ　 6．0

＋α
厚 さ　 0．9

～ 1．7
幅　　 4．2

長 方形，断面台形 。上 面側 面 3面

の使 用 痕 あ り。

－21 長 さ　 7．9
厚 さ　 2．0
幅　　 2．7

長 方形，断面方形 。5面使 用痕あ

り。
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S24－SXOl

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器・高
C高台径C血

胎　土 色　　 調 嘩成 形態及び手法の特徴 備　考

第60図 須恵器壷 良。砂粒を多 灰褐色 艮 内外面共に回転ナデ調整。 磨耗が激し
－1 く含む。 底部は不調整，底部から体部に

かけて器壁は均等である。
い。

－2 土師器鉢A　24．4 良。金雲母を
含む。
口縁端部から内面
にかけて淡灰茶褐
色。

外面暗奈砲色・

艮 口緑端部は内部におりこまれ
る。
ヨコナデ調整。
外面は不調整

l

S24－SX O4

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 億．．考

第60図

－3

磁　器　皿 良 淡白緑色粕
素地淡白灰色

良 見込は粕を切り，茶褐色にて同
心円を申く。ロ緑部近くで急激

に内聾する。

S24－SX O6

挿図番号図版番号 ・畢　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第60図

－4

土　師　器
羽　釜　㈱

3mmまでの砂
粒を多く含む。・

明白灰色 良 ヨコナデ

－5 陶器すり鉢A　28．4 良 明赤褐色 艮 体部は内外面共に波状を呈すS－25SD
B 11．3 口緑部は内面暗赤

茶褐色，外面灰褐
色

る。
底部は不調盤。
摺目は10条単位で底部より始ま
る。右回りで隙間なく施される。

01出土鉢と

接合

－6 磁　器　椀A 12．0 良 内外面共に半透明
淡灰緑色粕
素地淡白灰色

艮 外面口緑近く一本の線，植物文
様

－7 須恵器壷 3mmまでの砂
粒を含む。

内外面共に灰褐色。 艮 内面回転ナデ調整。外面底部近
くには回転ナデ調整。上部一定
方向のナデ調整
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S24－SXO8

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第60図

－8

土　師　器
羽　釜　脚

3mmまでの砂
粒を多く含む。

自茶褐色

内面一部淡赤茶褐色
良 上部若干細くなる。

－9 円　盤　状
土　製　晶
径　　 3．6
厚さ　1．0．
2皿までの砂
粒を含む。

明茶褐色 艮 土師器片の周縁を一打ち欠き，周
囲を磨き円形にしたもの。

－10 径　　 4．9
厚さ　1．1
2mmまでの砂
粒を含む。
表　明茶色
義　明黒茶褐色

艮 陶器片周縁を打ち欠き，円形に
近くしたもの。

－11 径　　 5．0
厚さ　1．5

良 表　明茶褐色‘
裏　明黒茶褐色

良 陶器片周縁を打ち欠き，円形に
近くしたもの。

N31・32－SD Ol

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎・土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第67図

－1

土師器椀A 14．7
B　′5．6
C　6．6

普　通 淡黄色 良　好外面に回転へラ磨き。内面には
不規則なへラ磨き。

N31

－2 A 15．4
B　6．3
C　5．4

普　通 淡黄色 良　好 口緑周縁に煤付着。内面に回転

へラ磨き（暗文状）。外面はへラ
削り。

N31

－3図版第
34－1
黒色土器椀A 14．7
B　5．9
C　6．0

普　通 内　黒　色
外　淡黄色

良　好 外面に回転へラ磨き。内面には
太い井桁状の暗文。

N31

－4 34－2 A 15．0
B　6．1
C　6．9

普　通 内　黒　色
外　淡黄色

良　好外面に回転へラ磨き。内面には
井桁状の暗文。

N31

－5 土師器鍋A　32．4 不　良 淡黄色 不　良胎土に多量の砂粒を含む。‾ N31・32

－6
34－3
土師器小皿A　9．0
B　l．5

不　良 淡樺色 不　良 尖底気味の平底をもつ。休部上
半は鋭く立ち上る。

N31

－7 A　8．0
B　1．8

不　良 淡黄色 不　良尖底気味の平底。 磨耗。N32

－8
34－4

A　8．7

B　l．9
不　良 淡黄色 不　良 尖底気味の底より鋭‾角に体部に

いたる。
N31

－9 土　師　器
有脚小皿
A　9．3
B　2．3
C　5．1

普　通 淡黄色 普　通 平担な小皿に脚をつける。脚は
途中より外方に踏み出す。

N32

－10
34－5

A　8．0
B　2．6
C　5．0

普　通 淡黄色 普　通 ヨコナデ N32

－11 土師器皿A 12．5
B　2．3

良　好 橙区 良　好小さな平底より鋭く休部にいた
り，広い口緑をもつ。ヨコナデ

N31

－12
34－6
土師器杯 良．好 淡黄色 良　好平担な底をもつ。底部直上の体

部にカキ臼状の条痕をもつ。
N31

－13 土　師　器
有　脚　皿
A 14．0 普　通 淡黄色 普　通 N32

－14
34－7
須恵器壷 普　通 灰色 普　通 頸部直下に平行叩きを残す。

底部は粗雑な仕上げ。
N31

一付39－



S30－SK19

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径du

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第68図

－1

土師器椀A 15．8 普　通 淡黄色 普　通外面に回転へラ磨き。 磨耗

－2 土師器小皿A　9．4
B　2．0

普　通 淡黄色 普　通粗いヨコナデが見られる。

－3 黒色土器椀A 15．1
B　5．8
C　6．3

普　通 内　黒灰色
外　淡橙色

普　通外面に回転へラ磨き。内面上半
部に暗文状の回転へラ磨き。

磨耗

－4図版第
34－8

A 14．6
B　5．6
C　6．8

普　通 内　黒灰色
外　淡橙色

普　通外面に回転へラ磨き。 磨耗

－5 土師器鍋A　31．0 ．普　通 橙色 普　通 磨耗

S33－SKOl

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴

l 備考

第68図

－6

土師器椀A 15．0
B　6．4
C　6．2

良　好 淡黄色 良　好外面に回転へラ磨き。
内面にへラ状工具による条痕。

S31－S K15

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成

ヽ

形態及び手法の特徴 備　考

第68図

一一7

土師器椀A 15．5
B　6．0
C　6．7

不　良 淡黄色 不　良貼り付け高台 磨耗

S33－P Ol

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第68図

－8

図版第
34－9

土緬器‘椀A 15．7
B　5．9
C　6．5

良　好 淡黄色 良　好外面にへラ磨き。
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N31－P12

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第68図 黒色土器椀A 14．7 良　好 内　黒　色 普　通外面に回転へラ磨きを施す。 磨耗
－9 B　5．2

C　5．3
外　淡黄色 内面上半部に周回する暗文。

S33－P O6

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第68図 黒色土器椀A 14．7 普　通 内　黒　色 普　通外面に回転へラ磨き。内面に周
－10 B　5．1

C　5．7
外　淡黄色 回する暗文。

S3　0－SK21

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A 口　径
B器一高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第68図

－11

黒色土器椀 C　5．6 普　通 内　黒　色
外　淡黄色

普　通 磨耗

S31－SK12

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成

I

形態及び手法の特徴 備　考

第68図

－12

土　師　器
有脚小皿
A　8．4
B　1．8
C　4．4

普　通 淡黄色 普　通ヨコナデ
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S31－STOl

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第68図

－13

土師器小皿A　8．6
B　l．7

普　通 淡黄色 普　通 丸味をもつ底より＿内攣気味に休
部にいたる。

－14 A　8．2
B　1．3

良　好 淡黄色 良　好 ヨコナデ

－15 A　8．0
B　l．3

良　好 淡黄色 良　好 平底より鋭く体部にいたる。

ヨコナデ

S31－P O7

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 　ヽ焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第68図

－16

土師器小皿A　8．2
B　1．5

普　通 淡黄色． 良　好 ヨコナデ

S31－P34

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第68図

－17

土師器小皿A　8．9
B　1．6
普　通 橙　色 良　好平底より鋭く立ち上る薄い休部

をもつ。

S31－P O　2

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A 口　径
B器　 高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第68図

－18

須恵器小壷 A　2．5
B　3．6
C　4．3

普　 通 灰　 色 普　通

ー付42－



S33－SKOl

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第69図

－1

瓦質土器椀A 13．0
B　3．9
C　4．5

普　通 灰　色 普　通 ヨコナデ。器壁が薄い。
外反しながら立ち上がる。

－2 A 14．1
B　3．6
C　5．2

普　通 黒灰色 普　通 ヨコナデ。不明瞭な高台。内攣
しながら立ち上る。

－3 A 14．1
B　3．6
C　4．9

普　通 灰　色 普　通 ヨコナデ。不明瞭な高台。
内攣しながら立ち上る。

－4 瓦質土器杯A 12．0
B　3．0

普　通 灰白色 普　通ヨコナデ。器壁が薄い。

－5 土師器杯A 11．0
B　3．0

普　通 淡黄色 普　通

－6図版第
34－10
土師器小皿A　7．1
B　1．2

普　通 淡黄色 普　通ヨコナデ

－7 土師器羽釜 °A　25．5 良　好 淡黄色 良　好

N3　5－SK24

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A 口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第70図

－1

土師器小皿A　7．3
B　1．3

密
細砂粒を含む。

橙色が中った茶色良　好 体部は大きく外反し，口縁端部
は丸い。

磨耗

－2 A　8．0
B　1．1

密
細砂粒を含む。

乳白色 良　好 休部はなだらかにたちあがる。

－3 土師器椀 A 15．4 密
細砂粒を若干
含む。

茶色がかった橙色
（内面やや白っぽ

い。）

良　好 器壁は比較的肥厚している。内
外面とも回転ナデ調整

磨耗

－4 C　5．8 やや密
小砂粒を若干
含む。

乳白色（内面やや
橙色がかっている）

普　通 貼り付け高台はやや外方に張り
出し，断面三角形を呈す。

磨耗

－5 瓦質土器椀 C　6．5 粗
大粒の砂粒を
多く含む。

灰白色 不　良 高台は分厚く，外方に丸く張り
出している。
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N35－SK26

挿図番号図版番号 器　種

法　量

A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第70図 土師器小皿A　7．8 やや粗 やや黄色がかった良　好 休部は外反し　端部は丸い やや磨耗
－6 B　l．4 大粒の砂粒を

含む。
乳白色 器壁は著しく短い。　　 0

内外面とも回転ナデ調整。

－7 A　7．7
B　1．5

やや粗

小砂粒を若干
含む。

樺色がかった乳白
色

普　通 内外面とも回転ナデ調整

－8 A　8．4

B　l．4
やや粗
小砂粒を若干
含む。

乳白色 普　通 底部から休部への移行は緩やか

である。
内外面とも回転ナデ調整。

底部外面に長さ2cm前後の板目
状圧痕が深く刻まれている。

－9 土師器杯 密
砂粒をほとん

ど含まず。

乳白色 良　好 内面は回転ナデ調整，底部中央

は仕上げナデ。
底部外面に不明瞭ながら板目状
圧痕が認められる。

－10 土師器椀a 14．9
B　5．7
C　5．4

や車粗

大粒の砂粒を
多く含む。

暗い乳白色 普　通 口縁部外面は明瞭な稜を有す。

貼り付け高台は断面三角形。
磨耗

－11 黒色土器椀A 15．3 やや密 黒褐色（高台内側良　好 内面は一定方向の刷毛目調整 磨耗
B　5．3 細砂粒を多くとその範囲の底部 ○休部上半の－部に回転ナデ調整
C　5．8 含む。 外面は茶褐色。） が認められる。外面は回転ナデ

調整後，回転へラ磨き調整。
外面高台の少し上方を弱い指頭
圧痕がまわっている。

「12

－

瓦質土器椀A 15．2
B　5．7
C　6．2

密
小砂粒を若干
含む。

青灰色 良　好 内面は回転ナデ調整後，回転へ

ラ磨き調整，さらに一定方向ナ
デ調整を施す。体部下半から底
部にかけて，最終的に輪状のへ

ラ磨き調整で仕上げている。外
面は回転ナデ調整後，回転へラ
磨き調整。
高台の少し上の方に爪状の窪み

が1～2cmの間隔で施されてい
る。

口緑外周はうすく帯状に黒っぽ
い。

－13
土師器小皿A　8．3
B　1．6

密
細砂粒を多く
含む。

：橙色がかった乳白
色

良　好休部はやや肥厚し，若干外反し
ている。内外面とも回転ナデ調
整。底部内面は仕上げナデ。

－14 A　8．1
B　1．3

やや粗
小砂粒を多く
含む。

橙色がかった乳白

色
良　好 内外面とも回転ナデ調整。 磨耗

－15 A　8．6
B　1．5

やや密
小砂粒を多く
含む。

橙色がかった乳白

色

良　好 内外面とも回転ナデ調整。

一底部外面に板目状圧痕。

磨耗

－16 瓦質土器
小　　　 皿
A　9．3
B　1．7

やや密 内　黒灰色
外　灰白色・

良　好 内外面とも回転ナデ調整。
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挿 図番号 図版番号 器　 種

法　 量
A 口　 径

B 器　 高
C 高台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及 び手法 の特徴 備　 考

図版第70 土 師 器 杯 A 14．1 やや密 黄 白色 良　 好 器壁 はうす く　 口緑部 はやや外

－17 B　 4．1 小砂粒 を多 く
含 む。

I反 ぎみ におわ ってい る。
内外面 とも回転 ナデ調整。

－18 A 1 4．0
B　 3．4

密
大粒 の砂粒 を
若干含 む。

橙色 良　 好 底 部中央がやや肥厚 してい る。
内外面 とも回転 ナデ調 整。

－19 土 師 器 椀 A 15．5 密 内　 橙色 がかった 良　 好 内面 は回転 ナデ調整後　 口緑部
B　 5．5
C　 6．2

細砂粒 を含む。 乳 白色
外　 乳 白色

＼

I付 近 に回転へ ラ磨 き調 整，体部
中ほ どか ら底部 にかけて は不規
則 なへ ラ磨 き調整 を施 す。外面

は回転ナデ調整後， 回転 へラ磨
き調 整。

－20 図版第 黒色土器椀 A 16 ．4 やや密 内　　 黒褐 色 （部 普　 通 器壁 は うす く　 高台 は外 方に張
34－12 B　 5 ．6 小砂粒 を多 く 分 的にやや Iり出 している。

C　 6 ．3 含 む。 白っぽい）
外　　 休部上半黒
褐色，下半
赤褐色。

内面 は回転 ナデ調整後，放射状

のナ デ調整 ，さ らに回転へ ラ磨
き調整。底部 に不規則なへ ラ磨
きが観察 される。 外面 は回転 ナ
デ調整後， 回転 へラ磨 き調整。

－21 A 1 5．3
B　 5．3
C　 6．0

～ 6．4

密
細砂粒を含む。

黒灰 色 普　 通 内面 は回転 ナデ調整後，不定 方

向の ナデ調整 ， さらに口緑部付
近 に回転 へラ磨 き調整，体部下
半か ら底部 にかけて不規則 なへ

ラ磨 き調整 を施 す。外 面 は回転

へ ラ磨 き調整が観 察され る。

磨耗

－22 瓦質土器椀 A 15 ．3 密 内　 青灰色 良　 好 口緑部 は明瞭に段 をなし，焼成
B　 5 ．4
C　 5 ．5

細砂粒を含む。

°

外　 灰　 色 時 のひずみが認め られ る。
内面 は不規則 なへ ラ磨 きが認 め

られ るが，磨耗 のた め不明瞭。
外面 は回転 ナデ調 整後， 回転 へ
ラ磨 き調整。
外面底部 か ら休 部に至 る箇所 に
指頭圧痕が まわってい る。

口緑外周 はやや黒 っぽいが，途
中 で休 部 の色 調 と融 合 して い

る。

－23 A 1 5．4
B　 5．2
C　 7．6

やや密
小砂粒．を含む。

灰 白色 普　 通 高台 は肥厚 し，外 反 ぎみで大 き

い。
内面 は回転 ナデ調整 後，放射状 ‾

にナデ調整 を施 し，さ らにほぼ
全 面 にわた る不規則 なへ ラ磨 き
調 整で仕上 げている。
高 台のす ぐ外側 に一部指頭 圧痕
が認 め られ る。

口緑外 周 と内面の一部が黒 っぽ
い。

－24 須 恵 器 壷 A　21．7 やや粗
大粒 の砂粒 を
多 く含 む。

灰色 普　 通 口緑部 内面 は回転ナ デ調整 。外

面 は叩 きの後 ，回転ナ デ調整 。
肩部 は格子状 叩 き目を施す。
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N3　5－SK O6

挿図番号 図版番号 器　 種

法　 量

A 口　 径
B 器　 高
C 高台径C血

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及び手法の特徴 備　 考

第71図 瓦質土器椀 A 15．1 やや密 少し黄色がかった 不　 良 内面は回転ナデ調整後，回転へ 土師器の焼
－1 B　 5．0 小砂粒を若干 乳白色 （内外面と ラ磨き調整，さらにナデを重ね きあがりを

C　 6．5 含む。 も部分的にやや赤，

いノ

ていると思われるが，磨耗が進
んでおり不明瞭。体部下半から
底部にかけてはへラ磨き調整で
仕上げている。外面は回転ナデ
調整後，回転へラ磨き調整を施
している。
高台はやや外方に張り出してい

る。

呈す。

N3　5－SKO8

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第71図 瓦質土器椀A　14．9 密 内外面とも灰色を良　　 好

l

高台は粘土を輪状にして　貼り
－2 ～15．4 小砂粒を若干ベースとし，部分 I　　′

つけたあとが明瞭に認められB　　4．9
C　　5．3

含む。 的に青灰色を呈し
ている。

る。
内面は回転ナデ調整後，回転へ
ラ磨き調整，さらに不定方向ナ
デがうすくのこっている。外面
は回転ナデ調整。不明瞭ながら
休部から口緑部にかけて広範囲
に黒っぽい部分が観察できる。

－3 A 15．7
B　5．1
C　5．1

密
小砂粒を若干
含む。

I

灰白色 良 内面は粗い回転ナデ調整後，回
転へラ磨き調整。底部から休部
にかけての一部にうすく放射状
のナデ調整痕が認められる。
口緑周縁は，うすく黒味がかっ
ている。

N35－SK17

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第71図 瓦質土器椀A 15．2 やや密 灰白色 良 内面は粗い回転ナデ調整の後，
－4 B　4．6

C　5．5
小砂粒を若干
含む。

回転へラ磨き調整，さらに刷毛
目（8条／cm）を底部中央から放
射状左まわりに施す。

外面は回転ナデ淘整こ
底部外面高台の内側に粗い板目
状圧痕が観察される。
口緑周縁は黒っぽい。

－5 A 16．1
B　5．0
C　5．2

密
細砂粒を若干
含む。

内　黒灰色
外　灰白色

良　好 内面は粗い回転ナデ調整の後，
回転へラ磨き調整，さらに底部
中央から放射状に刷毛目が施さ
れる。外面は回転ナデ調整。高
台は粗雑な貼り付けによる。口
緑外周と内面の一部を除いた部
分がうすく黒味をおびている。

磨耗のた
め，刷毛目
は不鮮明
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挿図番号 図版番号 器　 種

法　 量
A 口　 径
B 器　 高
C 高台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及び手法の特徴 備　 考

71図

－6

瓦質土器椀 A 15．3
B　 4．9
C　 5．9

密
小砂粒を若干
含む。

灰白色 良　 好 内面は回転ナデ調整後，回転へ
ラ磨き調整，ざらに底部中央か
ら放射状に刷毛目（8条／cm）を
施す。外面は回転ナデ調整。
口縁内周と口緑外周の一部から
高台にかけて黒っぽい。

N35－SK35

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第71図 瓦質土器A　9．1 やや密 灰白色 良 内外面とも回転ナデ調整で器壁
－7 小　　　 皿B　l．9 小砂粒を比較

的多く含む。
は滑らかに仕上げられている。
外面は口緑部を除く大部分が
はっきりと黒っぼく，内面は底
部を中心にぼんやりと黒っぽい
部分が認められる。

－8 土師器杯A　12．8

～13．7
B‘　3．5

1

やや密
細砂粒を多く
含む。

橙色がかった乳白
色

良　好内外面とも回転ナデ調整。底部
内面仕上げナデ。
焼きひずみのため口緑部は楕円
形を呈している。

N35－SK30

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径

B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第71図

－9

土師器小皿A　8．2
B　l．2

密
小粒の砂粒を
若干含む。

乳白色 良　好 内外面とも回転ナデ調整。

－10 A　8．5

．B　l．4

やや密
細砂粒を多く
含む。

赤色がかった乳白色良　好 内外面とも回転ナデ調整

－11 A　8．1
B　l．3

密
砂粒ほとんど
含まず。

黄色がかった乳白色良　好 体部は角度をもってたちあが
り，口唇部はやや肥厚している。
内外面とも回転ナデ調整

－12 A　8．8
B　1．4

・やや密
小砂粒を多く
含む。

乳白色 良　好 内外面とも回転ナデ調整
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N35－SK13

挿図番号図版番号 器　種

法　量

A口　径
B器　高．
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第71図 土師器小皿A　8．－5 密． 淡赤褐色 良　好 底部から弱い稜をもって休部に
－13 B　1．5 細砂粒を若干

含む。

室る。内外面とも回転ナデ調整

－14 A　8．7
B　1．4
密
小砂粒を若干
含む。

・乳白色 良　好 休部の器壁は薄く，外反し，底

部中央は肥厚してい皐。

内外面とも回転ナデ調整。内面
底部中央は仕上げナデ，
底部外面に板目状圧痕。

N35－SK18

挿図番号図版番号 器　種

法　量

A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第71図 黒色土器椀A 14．9 やや密 黒褐色（部分的に良　好 椀部は扁平で，1高台は丸味をお
－15 B　4．7 小砂粒を若干内面は赤く，外面 びて粗雑である。

C　5．2 含む。 は灰白色を呈す。） 内面は回転ナデ調整後，回転へ

ラ磨き調整，さらに不定方向に
刷毛目調整を施す。外面は回転

ナデ調整。

－16 瓦質土器椀A ・15．4 やや密 灰白色 普　通 内面は回転ナデ調整後，‘回転へ体部から底
B　4．8 大粒の砂粒を ラ磨きを施し，底部中央付近か部にかけそ
C　5．7 比較的多く含

む。

ら口縁部に向けて・5条／cmの粗

い刷毛目を放射状左まわりに施
浣 普 描 離 籍 霜 撃

が観察できる。口緑周線は黒っ
ぽい。

焼成時のも

のと考えら
れる亀裂が
生じてい

る。

－17 A 15．4
B　5．0
C　5．6

やや粗
小砂粒を多く
含む。

灰白色 普　通 内面は回転ナデ調整後，回転へ
ラ磨き調整，さらに6条を単位と
する刷毛目がほぼ2．5cm間隔で

口緑部近くから底部中央に向
かって施される。外面は回転ナ
デ調整。

口緑周縁は黒味をおびている。

やや磨耗

－18 A 15．7
B　4．7
C　4．6

やや粗．
大粒の砂粒を
多く含む。

灰白色 普　通 内面は粗い回転ナデ調整後，回
転へラ磨き調整。さらに5条／

cmの刷毛目を放射状に左まわり
に施している。外面は回転ナデ
調整。高台は丸く粗雑である。

口緑周縁は黒っぽい。

－19 A 15．3
B　4．9
C　4．5

やや粕

大粒の砂粒を
含む。

灰白色 普　通 内面は回転ナデ調整後，回転へ

ラ磨き調整，さらに左方向放射
状に粗い刷毛目を施す。外面は

回転ナデ調整。

口緑周縁は黒っぽい。

－20 A 15．9
B　4．8
C　4．5

密
小砂粒を若干
含む。

灰白色 良　好 貼り付け高台は小さく，断面三
角形を呈す。内面は回転ナデ調
整後，回転へラ磨き調整を施し，
底部中央を中心に左方向放射状

の刷毛目調整（9条／cm）で仕上
げている。外面は回転ナデ調整，

部分的に不定方向ナデがみられ
る。口緑周縁は，ぼんやりと黒

つぽい。
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挿 図番号 図版 番号 器　 種

法　 量

A 口　 径・
B 器　 高
C 高 台径cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及び手法 の特徴 備　 考

第71図 瓦質土器椀 A 15 ．7 ‘やや密 灰 白色 普　 通 内面 は粗 い回転 ナデ調整後， 回

－21 B　 5 ．0
C　 4 ．3

大粒の砂粒 を
含む。

転へ ラ磨 き調整 。刷毛 目は8条／

cm ，短 い単位 で交差 し，全面 に
施 され ている。 外面 は回転 ナデ
調整。

内面 口緑 に沿って浅 く，外面 は
ぼんや りと広 い範囲で黒 っぼ く
な って いる。

－22 A 16 ．1 粗 灰 白色 普　 通 貼 り付 け高台 は端部が押 し潰 さ 内面の回転
B　 5 ．2 大粒 の砂粒 を れ ていびつな仕上が りとなって へ ラ磨 き調
C　 5 ．3 含 む。 いる。

口緑部 外面 には明瞭 な稜 を もつ。

内面 は回転 ナデ調 整後，回転へ

ラ磨 き調整， さ らに不定方 向ナ
デ調整 を施 す。外 面は回転ナ デ
調整。

口緑周縁 は黒 っぽい。

整 は口緑部
付近 にか ろ

うじて観察
で きるが，
体部 は刷毛
目によって
消 され てお

り，N 35－
S K 1 8の他

の椀 とは趣
を異 に して

いる。

－23 A 15 ．8
B　 5．0
C　 4．2

粗
大粒 の砂粒 を
含 む。　 、

灰 白色 普　 通 粘 鵠 把 詣 詣 鮎 へ I

ラ磨 き調整， さ らに粗い放射状
の刷毛 目調整 を左 方向 に施 して

い る。外面 は回転 ナデ調整。 口
緑外周 にはっ きりと，内周 にぼ

んや りと黒 っぽい部分が観察 で
きる。

－24 須恵器小 壷 B　現存2 ．9 やや密
小砂粒 を若干
含 む。

灰 白色 やや不良 胴部が 張った扁平 な小壷 であ る
内外面 とも回転ナ デ調整 。肩部
内面 は，成 形時の粘土 のひずみ
を残 す粗雑 な仕上 げで ある。

i

川北地区出土　瓦

挿図番号 図版番号 器　 種
法　 量

cm ．
胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及び手法の特徴 備　 考

g73図

－1

平　　 瓦

ヽ

やや密 表　 灰白色
裏　 灰白色
断　 灰白色

普　　 通 陽刻巴文軒平瓦
右巻の巴文で尾は長 く，‾半周す
るあたりで他の巴と接 している。

．表あらい布目裏ナワ目。 l
－2 密 表　 乳灰白色

裏　 灰白色
断　 灰白色

良 陽刻五連巴文軒平瓦
右巻の巴文。尾は長 く，他め巴
に接 している。表布目，裏ナワ
目

I

－3 やや密 表　 黄土色
裏　 黄土色
断　 黄土色

不　 良 陽刻巴文軒平瓦
右巻の巴文
表布目，裏ナワ目

－4 密 表　 暗灰黒色
裏　 暗灰黒色
断　 暗灰白色

良 陽刻巴文軒平瓦
右巻の巴文。尾は長 く他の巴と
接している。表布目，裏ナワ目

－5 密 表　 暗灰黒色
裏　 暗灰黒色
断　 暗灰黒色

良 陽刻巴文軒平瓦
諾 畏誓 主管呈雷雲㌘ゞ，尾の I

I
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挿図番号 図版番号 器　 種 ・‾
．法　 量

cm．
胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及び手法の特徴 備　 考

第73図

－6

平　 瓦 密 表 暗灰白色
裏 暗灰黒色
断 暗灰白色

良 陽刻巴文
右巻の巴文，尾は比較的長いが
他の巴とは明確に接しない。表
布目，裏ナワ目。

－7 やや粗：

砂粒を含む‾。
表　 灰白色
裏　 灰白色
断　 茶灰色

普　 通 陽刻巴文。右巻の巴女で尾は長
く，他の巴と接する直前で切れ
ている。
表布目，裏ナワ目。調整不良

－8 普　 通 表　 灰白色
裏　 灰白色
断　 灰白色

普　 通 陽刻巴文。右巻の巴文で尾は長

いが，他の巴とは接していない。
表布目，裏ナワ目

－9 密 表　 灰　 色
裏　 灰　 色
断　 灰　 色

艮 右拳の巴文で尾はさほど長く．な

い。
他の巴とは接しない。
表布目，裏ナワ目

－10 やや密 表　 黄土色
裏　 黄土色
断　 黄土色

不　 良 右巻の巴文，尾は他の巴とつな
がっている。
表布目，裏ナワ目

－11 普　 通 表　 灰黒色
裏　 灰黒色
断　 灰黒色

普　 通 右巻の巴文だが仕上げがほどこ
されておらず，文様は不良。
表布目

－12 粗
小砂粒を多く
含む

表　 灰白色
裏　 灰白色
断　 茶灰色

普　 通 右巻の巴文。尾は長く半周以上
まわる。
表布目，裏ナワ目

－13 粗
小砂粒を多く・
含む。

表　 灰黒色
裏　 灰黒色
断　 灰黒色

l普　 通 陰刻巴文軒平瓦

－14 厚さ　5．0 やや粗 表 暗灰黒色
裏 暗灰黒色
断 暗灰黒色

普　 通 偏行唐草文軒平瓦
表布目，裏ナワ目

川北地区出土　硯

挿図番号 図版番号 器　 種 法　 量

cm

胎　 土 色　　 調 焼 成 形態及び手法の特徴 備　 考

第74図

－ 1

：由版第

34－11－］
須 恵 器 硯 縦 15．8

横 12．8
高　 4．8

良　 好 表　 暗灰白色
裏　 暗灰白色

良　 好 二面硯

－ 2 34－11－2 横　 5．8
高 1．8 ・

普　 通 表　 灰白色
裏　 灰白色

良　 好 方形硯

一付50－



N3－SKOl

挿図番号図版番号 器　種

法　量
A口　径
B器　高
C高台径cm

胎　土 色　　 調 焼成 形態及び手法の特徴 備　考

第78図 図版第 黒色土器椀A 15．6 普　通 内　黒　色 良　好 外面に回転へラ磨き　内面に井
－1 34－13 B　7．1

C　7．2
外　黄灰色 0桁状の暗文。

－2 34－14 A 15．6
B　6．6

C　7．0

普　通 内　黄灰色

外　黄灰色
良　好 外面に回転へラ磨き。内面には

不規則な暗文

－3 A 14．8
B　6．2
C　6．2

普　通 内　黒　色
外　黄灰色

良　好 外面に回転へラ磨き。

内面は井桁状の暗文。

－4 A 15．7
B　6．1
C　6．7

普　通： 内　黒　色

外黄灰色
良　好 外面に回転へラ磨き。
内面は井桁状の暗文

磨耗

－5 A 15．3
B　6．9

普　通 内　黒　色

外　黄灰色
良　好 外面に回転へラ磨き。内面は井
桁状の暗文

－6 土師器小皿A lO．8
B　l．2

良　好 淡黄色 良　好 ヨコナデによる調整。 口‘径は推定

－7 A　 7．7
B　l．6

不　良 淡黄色 不　良 磨耗

－8 土師器鉢A　35．5

l

不　良 赤褐色 不　良 磨耗

一付51－
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1．山原地区　N15～18全景（西より）

2・山原地区　N15～18全景（東より）



2．山原地区　S15～18全景（東より）



図版　第5

1．山原地区

S15全景（東より）

2．山原地区

S16全景（東より）

3．山原地区

S17全景（東より）



図版　第6

1．山原地区

S17全景（東より）

2．山原地区

S18全景（東より）

3．山原地区

S19W全景（西より）



図版　第7

1．山原地区

S19E全景（西より）

2．山原地区

S20全景（西より）

3．山原地区

S21022全景（東より）



図版　第8

1．山原地区

N15全景（西より）

2．山原地区

N16全景（西より）

3．山原地区

N17全景（西より）



図版　第9

1．山原地区

N18全景（東より）

2．山原地区

N20全景（西より）

3．山原地区

N20全景（西より）



図版　第10

1．山原地区

N23全景（西より）

2．山原地区

N24全景（西より）

3．山原地区

N25全景（西より）


